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例 書
Fj

本書は『雲岡石窟』査十五巻のうち第三馨にあたり,第六洞の調査と折兜をまとめたも

のであるo　この一食は,とくに本文一勝と図版二筋とよりなる.

第六洞は,主として昭和十三年(1938),もと所員羽館易氏が,現国立東京博物館投手米田

太三郎氏を助手として撮影した｡測量は,主として昭和十八年(1943),北野正男氏がおこな

ったが,その原国は政戦に際して亡失したので,昭和十三年(1938),水野が現困立奈良博物館

哉官小野勝年氏の助力変えておこなった略測国を参頗して,一部分製作したo拓本は昭和十

三年(1938)徐立信氏によって作製された｡

本書の記述は著者二人の共同執筆であり,英文商静はオックスフォサド大草東洋美術館

P.C. Swann氏の手になる｡

本書の刊行は,本所の出版費をもととし,文部省昔局および京都大拳の特別の配慮のも

とに達成されたものである｡

以上の諸氏ならびに諸検閲に封し,心から感謝の静をさゝげるとともに,過去十数年間

の調査と研究に有形,無形さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に封し,さらに本馨

の編韓に戯身的努力をはらほれた努藤菊太郎,陳顛明,助手岡崎敬の諸氏,およびタィプラ

ィタァの静を糖嘗された川合スミ子蟻に勤し,沫甚の謝意を表したい｡

1955年2月

著　　　者
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序　　　　章

雲岡石窟の歴史的背景

1

雲岡石窟のつくられたのは,和平初年(A.D.460)の鼻曜奏請から太和十八年(494)の洛陽遭都

にいたるあひだである｡つまり,北魂が平城(山西省大同)に都してゐたあひだ(A.D.398-494),と

くにその後半の時期(460-494)である｡その後も,夜は小規模な造営はつゞ､いたが,それも北魂の分

餐(A.D.535)とともにはゞ完全に終了した｡大塊模な造営は,洛陽遷都以後まったく伊闘帝門の石
り

窟にうつってしまった｡

この平城に都があり,その西郊の武州塞,すなはち,いせの雲岡の地に石窟をつくりつゝあった

時期は,北魂でも文成帝(A.D.452-465在位) ,政文帝(466-470在位) ,草丈帝(4.71-470在位)の三代

にわたり,もっとも華々しい黄金時代であった.箪一代の太租道武帝(A.D.37ト408)が後燕をほろ

ぼして河北山西の平定に成功し,繁時(魔嚇束郊)で皇帝の位につき,年故をたてたのが天興元年

(A.D.398),まもなく平城に都をさだめた｡その後,第二代の明元帝(A.D.409-423在位),第三代の太

武帝(424-452在位)と三代にわたって諸国をうちしたが-,黄河中原を完全に一統したのが太延五

年(439)であったoかくて南京に都し,揚子江流域を統治した南朝の朱と封略し,いはゆる南北朝封

立D形勢ができたのであるo Lたがって,世は太平に,民心はおだやかに,制度文物がしだいに充賛

していったのは,まことに白魚のいきほひであった｡もちろん,係数も日ましにさかんになり,寺院

の道立も目ざましいものがあったo　たと-ば太延四年(A.D.438),五十歳以下の階侶が禁止された

のは,酬呂の埼大がやうやく社合の問題になりつゝあった情勢をしめすものであらう｡

沙門統鼻曜(A.D.C.410-C.480)が帝宝の力によって雲岡石窟の造骨にのりだしたのは,この天

下一統(439)から二十年ばかりたった和平初年(460)のことであった｡鼻曜については別懇(本書,

第十四各,序章)にといたから,こゝではまづ北魂の帝宝についてかたらうo

2

北魂の政府は,この二十年間に最大の過誤をおかしたoすく夜くとも悌教徒からい-揺,たし

かにさうみえた｡それは太武帝の七年にわたる虚飾である｡係数史家の三武一宗とよぶ法難第一

‡



雲岡石窟第六洞

験である｡太武帝は,もともと係数をうやまひ,なにかの慮報をも期待してゐたやうである｡太租,

太宗以束の方針にしたがひ,高徳の侭をめして談論し,四月八日の行像には門接に御して散花し,
Dharmaraksa

また術数禁呪にすぐれた負無感のことをきいては,これを北涼(A.D.397)にもとめたことがある.
Ts`ui llao                K`ou ChJien-chih

ところが,司徒崖浩(A.D.381-450),道土議論之(-448)などの言をきいて,しだいに道教に耳をかた

むけるやうになったらしい｡まづ国都の東南に,天師退場をたて,ついで東郊に静輪宵をきづき,太

延六年(A.D.440)を太平虞君元年とあらためたのは,もはやその信仰のふかくなったことをしめす

ものとおもふoまた,虞君三年(442)正月甲申,太武帝は道教の辺境にのぞみ,はじめて符鉄をうけ

た｡道教所定ののりものにのり,旗晩もことごとく道家の色にしたがって青くしたとし,ふ｡ところ

が,太平虞君七年(446),たまたま甘粛の杏城に蕊永の胡,蓋典の数乱がかこり,この討伐中に長安の

-寺院でかくされてゐた武器が費見され,密室における倍侶の非行が露頴した｡太武帝は即刻麿

俳の令をくだしたが,それには随行した雀浩の意見があづかってカがあったにちがひない｡詔勅の

ことばは激烈をきはめ,後決の明帝を荒君とよび,係徒を漢人無額の徒といひ,係数そのものを歴

代の贋物と断じ,｢あらゆる併国の形像および胡経は,ことごとくみな撃破焚廃し,沙門は少長とな
I.1)

くことごとく杭にせよ｣と命じてゐる｡

ところが,太子晃は,昔時,監国として平城に留守してゐたが,熱心な係数の崇拝者であったか

ら,帝に封し一再ならず,その断塵令の緩和を諌言した｡その言は,不幸,きゝいれられなかったが,

そのために詔書の宣布がおくれ,みな像知して難をさけ,ものをかくすことができたといふ｡これ

よりさき,すでに五十歳以下の倍をやめ,太平虞君二年(A.D.4.41)には五十七の民間紳両を廟止し,

また五年(444)には陰陽繊稗方位の徒といっしょに沙門を私菱するの禁をだしてゐる｡これは椅大

する遊民を阻止しようとする経済的意国をしめすとともに,儒教的,あるひは漢家的な思想統制の

意国もあらはしてゐる｡漢家的統制といふ鮎では,太武帝も崖浩も一致し,また北魂の建国精碑に

も反しない｡たゞ,これを係数断塵にまで進展させたのは,なんといっても崖浩の個人的色彩がつ

よい｡だから,歴史家が虚飾に封する安住の一半を崖浩に園してゐるのは正しいとおもふ｡たゞこ

こで注意を要するのは,詔勅中にある｢王法を廃しておこなはれぎらしむにいたらん,けだし大姦

の魁なり｣といふ文句である｡つまり併敦を庇護し,奪崇するのは王法にしたがひ,王法をまもるか

ぎりにおいてゞある｡しかるに,し,ま武器を秘密し,財物を蓄積して,王権に封する一大勢力になる

ことは,絶封にゆるさるべきでない｡こゝに征服者太武帝が激怒するゆゑんがあり,それを知って

か知らずにか,さういふふうに喧博したところに崖浩の一時的成功があったoけだし,青壮年者の

遼俗も,僧侶私養6,)禁も,この線で理解されることが必要であらうo Lかも,この犯すべからざる征

服者の王権によって,捉漕自身がまもなく壊滅するにいたったのは,賓に皮肉な逓命だといはなけ

1この序章に閲しては水野清一『芸岡右肩とその時代』(東京1939年別)に,くはしい記述がある｡また岡崎文夫『貌晋南北朝

史』(京都1932年干ll)と塚本着陸『支那沸教史研究一北醜詩』(京都1942年刊)とを参照されたい｡
2 『銀杏』怒一一四,搾老志0

2



序章　筆問石窟の歴史的背景

ればならないoかねて慶治は魂の観史編纂を監修してゐたoそれができあがって石に刺したとこ
T`o･pa

ら,それに征服者タクバツ(托欧)族を誹諺することばがあったといふ｡そのため虞君十一年(A.D.

450),雀治の三族は訣滅され,属僚百二十八人も,おなじく訣殺された｡

『親書』奄四,世紀紀には,太武帝のちに｢慶治おしむべし｣と後悔したことがみえてゐるが,餐

一一四,輝老志の文は麿俳の非を悔ひたやうに苛まれるoおそらく太武帝は俊治をおしんだであら

ら,とともに麿俳のあとあぢのわるさを充分にあぢはったものとおもふ｡併法が王法に封抗するや

うにみたのは太武帝の誤認であったo併法はけっしてそのやうなものでなかったoだから塵封的な

征服者のもとに,抵抗もしないでしづまってゐたoけれども,それは,おもくるしい空気を醸成した

ことであったらう｡太武帝の皇太子晃は熱烈な悌敦の信奉者であったし,崖浩の妻都民もときどき
I)

経典を讃諭するほどの篤信家であった｡この蘭満する係数信者のあひだにあって,餅屋の令をくだ

すのは,まことに大英断を要したことであらう｡おそらく征服者,太武帝にしてはじめてできたこ

とであらう.しかし,抑塵されたたましひは,しづかにみえても,うちに沸々としてもえてゐるもの

がある｡さうい-ば,司徒崖浩の死も,たゞ征服者がはタクバツ部の民撒ばかりではなささうであ

る｡目にみえない俳教徒の情意が,その背後にながれてゐないとは,だれがい-よう｡ともかく,

麿餅の張本たる雀治が非業にたふれては,もはやこの禁令も骨ぬきである｡悌徒は,やうやく義勤

しはじめるが,太武帝もいくらか疑義が生じないわけでもないoだから,併数はまだ公許されない

けれども,断塵をこのう-強行されることもない｡虞君末年には,いくらかさういふ日がつゞいた

が,そのうち虞君九年(A.D.448)には司空室斤(369-448)をうしなひ,また正平元年(451)には太子

晃にさきだゝれ,ついで司空長孫道生(370-451)をうしなひ,つひにその翌正平二年三月(452)太武

帝自身も昏官の手にかゝって暴崩した｡ときに太武帝は年四十五歳o

かういふ豊くるしい空気を経験した人たちは;あたらしい天子の出現に,おほいに期待をかけ

たにちがひない｡新帝は太子晃の子,文成帝である｡帝は十二月はやくも悌敦復興の令をだした｡

それには,各州都塵などの都邑に併塔一所をたて,大州は五十人,中州は四十人,国都からとほい郡

は十人の出家をゆるしてゐる｡かくて,せかれてゐた水が奔流するどとく,偽教徒は全力をあげて

その復興にのりだした｡帝室だけでも,その年(A.DA52)における帝身に擬した石像,興光元年(A.

D.454)における五級大寺,和平初年(A.D.460)における要岡石窟の開笠をった-てゐるoかれらが

廃偽の罪業を自認し,ひとしは熱心に努力したことはあきらかである｡雲岡石窟は,さうした識梅

の心をこめて,大敵道武帝以下諸帝の頑業を修するための事業であった｡雲岡の造営が,帝宝とし

ての,また国としての全力をあげておこなほれたゆゑんは,かういうところにあるとおもふ.さう

して,それに一般の庶民が,熱烈な支援をおくったことも,断塵時代のあとだけに,また充分に察せ

られるところであらう｡タクバツ部を中心とした北淡は,純朴であるだけに,かういふときの熱心

1 『銀杏』塔三五,健治倦0
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さはまたひとしほであったとおもはれる｡

3

がんらい,このタクバツ部の牧人たちは係数を知らなかったo 『親書』の輝老志には,魂はさき

に国を玄朔にたて,風俗は淳一にして,無為もってみづからまもろ,西域と殊縄して,よく往来する
Buddha

なし,ゆゑに浮国の教,いまだこれをきくをえず,あるひはきいていまだ信せず｣といってゐる.ま
Sha-mo.ham

ことに,そのとほりで,魂の洛陽にいったサバクカt/(沙漠汗) (A.D.-277),あるひは後低の嚢国に
Shih-i-chien

いったジフヨクケ./(什巽鍵)(320-76)は係数についての知識を多少もちえたかも知れぬが,もっと一

般的な接綱は第-代の太租道武帝タクバツ珪が後燕を討って山西,河北をかけめぐった際であった｡
K`un･jlli-ktl

このとき道武帝は沙門道士に砥敬をいたし,諸軍の乱暴を禁じたといふ｡また山東泰山の現瑞谷に

かくれてゐた沙門倍朗に封しては書を潜くり,物資をとゞけてゐる｡天興元年(A.D.398)には,国
Gridhrak【ita  Sllmem

都平城に官寺をたて信者が止宿するの健をはかった.それには五級の併塔があり,香開山殿,須甜

山殿があり,べつに講堂,碍堂があり,抄門座をまうけた｡沙門座とは偲房のことであらう｡みな'そ

れぞれ厳飾をほどこしたといふから,か在り立派なものであったにちがひない｡第二代の太宗明元

帝のときになると,帝は黄老とともに併法をあが吟,国都の四方に固像をつくり,沙門をして民衆

を教導せしめたといふ｡併敦が公許され,堂々とその敵勢を洩張しっゝあったことはあきらかであ

らう｡

皇始中(A.D.39か397),遷都に沙門法果なるものあり,戎行にすぐれ,法定をひらいてゐたが,

のち道武帝はむか-て道人統とし,倍徒を管轄せしめた｡これが北貌倍政のはじまりである｡明元

帝はかれをますます尊崇し,永興中(409-414)に,つぎつぎ輔国宜城子,忠信侯,安成公の駿をおく

つ兜o Lかし,かれは固解してうけなかったとレ､ふo黍常中(416-424),年八十飴にして卒し老詩経

軍趨胡塞公の教を潜くられた.老詩将軍とはほゞ高齢にして有徳の意であらう｡趣はその郷土を
Fo-('u Teng

さし,胡は係数のこと,宴は霊力を有するとの謂であらう｡そのかんが-かたが,いかにも併固澄
I)

(A.D:34.8)をあがめた石散(419-333) ,石虎(333-34.9)の態度に坊殊たるものがある｡

道人統法束は,これに射して,つねにいった｡

太租は明敏にして道をこのむ｡すなはち,雷今の如来なり｡抄門よろしく磯をつくすべし｡

と｡さうして,つねに帝を挿したといふから,南朝におけるやうな｢沙門不評王者｣の問題はおこら

なかったのである｡またいふ｡

よく道をひろめるものは人主覆り｡われは天子を井するにあらず,すなはち,これ偽を砥する

のみ｡

1水野『雲岡石窟とその時代』,p.66-70.
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序章　豊岡石窟の歴史的背景

と｡また法巣は四十歳にして出家したので,そのま-把猛とよぶ子があった｡勅して,それに法泉

の爵位をうけつがせたoまたべつに沙門最澄怒るものあり,明元帝は路にむか-て,果物をおくり,
】)

また老寄将軍の教をおくったといふ｡

つまり,北親においては沸教はつねに保護されたし,奇崇されたo沙門は,つねに王法をおも

んじ,王権をみとめたのみならず,おほいにこれに依存したのである｡王者が沙門を奇襲して,これ

を困家の官につけ,これに名教をおくったのは,まさにこれを王権の統制下においたのである｡こゝ

では悌道をひろめるものは国家であり,国家を守護するものは俳道であるとの趣旨が碇としてう
I;)

どかすべからざるものであった.だから,沸教を王法に坑する-大勢力とみた太武帝のかんが-ほ

おもひすごしであったが,さうかんが-れぼ一歩も仮借することなき断塵の鉄槌がおろされたので

ある｡しかし,それにしてもたうたうたる沸教興隆のいきほひを,たんなる国家権九乃至太武帝と

雀治の政策,さういふものでおき-きることはでき覆いであらうo北人,漢人を通じて係数信仰は

熱烈をきはめ,つひに王権をゆづらしめて,沸教復興にまでなったのである｡けれども,このにがに

がしレリ蜜健の経験は偽徒によい反省の横合をあた-たであらうoかうなれば,とにかく王法の優位

を再確蕗するよりほかに方法はないのである｡だから,その結果としては,復健ののちに,もういっ

さうふかい意味で偽造の隆昌をむかへたのであるoさうして,さうしたカが雲岡石窟などに集中さ

れることになったのであるが,かういうふうに王法と偽造とが緊密に手をむすんだからには,大石

窟の造営は修華のため,偽造のためといふけれど,資は一般衆庶のためであり,国家自身のためで

あることが明瞭であって,こゝにも雲岡造営の盛大におこなほれた理由がよこたはってゐるo　とと

もに,その国家的夜気迫が雲岡のあたらしい轟術様式をうみだす原動力であったことが想像される

のである｡

4

さて,こんどは,もう一歩さかのぼって帝宝の出自についてかんが-,タクバツ部民の心境に

およびたい｡
Hsie71-Pel Shara-mtlren

かれらはセ./ど(鮮卑)放タクバツ部出身の北淡であるo　もともとセ./ピ族は,シラムレ./の
MongoI Tungus

上流に牛革を逢うて馳駆した遊牧民である｡竜./ゴル族とツ./グス族との混滑になるといほれて
3)

ゐるけれども,まづモ./ゴル系統の一派とみてさしつか-ない｡しばしば中国の国境をおかして
11sillng-nu

農耕民の集積を奪略するのをつねとしてゐた.ところが西暦一世紀, 7./ヌ(旬奴)族の分裂,西徒
Gobi                                Y in-shah

に乗じてゴビの高原にあらはれ,諸部を糾合して,陰山山脈にかけた一大勢力にのしあがったoニ
T`an Shih-huai K`o Pi･neng

世紀末には埴石塊(A.D. C.135-C.180) ,三世紀初には樹此髄(C.196-235)などの部族的英雄があらは

1 『銀笛』,懇一一四,搾老志o B　水野『富岡石猶とその時代J),p･ 148-150.

3白鳥座曽｢盤外民放｣ (岩波東洋風潮, 12),東京1985年刊,p. 50,.51.
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り

礼,控弦の騎は十寓飴といはれ,ゴビから長城地帯にわたる-大勢力であったo
I..)

タクバツ部が,いつから,セ./ピ部族のあひだで覇権をにざるにいたったか,それはわからない｡
I,i_wei                             Wu-huan

だが,のちに姶組紳元帝とよばれる.)キビ(力倣) (A.D.220-277)紘,東部のムクワ./(務桓)に射し
3)　　　　　　　　　　1- t`o I･ lu

西部の有力者であったらしく,またその子のイダ(侍勧(268-306),イロ(除塵) (295-316在位)は晋
｣)

の井州刺史司馬臆,または劉現をたすけて長城地帯に活躍したらしく,このころからタクバツ部の

優位がやうやくみとめられる｡このときイダ,イロに封して代公,あるひは代王の名がおくられた
Shih-1-CbieI一

が,四世紀にでたジフヨクケン(什巽睡) (A.D.320-376)は代王と辞し建国元年(338)をとな-た｡

この三十年にわたるながい統治は,かなりタクバツ部の基礎をかためたものとおもはれる｡けれど
T'o-pa Ktlei

ち,その孫,太租道武帝こと,タクバツ珪がうけついだときは,また継承上の紛争があったし,諸部の

カを糾合するのにか怒りの年数をかけてゐるoそのう-,これを解決Lても,創急かれらは牛革をお
Sam-hoIP`o

ふ部落生活をつゞけ,都城はもたなかった｡大同北方の参合吸は,部人骨合の中心ばしょであり,そ

の倉合が部族の最高議決検閲であり,つねに諸部大人の合議により,部族の政治がおこなほれてゐ

たらしい｡
Mu-ytlI】g Shlli

これが,ある程度中国ふうの官僚図家になったのは,豊国八年(A.D.393)後燕のボヨウ(慕容)塞

を徹底的に撃破した参合陵の大勝以後であるoこのとき王公文武将吏数千をとりこにし,軍資財

賛十除菌を歯獲し,その停虜の漢人をあまた登用したことから,中国の国家ふうに整備されるやう

になったoもっとも,ことをさかのぼってい-ば,道武帝が,登園元年(393),代王をあらためて親王
5)

と辞したことは,賓は晋の封班であり,いかにも,地方的な名和たる代の名に満足せず,晋にさきだ

ち決の輝をうけた魂の名を採用したのであって,これは南方にはしった東晋を無税して,漢文化の正

統の後樫者であることを宣言したものであった｡ 『親書』巻二,太租紀によると,道武帝は太原平定

(A.D.396)ののちに, ｢はじめて重省をたて,百官をおき,公僕を封じ,将軍,刺史,太守,偽書郎以下

みな文人をもちふ｣ことになり,河北平定から蹄遼して,天興元年(A.D･398)はじめて平城を都と

し,官宝をいとなみ,宗廟杜樫をたて,度量衡を統一するとともに各種の制度をとゝの-,畿内と地

方と変わかち,こゝであらためて帝位たっき,十二月天文殿が落成すると臨御して太尉司徒に璽紋

をすゝめしめ,百官の攻をさだめ,土徳にしたがふことにしたといふoこれでほゞ石虎の後超や,

符墨の前奏ほどのていさいをとゝの-て,中国ふうの官僚国家になったものとおもはれる｡たゞ-そ

1 『後漠啓』,雀一二〇, 『貌志』,省三0.

3ククバツの始組を樹比能とか,檀石塊にむすぴつけることは不可能である｡帽邑昏』の著者も,そのことはあきらめてゐる.

『貌昏』,餐-,序紀の.)キどの子,サパタカン(沙漠汗)を『雄志』巻三〇の貌浜玉サマツカン(沙末汗)とすれば,珂比能と同族に

なるけれども,それにしてはすこし年代があはない｡体承のあやま抄ともい-ようが,それを琵明する方法はない｡

3 『晋雷』,巻三,武禰紀,怒三六,術瑠偉｡志田不動麿｢代ませ系批判｣ (兜畢雑誌,48),東京1937年刊,p･ 210-217.

4 『晋苔』,懇五,慣聴紀,慾南紀,懇六二,劉現俸o 『宋昏』,巻九五,素顔侍, 『舛封』,巻五七,醜虜博｡志田不動厨,同君,p･ 2181

223.以上北醜諸王の存命乃至在位は『貌啓』によって記した｡

6志EEl不動磨,同啓,p. 349には,囲紙を殊とあらためたのむ,天興元年(A.D.398)甫燕王某容徳を滑基にはしらせ,細に克って

からだとしてゐる0

6



序章　葛岡石窟の歴史的背景

れらの諸因と同様に,あくまで軍国組織で,王公将軍刺史太守以下は北族の出身者が多く;偽書以下

の支度は,多く渡人であったらしい｡

タクバツ族を中心とした,これら北淡が,申開にはいってからも,比較的のちまで,その風俗を
クゥヅ

たもってゐたことは,石刻の浮彫にある蓋像にみとめられるo男子は,窄袖の大衣に袴子,女子は

窄袖の大衣に下裳,いづれも頭巾と長靴をつけてゐる｡これがほゞ平城時代を通じてあらはされ,

太和年間(A.D.477-499)になって,はじめて漢人大袖の衣冠があらほれたo窄袖袴子の北人たちは,

いまでは中国北部の全域にひろがったといふものゝ,それでも分布に粗密はあって,山地に多く,北

蓮に多く,首都に多かったものにちがひない｡かれらは,北魂の軍国をさゝ-る基幹部除の軍人で

あった｡さうして相かはらず牛革を山野に牧養する牧人たちであった｡内地にうつっても,けっして

農耕生活にはいらず,やはり牛革を飼ふことが,基本の生業であったoけれども,軍人業もけっして

収益のないものではなかった｡戦争にともなふ略奪は公魚とみとめられてゐたし,ときには虚位

晶のわけま-にもあづかった｡だから困初四十年にわたる戦争時代は,かれらにとって,かならず
1)

しも最感の時期ではなかった｡

かういふ時期に,他の北族に潜くれて申開にはいってきたセンピ族も,しだいに沸教信者にか

はっていった｡素朴なかれらにとって,壮麗な伽藍,すぐれた俳のすがたは'まさに驚異のまとであっ

たQかれらが征戦のあひだにみきゝした各地の併敬,また国都にうつされた人々の沸教が,しだし1

にかれらの心をとらへていったのは自然であった｡かれらが凋有の信仰をすっかりすてゝしまった

わけではか､が,この華美な道具だてと卑近なおし-をもった係数は,渉騨たるいきほひでセ･/ど

族のあひだにひろまっていった｡かれら憧憶のまとであった中原の文化国で流行をみつゝあった新

京敦は,そのまゝなんの反省もなくとりいれられていったにちがひ酌ゝoさうして,このとき,この

あたりでつくられてゐたとみえる金銅の小像(本書,第十一啓,Fig.15)が,すくなからず,この長城

地帯から出土してゐることは興味がふかい｡樺老志は,太武帝の心境について,｢併法に輝宗し,珍

門を敬重すとい-ども,いまだ経敦をみるに有せず,ふかく線度をもとむるの意あり｣といってゐる

が,これは,おそらくすべての北人の悌敬に封するいつはらぬ心境であったとおもふoこの大衆を

封象としてかんが-れば,のちに展開される畳曜の卑近な,しかしカづよいおし-(本書虜十四亀

序章)紘,きはめて適切なものとしてうなづかれるであらう｡

5

こんどは,ひるがへって濃淡のたちばからかんが-てみよう｡漠末の乱,晋末の乱で,中国のい

たるところが荒廃したのは事賓である｡

1水野『芸岡石窟とその時代』,p. 10-12.
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四川では李雄が濁立して成と離し，山西では劉淵が漢と稽L，甘粛では涼州刺史張執もほとん

ど濁立朕態になった。太原ても，永嘉元年(A.D.307)，あらたに井州の刺史にな。た劉混の言をきく

に，政府の力がなく，都邑の荒慶したさまが知られる;洛陽から晋陽(太原)にいたる途中，壷口開

では山に胡族が盤擁して路をふさぎ，道路には流亡の民があひつぎ，太原についても鰻荒にようて

のこるところはニ寓戸ばかり，それに，!盗賊がいたるところに出浅する，ゃ。と千人ばかりの兵をあ

つめて，た hかひっ』す Lんてゆくと，晋陽の役所は，もはや焼けでなく，屍は地をbほひ，城門は

つねに戦場てあ。て，農夫も楯をもって耕し，轄をもって縛するといふありさまであそった。

都邑の荒鹿は晋陽のみではない。洛陽も，八王の首Lて河問王顕の賂，張方がはいり，太安三年

(A.D.303)と永興元年(304)にわたoて，ひどく破壊され，永嘉二年(307)には東莱人王輔の冠があり，

三年(蹴)と五年(3附には劉聴の侵入があって，おたく壊滅に障した:そのころ長安と鄭も，しば

しば職場にな。て荒慶した。

そのとき，西晋の末帝感帝の長安に必ける様子を，つぎのやうにつたへてゐる。

(建興三年 A.D.315)六月，盗漢の覇，社二陵必よび薄太后の陵をあばく。太后の固いけるが

ごとし。金玉線南は紀すにたゆべからず。ときに朝廷草創にして服章多くかく。勅してその

飴をかさめ，もそコて内府にみたす。(晋書，傘五，慾帝紀〉

と。いかに服章が不足したとはいへ，握陵の残物を天子の服章にもちひるとは，まことにもみじめ

たはなしである。さらに，その翌四年(A.D.316)，領軍!持軍麹允は帝をまもって長安内の小城にたて

こもうたが，

各十月，京師餓うことは在はだし。米は斗に金二雨。人あひはみ死者は大字たり。太倉に麹

数十雄あり。麹允は屑にして粥とたし帝に供す。こ hにいたりまたつく。(晋番，第五傘，慾帝紀)

その窮乏と荒慶ぶりを察すべきであらう。

かくて西晋滅亡して (A.D.316)，その慶嘘に，かはるがはる政権をととoたのが，いはゆる五胡十

六図である。み在外族であり，短命であり，そのうへ領土もかぎられてゐた。大規模な復興は，た

うていのぞむべくも左い。さういふうちに，も。とも北方にゐて，あらそひの閤外にあてコたかにみ

えたセンピのタクパツ部にようて，つひに統一されて，北貌の世にな。たので、ある。漢文化の停統

は，いちまFう地をはら。てなくな。たとみてさしっかへない。しかし，全然なく在。てしまったとい

。ては，あるひはいひすぎかも知れない。五胡十六図の外人たちは，つねに漢貌晋の文化にあこが

れ，みなその模倣と，その復興とをはかつてゐるからである。

征服者タクパツ族も，その亡命の漢人をいれ，捕虜漢人を登用し，その意見を採用して，中原因

家の膿制をさまね，漢人農民を安定させ，商工民主主保護してゐる。したがそコて，その四方討伐を遁じて

北霊患の政権が強固になるにつれ，中園的秩序が，十六困のどれよりも強固にな。てきたことは事賞

1 ~晋番J，翁六ニ，!i'!lJ現体。 II r腎番J，各四，窓帝紀，傘五，懐帝紀。
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てあらう。けれども，もとより漢の盛時には，とほく必よぶべくもないので、ある。

首L世に廃して農民たちは豪族にたよるか，村落の防備をかたくするかよりしかたが在か。た。

防備した村落，それは鳴とよばれた。これを宰領する人を場主とよんだ。鴇主も，もちろん豪族と閥

係をもったであらう。さうして，この時代の豪族はますます強大にな。ていったのである。だから征

服者タクパツ族はかれらの力を無視することができず，一地方を平定ナるどとに，その地方の人民，

豪族を平城にうつL，首都を充賞するとともに，またその地方の豪族を牽制して，征服困家に協力さ

せてゐる。北族征服者の太組道武帝が園競を貌と稽し，漢文化を継承し，これを復興しようとする

態度をさだめると，豪族はす』んてこれに協力する態度にでた。けだしかれらも，その枇曾的，経済

同い 的地位を保全するためには，どうしても，このあたらしい征服者に題ずる必要があてコたので、あらう。

つまり北族の征服者と中原の漠人豪族とは，たがひに依頼しあふ一面をもってゐたのである。}だか

ら清河の雀浩は太武帝をたすけて中原一統の君主たらしめたし，持者海の高允(A.D.390-487)は各地

の豪族が代都にあつまり，太武帝をたすけてゐるさまをた h て「徴土の碩」をつくづた:

漢族は漢文化を盾にして北族を指導し，また抵抗し，またある程度妥協もしたであらう。漢文

化を復興するといふ貼では，雨者は完全に一致するが，それにもbのづから一定の限度があるとい

ふものである。征服者の王法に調抗する一大勢力と解されたとき，働法は断乎たる断墜をうけた

やうに，征服園家たるをみま?としたときに豪族の失脚は，またまぬがれなか。た。

中原因家として，それにふさはしいやうに菱電の園史は編纂されつ Lあてコた。さうしてそれは中

原の惇統をまもるとすれば，直筆されることは営然であ。た。けれども，それがひとたび征服者の

忌避にふれると，その総監たる雀浩は族諒され，僚属百二十八人は諒擁されたのである。つまり漢

文化の復興といふことも，家族の寧霊といふことも，高事征服者の王権のゆるす範圏内である。こ

れを逸脱するものは，そのかぎりでない。選武帝の言に「それ職司は人主D任ずるところにあるの

み，これをもちふれば必もく，これをすつればかるし，しからば官は常名なし」と。つまり官の高下

は常名なく，高事征服君主の胸方寸にあるといふのである;しかし，これは僅浩の悲劇であるより

も，むしろ征服園家，北貌の悲劇てるった。北族武力告さ基礎にした，いはゆる「軍図」でありながら，漢

族の文化圏家を建閣の精紳にした北貌王朝の矛盾は，いつかはあらはれるで、あらうからである。

それにしても，この太武帝晩年にbける司徒崖浩の珠滅は，漢文化の惇統をつよく復興せんと

するものにも，また濁裁をほこる征服者にも，いくらか反省の機をあたへたやうに必もはれる。ま

た，そのときは敬勢隆々たる悌道にとっても，猫裁者の断盛にぶ。っか。た反省の時期でもあった。

だから，つぎの文成帝の治世，雲岡石窟草創の時期は，漢文化のふるい惇統と北族の純朴な力と西

方のあらたなる僻敬文化とが，心よい調和のもとに展開すべき情勢にあったと必もはれる。

1 岡崎『鈍晋南北朝史J，p. 355-360. 2 r説書J，各四八，高允体。 s岡崎，向者，p.359， 360. 
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6

興光元年(A.D.454),高采文成帝は即位し,その二月係数復興の令をだした｡抄門たちは世に

いで,併寺がつくられたoけれども無制限に解放されたわけではないo州,那,願の都邑に-併寺

をたて,大州五十,中州四十,逸郡十人の出家をゆるすといふ,王法のわく内においてゆるされたの

であるo鼻曙は沙門銃に任ぜられ,いよいよ存亡五帝のために雲岡五窟の開墾がはじまった.

よその国の美術が畢猫に人心をとら-ることがある｡けれども,いまは宗教とむすびついて

西方停衆の美術が人心にうった-てゐるのである｡北魂の沸教美術は,いちおう魂晋十六閥の停銃

をうけついだものとおもふo直接には後櫨の中山から,後秦の長安から,北涼の敦燈から,うけつい

だものが多量にある｡それは主として泥像と銅像であった｡麿係の詔勅にも泥人,銅人とよばれて

ゐるものであるが,それは,とくに小形の金銅像であって,ガ./ダァラふうのものであり,それをい
1)

さゝか変形したもの(本書,第十一巻,p.8以下)にはかならなかったoたしかに西方のまゝといふ

のでは夜かった｡われわれからい-ば,いくらか漠の飴風がみられる｡平野古陶貯蔵の金銅坐像

体書,第十一巻,Fig.10)の樺山蛙とその左右の獣形のごときは,とくにその停銃のもとづくところ

が明瞭である｡しかし,北親では,かういふ峯術をもとにしながらも,新来の征服者のもとでつく

られただけ,もっと自由であった｡とともに,中原停統文化の中心からとほく-だゝった大同といふ

土地がらが,また在来のものを顧慮Lないでもよい自由をあた-た｡それに太武帝の中原平定が
':)

ほゞ完了しかけた太延元年(A.D.435)からは,西方諸国との使節の往来がとみにさかんに覆り,文

成帝時代になると,ィ./ド,中央アジア諸国はいふにかよばず,サァサァン朝のベルシアまで,その名
Ya島agupta

があらはれるにいたった｡とともに求法の倍,宣布の倍の往来もしげく,セイロ./の沙門,ヤシァグ
Bllddhanandi

ブタ(邪馨遣多)とブッダナ./ディ(浮随難授)等のきたことも,別巻(第十一番,p.16,17)に,すでに

のべたとはりである｡

かういふ雰囲気のもとにうまれたから,雲岡の俳像はいたって異国的な風貌をもってゐるo L

かも,その細部においでは,たびたび指摘したやうに西方各地の様式を多様に反映してゐる(本書,

第四番,序章,第六巻,序章,第十二巻,序章),とともに,それがユニイクなものであって,雲岡猫特の

様式をもってあらはされてゐることは,常時の聾併たるタクバツ精神の昂揚によるものとかんが-

ざるをえない｡牧民タクバツ族はなほ原初の純朴な精神をうしなってゐなかったし,著々とすゝん

でゆく新国家建設の進展に希望の胸をふくらませてゐたのである｡

1水野清一｢北魂石俳の系譜一平城時代｣(沸教糞術, ll),大阪1554年刊, p. 40.

2　太延五年(A.D. 439)における涼土の平定は涼二ヒの文化が大量に平城に流入することになり,北親の文化興隆に大きな寄輿を

したo　けれども,これをたんに西方文化の流入とばかりみるのは正しく患い｡けだし涼州は晋末中原の擾乱に際し,もりともよ

く漠貌晋の侍統文化を温存してゐたところであるo　すなはち陳京恰『隔唐制度淵源略論稲』(歴史語育研究所専刊),上海1946年

刊, p･ 14-19をみよ｡おそらく,たんなる西方文化でなく,ある程度漠化された涼州文化であったとみられるo

IO
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その壮重な気品と明朗な表情,それに自由な姿態のうどき,さらにヴォ7)ゥムのある立幾と単

純な面のとりあつかひとは,豊岡様式にみる特徴である｡そのもっとも端的にあらほれてゐるのが

初期の轟曜五窟であり,窮七,弟八洞である0第九,第十洞と第-,第二洞は,これに似ながらも,チ

こし変化してゐるoしかるに,第五,節六洞はすっかり壁化してしまって,むしろ龍門株式にちかづ

いてゐる｡いま,この様式変遷に関連して,この時代の推移をたどってみたい｡

7

文成帝の治世は,漠文化の停続と西方の併敬文化と北族征服者のカと,この三つのカの調和の

う-に展開した｡たど沸教美術のう-に,漠族停続の文化が反映することは,いたってすくなかっ

たやうである｡けれども,この樽続のカは,漠親の国家を目桜にしてすゝめば,閥カの蒐賓するほど

に,ますます強大になってゆくのは理の雷魚であらうoさうして文成帝時代に,すでにそのきざしは

あらはれてゐるo文成帝時代は太武帝の中国北部一統のあとをうけて,征戦夜く府庫充費するとと
1)

もに,漠家大一統の精神でやうやく南朝をうかどうの気はひが感ぜられるo皇興元年(A.D.467)の

山東攻略は,その第一歩であるoところが,それはセ,/ピを中心とした北族だけのカでは,すこし手

にあまるものである｡こゝで征服者の支配者たちは,おのれのまはりにゐる漠族の家族たちだけで

なく,農民一般の人力をも考慮にいれざるをえないo征役ごとに漢人の利用がふえるのは雷魚であ

る｡とともに,これら征服貴族は一般のタクバツ軍人から遊離してきた｡かれらは教養もでき,輿

人名族に任して普路にたち,またかれらと通婚することを熱望してゐる｡中原にはいり,中原にお

ける豪族の秩序をみとめた以上,これは首然の傾向であらう｡和平四年(A.D.463),文成帝は詔を

だし,漠族,北族を通じて貴鷹をわかち,貴嬢のあひだの通鱒を禁止してゐる｡これによって漠族,

北族を通じた門閥貴族制がつくられてゆくわけで,のち孝文帝によっておこなほれた氏族分党

(A.D.495)に通ずるものである｡

かうしたタクバツ支配暦の義旗化ととも､に,一般の都民は,たんなる職業軍人に韓落する傾向

にある｡もともと一般の部民たちは,軍務につくとともに,牛革を逢って生活の資をえてゐた｡し

かし,世情が安定し,闘士が充質してくると,かれらは,たうてい決族農民と競争することはできな

い｡産業をすてゝ軍務につき,貧窮化の一路をすゝんだとみられるo文成帝時代から論議され,ま

た賓施されてゐる銭戊の屯E8第は,産業をうしなってゆく部族軍人たちに食塩の確保を必要とした
2)

事情もはたらいてゐるとおもふ｡畠輿元年(A.DA67),大鏡の食入に人どとに布三世をたまはった

といふ｡これは部民の貧窮化をしめすものである｡都民は産業をうしなひ,職業軍人になり,しだ

1 『銑昏J),餐玉,高宗紀｡和平六年の詔勅に｢レ､ま兵事海こらす,蓄積あまりあり｣といふ.東成帝一代は,なは南朝との戟率は

ない0　　　　　　　　　　　　　　　　2　水野『富岡石璃とそ時代J),p.108.
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い忙貧窮して,軍戸とれ府戸とおなじやうな状態におちいってゆくoかう在れば,征服者のほこり

もなくなって,さきにいった征服者の掲揚した精神力は萎徹してしまひ,雲岡株式にも危検である

が,北魂国家にとっても危横の到来であるo Lかし,平城時代には,なほ柾端夜ところにいたらず,

からうじてその破綻をみなかった｡したがって,この危横は洛陽遷都以後になって,急激に槍大し,

つひに六銭の反乱にいたって爆費するのであるo

これに反し,官位にあるタクバツ貴族たちは,みな決人豪族にみならって,食費なまでに産業を

いとなんだo太武帝時代における政治上の有力な助言者であり,係数のよき理解者でもあった太子

晃まで,田園を経営してその利をとるといほれてゐる.昔時,東宮侍講であった高允は太子をいさ
1)

めて,田園を貧民にわかち,畜産を要りはらふやうにすゝめたが,つひにきかれなかったoだから,

っまるところ決族,北族を通じた貴族階級ができ,漠族,北族を通じた貧窮者ができでもやむ変え

ないことである.かって国の喪葬嗣薩は,タクバツの十族によっておこなほれてゐた｡孝文帝はこ

れをやめて,それぞれ関係の職官がこれをおこなふことにしたoこれは北族の完全な解健をシム
2)

ボライズするものとして,意味がふかいo

要するに,文成帝,廠文帝,孝文帝の治世は,この北族の階層分化が進行しっ､あった時代であ

る.だから廠文帝についで政をとった文明太后(A.D.442-490)ち,これについで親政した孝文帝

ち,果敢終いはゆる漠化政策をとりえたのであらうo文明太后は北燕(A･D･409-436)をたてた嬬氏

の一族で,もとよりセ./ど,ウガン(鳥丸)にふかい関係をもってゐたが,純飴たる漠族であった｡文

明太后は｢ほゞ書計をま忽ぶ｣といほれてゐるほどのィ./テT)で,すぐれた政治力をもった女性で
3)

あった｡孝文帝は,これに射して,まったく慈母のやうにつか-たといふが,いま方山にならぶ二

人の陵墓をみれば,さこそとうなづかれる｡太后の陵が毅然としてたかく,まんなかにそびえ,孝文
Jl)

帝の陵は小さく,そのかたはらにある｡しかし,孝文帝自身は覇者をこのみ,匪史百家はいふにお

よばず,老荘から併敬にいたり,また文章詩賦をつくり,太和十年(A･D･486)以後の詔筋はみな帝自

作の文章だといふから,漠家の教養を充分に身につけてゐたことはまうすまでもないQそれに仁

慈であって,同族に封しおもひやりがふかかったといふ｡そして｢少にして射をよくし,背力あり｣と

れ｢性検案にして,つねに潮液の衣を服し,投勤は鱗木のみ｣といはれ,『親書』の哲にも,まことに
5)

｢文｣の名にそむかぬと低めてゐるから,まさに中開理想の君主であったにちがひないo

その孝文帝が,まづ淫洞邪詮の類を禁じ,係数も願重に統制し,孔子の祭にも一定の法式をさ

づ仇戸籍を整備,賑他をくは-,農産物の槍産にあらゆる方策をつくしてゐる.そして太和八年

(A.DA84)勇敢にも官吏の俸線制をまうけ,太和九年(485)には均田瀞陀しき,太和十年(486)には

1 『銀杏山雀四八,高允軌　　　　男『貌番』,金一一三,官民志｡　　　3 『魂割,怨一三,后妃軌

4 A. G. Wenley, The伽nd EmpreSS Dowager耶n Ming and lhe Northern Wei lVeerq)olis at Fang Sltan (Freer Ga一lery

of Art, Occassional Paper, Ⅰ, 1), Washington 1948･　　　　　　　　　　6 『貌番』,懇七,高租紀｡
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序章　豊岡石窟と歴史的背景

三長制をさだめ,かくして太和十八年(494),ついに瑛魂の都たる洛陽にうつり,もろもろの漠化政
】)

策はその損鮎に達するわけであるo

これと平行してかんが-られることは,雲岡末期における株式の愛化であるo鼻曜五窟,ある

ひは窮七,第八洞から第五,節六洞にいたる推移をみて,だれしも第-に気づくことは服装の変化

である｡傍,菩薩,天人の異国的な低空の衣裳から,現資の漢人衣冠のふうにかはったこと,現世の供

養者たちの服装が,また漢人衣冠の制にかはったことであるoこの愛化は,太和五年から十年(A.D.
2)

4811485)にかけた宮中衣冠の制定ともからんでゐて,おなじ傾向をしめすものである｡これは,

あるひは彫刻として,たん怒る東国的な壁化にすぎぬともい-ようが,賓は,これにともなって,さ

きにのべたやうに彫刻の壮重な気品がなくなってゐる｡明朗な表情と自由な重態が,かたい表情と

なり,かたい姿態となり,ヴォ1)ゥムのある立髄と単純な団のとりあつかひが,潜のづから平面的な

とりあつかひと怒り,抽象的な線の配列になってゐる｡第五,第六洞では,まだその変化の過程だと

い-よう｡徹底してあらはれるのは;むしろ龍門石窟であるo雪岡でい-ぼ西方諸洞や小併翁の

製作時代であるoそれは,だいたい洛陽遷都(A.D.494)以後と推定される｡つまり,雪岡ではまだ

薪芽であり,たんに傾向であったものが,漠家の停続のつよい洛陽龍門では,全市的に展開したとみ

られるのである0 -両におレ､て,それはたしかに漠代-の復蹄であった｡その肉鮭を非情の衣文で

おしつけて,はりのある平行の衣文をつくったのは,まさしく漠代の嚢術精神と共通のものをもって

ゐる｡つまり,洪文化復興の精神と漢文化停続の地が,龍門様式の方式を決定的にしたのである｡

だから雲岡初期の株式は,西方文化と北族の力と漠貌文化とのパラ./スのう-に成立したoた

だ聾術株式としては西方文化の塵例的なつよさにより,漠貌文化の色彩はやゝよわい｡これが,つ

ぎの龍門様式にいたる審問末期の牽化は,西方文化と北淡のカの後退と浜貌文化の塵例的復興に

よってもたらされたとおもふ｡この際,西方文化の後逸は,あまりにもつよい瑛魂文化の復活によ

るものと解せられる｡北淡のカによって鉄塊文化を再建しようといふことは,北貌建国以来の矛盾

であるo　この矛盾は,北淡の階暦分化を基盤とする渡貌文化の急速な復興によって,穎飴となり,つ

ひに敢骨的,経済的にも,その破綻に逢着するのは,つぎの龍門株式の成立した洛陽時代(A.D.494
3)

-535)である｡それは,またつぎの北葬,北周の北淡復興時代をむか-て,もう一度大きく樽換し,つ

ひに葬周の聾術株式をうみだす運命のもとにある｡

1水野『芸岡石窟とその時代』,p.168-175.岡崎『醜晋南北朝史』,p.665-678.

2　長腐故地｢倣晩の服制｣(東方畢報,京都ⅩⅤ, 4,のち『大同石沸盛鹿論』にあさむ),京都1947年frJ,p. 446-449.線寅終れ窄

唐制度淵淑略諭稿』, p. 5.

3　周一良｢北朝的民族間遡及民放改発｣ (燕京拳報,39),北京1950年刊｡
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第　六　洞

弟一章　外　　壁

第六洞は現在,石偽寺伽藍の中心をなすものである｡三間四盾の榛関が外壁に密接してたち,

屋根には青粕の瓦をふいてゐる｡前庭左右には客殿があり,中央には月墓をまうけ,左右に黄線粕

の獅子,せん夜かに乾隆五十年(AD. 1785)の城香嘘をおいてゐる｡建物は,おそらく明末以来のも

のであらう｡殿前,東に同治十二年(1873)の｢重修廟芋碑記｣があり,西に乾隆三十四年(1769)の｢垂

修雲尚石併寺碑記｣と,光緒二年(1876)の重修碑とがある｡また,殿前の戯額には康慌丁巳(1677)

の｢諸天希有｣,威豊三年(1853)の｢明心見性｣,および光緒の三額,民国の三顧がある｡ (Fig･1,2)

〔外壁〕外壁は第二巻外壁の項でといたどとく,第五洞といっしょになって,それらの南端と中

間とに大きな塔形(本書,第二巻,Fig.12)を彫りだしてゐる｡塔は七層以上ある｡その各層に併愈

(pl.6B,7A,Fig.3)がならんでゐる｡塔形のあひだに明窓t門口がひらき,明窓の四方に四つの悌愈

(a-d)があること,第五洞外壁におなじである｡たゞ,こゝはう-二轟が坐俳で,した二歯が交脚菩

薩である(Fig.4,5)｡鹿の外形はまったくわからない｡う-二僻は補修の泥偽であり,したの二菩薩

はレ､くらか原形をしのぶに足るが,その作ゆきは,第五洞のばあひとおなじく,明覚諸像の製作に一

致してゐる｡
Vya]a71a

なほよくみると悌愈a,Cの酉にあたり菩薩像らしいものがみえ,･手に梯子をもってゐるoその

すがたは第七洞外壁の菩薩像(本書,第四亀, Pl.12) ,第八洞北壁下層の菩薩像(第五亀, Pl･31)に似て

ゐるoほゞ2.20mにかよぶ,かなりの大像であるから,第六洞明窓に封する造像に相違なく,した

がって,この外壁全面にさういふ造像があったのかとおもはれるo　いまはちゃうど一皮はげたやう

に,全面の塵がいたんでゐる｡

73:ほ併愈aのわきに-中歯があり,明窓のしたにも二小愈がみられる｡いづれも繊細夜様式の

次期のもので,第二次の迫刻であることはあきらかである｡

西塔の上方,地上から15.00mばかりに大きな長方形の孔があり,ら-に通じてゐる｡いかなる

用途につかはれたかはあきらかでないが,第五洞上方の二孔とおなじ目的であることはいふまで

もない｡(Pl.1,6,7)

〔門口〕門口は荘重なつくりである(Fig.6)｡まづ,くりぬきの入角柱を左右に彫る｡柱には全面

15



雲
岡
石
窟
第
六
洞

･uo叫132Sltn!]･taALlAa^tO･飼･B!it

lHHHHH日日　　　　　　　　　　　=

ttZOt

囲握転常客>/韓　画〓昧



第一撃　外　　壁

に唐草文帝をほどこしてゐるが,いまみる

ものはほとんど修補ばかりである｡柱には

大斗と基茎があるが,これも修補がひどく

て,もとのすがたはわからない｡たゞ,もと

もと,これにちかいものがあったことを推察

させるのみである｡西桂のしたに象を彫り

東柱のしたに獅子をつくるが,ともにった

ない近世の泥像である｡しかし普初は第九

第十洞のどとく象をつくってゐたものにち

がひない｡八角柱よりそとがはの虚に,鐙

をきた門扉中が立ってゐる｡レ､まは醜怪な泥

像であるが,頚光の唐草文辞にいくらか原

形がみとめられる｡八角柱のうちがはには

粕むかひあって裸形の力士像がゐる｡これ

も醜怪な泥像であるが,光背だけは,ほども

とのかたちがみとめられる｡その癌のう-

には火中に楯がまうけられ,波状唐草文が

ほどこされてゐる｡それから,いよいよ門口

になるのであるが,それは左右に角柱がた

ち,そのう-にながい楯がよこたはるo楯,

角柱には,禽獣形をともなった環つなぎの

唐草文背があり,また楯のう-には門轡が

ならぶ｡それは,あたかも第九洞門口(本書,

第七亀Fig.13)にみるどとくである｡レ､ま

門口のうちに木製の枠がはまり,小さレ､偽

板がかゝり,ら-に大きな届額｢荘厳法相｣

チ 劔劔劔��刄` 劔劔劔� ��r�

= �� �� � 剪� � �� � � � � � ��������� � 僮 � 剪���

!_._. .. . _　甲　　　　1甲-

第三陶　第六洞外壁西塔東面一部
Fig1 3･ Cave VI, Outside Wall, West Pagoda, East Face, Detail,

がかゝってゐる｡これは鹿傑帝の筆であるo偽板は乾隆九年(A.D.1744･)の製, ｢山色随重秀｣ ｢併

燈共日長｣とある｡(Pl.2)

〔明澄〕南側塵には,同形の楯扶歯を封置し,争潮思惟の菩薩像を安置してゐるo菩薩像のポゥ

ズは,たがひに照臆してゐる｡貿冠をいたゞき,おもながの教はやゝしたにむいてゐる｡きゃしゃな

身鯉には大きな胸飾をつけ,下裳は足のしたまでたれ,左右につよくはねか-ってゐる｡まへには頚

をたれた馬が丸彫にしてある｡おしいことに束鹿では全壊するが,おそらく西愈とおなじであった

エア



栗岡石窟第六洞

らう｡西鹿の馬は頭を損じてゐるが,太子の足をなめてゐる形であるoこれは併侍中の一場面,シツ
siddhErtha                                             Candaka                 Kant hakn

ダァルタ太子が出家ののち,山林中にいたり,馬からおり,侍者チャンダカ(串欝)および白馬カ.)'タ

カ(牲捗)にわかれをつげでゐる情景であるoその詳細については『過去現在因采経』(大正大蔵経,

第三懸,p.633)啓二をみられたい｡し,ま東西南鹿にかなじ像をつくり照鷹させたのは,造形的夜均

横断面　Horizontal Section

第四国　外壁　第六a愈測固　　　Fig.4. 0utsideWall, NicheVIa.

斉をのぞんだからであらう｡

楯扶轟の上政には蓬琳文辞があり,さらに,そのう-に生体列像がある｡これは洞内両壁から

延長Lたもの(Pl.ll)である｡たゞ坐併はみ夜剥落して,いまは泥像のみがのこってゐるo轟のし

たには山岳形がつくられるが,これは山林中であることをあらはしてゐるのであらう｡(Pl.3-5)
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栗岡石窟第六洞

第二葦　　周壁ミ天井

〔石窟構造〕石窟は整熱たる方形の平面で,まんなかに方柱があるo周塵のま-の歩廊は幅2･80
pradak軸a

mあり,周塵,方柱の造像を砥挿しながら,右榛の轍を修するやうにできてゐる.塵両を上下二暦に

わかち,複雑な諸像をみどとに統一してゐるo(PlanI,lI)

周塵の上層は,またわかれて二犀と在る｡したの犀は,傭三尊の天蓋愈をならべ,ら-の静,チ

なはち天井とのあひだの最上静は,坐併列と,理路をもった化生の列と,奏楽天人の愈列とを,はな

やかに配置してゐるoさらに,これらのう-は天井の巣にあたるところで,そこには飛天の列がは

りこまれでゐるo

坐併列のしたには蓮非帯があって上下をわかち,また併立像のしたにも蓮紳帯がはしり,下

層と境してゐるo下層は,北壁では楯扶の一大癌であり,東西南の三屋では,ふたゝび二つの静に

わかれ,ラ-は主として大愈がならび,したは豪華な唐草文帝につゞいて,併停滞と渉麻をかたど

った屋形と供養者列があるo (Pl. 8-10)

〔南盛上暦〕南壁は,まづ上下二暦よりなる｡上層は大きな明窓を中心にして,東西に偽の立像

があり,それぞれ天蓋がつくられる｡俳の立像はめづらしく波状の頭髪である.顔はまるいが,額

はやゝほそい｡がっちりした健棒に中開衣冠の服制である｡両肩からはⅤ字形にゑりがさがり,腕

にかゝった衣は大きな袖になり,もすそとともに大きく左右にひろがって,なかなか雄大である｡胸

まへには内衣をしぼった帝がたれさがってゐる｡それに豪華な欠格の身光があって,賓に堂々とし

てゐるoいまかうした傍の立像が南塵に二髄,東西北壁にそれぞれ三鯉づゝ,さうしてまた方柱四

面にも,これよりやゝ大きな立像が四鰹あり,まことに壮顔のきはみであるo　これらの豊満な併像

に勤しで脇侍菩薩は,すらりとしてうつくしい｡賓珠形の光背をつけてゐるが,右は欠格,左は唐

草のふちである｡あさし,愈形に勤し,天蓋が大きくま-にでゝゐる｡それは中心に唐草文背をも

ち,したにひだのある幕と三角垂餅をたれ,う-に三角形と固形のかぎりを怒らべたもので,第十八

洞脇侍係の天蓋(本書,第十二巷,Pl.109)などにくらべると,はるかにきゃしゃなつくりである｡天

蓋のしたから光背がくぼみ,その琴曲に魔じて畜仰の大衆が左右に彫られてゐるo剃髪の比丘形

あり,高磐の天人形あり,逆愛の雄紳形があり,さまざまであるが,ほとんどみ夜雨手をあはせてゐ

る｡明窓のがはは,窓わくとして大斗をのせたほそい角柱があって,直ざられてゐるが,その反封の

がはは,讃仰の大衆がそのまゝ,つぎの塵両性までつゞいてゐるQ

蓮非文帯のう-紘,前述のどとく坐俳替,化生喫格背,楽天列愈帯で天井になるが,坐僻の頭部

22



第二章　周壁と天井

は西部の二能をのこすのみで,ほかは泥作である｡明窓は,完好

なアァチのふちにそうて,せまい蓮塘帝があり,わりによくのこ

ってゐる｡ (PL lト18)

〔南崖下暦〕両壁下僚も,門口を中心にして,左右に坐俳の
Villlahkirti Ma抗juSri

尖扶虚がある｡門Jjのう-は一区割をなし,推摩居士と文殊菩薩

との屋形亀がある｡中央に,拳手形の坐偽があり,火娩光背をお

ふ｡まあ寮だが,顎がやゝとがり,頚もほそいo足のう-とした

から衣端がたれて,大きく扇状にひろがってゐる｡左わきの維摩

居士像は,とがった頭巾をつけ,とがったひげをもってゐる｡右手

は崖尾をもち,左手は,身鰹の安定をはかって,うしろについて

ゐるo右方の文殊像は賀冠をつけ,やさしい顛つきをしてゐる｡

右手を胸にあげ,左手を膝におく｡まるい頭光には串パルメッTl

つ夜ぎの外縁と蓮華文とがある｡

この屋形亀の三尊は空間をゆったりとって,すこぶるのびや

かである｡練磨と文殊の封問像は第七洞南塵(本書,第四亀Pl.

113,123)にもあるが,東西二轟にわかれてゐるoこゝでは-愈中

にまとめられたので,いっそう注意をひくo繋壇には,脊燈を中

心にして,合掌高普供養者が相むかってゐる｡また屋形のう-に

は八つの盤併列鹿をならべ,さらにそのう-には上下二骨をわ

かつ蓮鱒交替がある｡しかし,なはそのう-明窓までには,せま

い一帯があって,山岳の状をあらはしてゐる｡これは明恵繭が

はの山岳形と関連をもつものとおもふ｡

門口の左右は,それぞれ上下の三暦にわかれてゐる｡う-

は大鹿があり,したの腹壁は偽侍国と供養者の行列である｡大

鹿は東西とも同形式の尖扶寵である｡うちがはに大きな五暦塔

(Fig.7)がたつ｡木造梼袈式の大塔で,五成の董座をもち,頂上

に唐草でかざられた窃鉢と三本の剃柱がある｡盤俳は馨手形で

上静の立像とおなじく波状の頭登,中国式服制であり,預はやゝ

ほそいが,堂々たる磯路であるo膝からたれた衣文は扇形にひ

ろがること,中央屋形鹿の盤併とお夜じであり,東壁坐俳ともお

なじである｡愈内左右に脇侍菩薩がたってゐる｡扶額には盤俳

をならべ,上下線には飛天をつらねてゐるが,あたかも透彫なみ
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Fig･ 71 80-且th Wall, Middle
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るヤうである｡第九洞主重商壁(本書,第六巻,Pl.56,58)に,すでにこの形式の成立がみられる｡挨

鴎の龍形はほそくて,大きいのが特色であるo愈上には,坐係尖扶愈七つを夜らべてゐるが,過去･

の七俳をしめすといふより,中央部をもくは-た坐僻の列轟とみる方があたってゐる｡挟端龍形の

したは二段になって,それぞれ三健づゝの供養老がある｡束轟ではしたの六鰹がみ衣鉢を奉じた資

冠の天人であるo　西愈では膝凡に腰おろした比丘で,右がはに三人ゐるが,絶計は五人であったか

も知れぬ.東癌の奉鉢六人とし,ふ数はおかしいが,鉢を奉ずるのは粋迦俳成道直後における四天王

である0第八洞東屋南愈(本書,第五巷, Pl.59)の四天王奉鉢の鹿を参照すると,それから流生し

て襲化したものであることがわかる｡西愈の比丘については聴解は夜いが,やはり,成道後にカ
KatlTQinya

チ./ヂィニヤ(慣除如)等の五比丘が侍側してゐる場面であらうかo

膜壁は,まづ豪華な童つ夜ぎ唐草文辞があり,つぎに浮彫俳侍,つぎに同廓をめぐる供養者たち

の列像がある｡供養者たちは多く風化して,ことに西部はすっかり消滅してゐるが,高掌の天人形

で,右にむかってめぐってゐることがわかる｡併侍は東部に四直あり,東から(1)楯扶形のある情景,
Ya畠odhar互

(2)四門出進のひとつ,北門をでりと丘にあふ情景, (3)深夜,ヤショダラァ妃がねむり,妓女たちが

ねむり,太子が出家を決意する情景, (4)白鳥カ./タカ(牲捗)にのり,家をすて城なでるの情景であ

るo　これに封鷹する西部の四直は,西の二直がこほれてみえず,東の二院は,どちらも山中にはレゝつ

て道を諸仙にき(情景であるo Lたがって,上部明窓の白鳥別離の太子像は,この東部拘置と西部

四直とのあひだに,意識的に配置された倣侍の一節であるとみられるo (Pl. 19-36)

〔東塵上層〕上静には天慧愈の併立像が三健在らぶoいづれも南北塵,四塵と,まったく同形の

三尊である｡かりに南轟,中鹿,北愈とよばう0両わきのふくらんだ塵に,供養者群が一同に彫って

あるo供養者群は高撃の天人,逆髪の薙碑,剃髪の比丘の三種から覆り,中愈ではとくに奏楽の一

国がふくまれてゐる｡各愈のさかひには比丘の立像があり,正面むきにあらはされてゐるo愈のう

へは,鍍俸列,解をもつ化生列,奏楽天人の尖扶愈列と,例のどとくに彫ってある｡北端にちかづ

くほど破損がは夜はだしいのは遺憾である｡ (Pl. 37-51)

〔東壁下層〕下層には南轟と北癌があり,中央には千傍愈が彫ってあるo南愈は楯状形で,馨手
cakTa

の坐俳をかさめる｡左右麻には四段に合掌する供養者群があるo賓壇には三つの輪形がおかれ,一
MFigad盃ya

対の鹿があらはされるのは,鹿野苑における初樽法輪の像(Fig.20)であるo鹿のわきに逆髪形の押

入らしレ､供養者と,頭巾の商人らしい供養者とがあらはされてゐる｡逆髪形は,併成道後にあらは
Brahm左･r.ija gakTa･dev琵n互m hdra

れて大法輪を樽ぜんことを勧請した大焚天王と輝投宿因であり,商人ふうの人物は成道後に最初
TzTaP亨a       Bhal lika

の供養をしたトラプシア(提謂),パ7)カ(婆利)たちであり,ち-の比丘形は最初に比丘になったカケ
Ka叩Sinya

1/ディニヤ(惰陳如)たち五人であらう｡抜歯は大底にわかれ,高撃飛天があり,そのう-に六つの

坐併尖挟愈があらはされてゐる｡左右には型のどとく浮彫の五層塔がある｡

北密は鉢を左手にもつ坐倣であるが,衣文は破損して後補の泥作になってゐる0番身光もすゥ
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かり大破してゐる｡扶額および繭わきには,山岳形がつみかさねられ,そのあひだに,はゞ十人ば
bT弘m叩a

かりのパラモ./が,おのおの永牽をはこび,永をかたむけてゐる｡これは併停中の一場面,ウルヴェ
Uruvel云-K左卓yapa

ラァ･カァシャパ塵伏の情景(Fig.21)であるo第七洞西塵南東(本書,第四亀P1.82)にも,第十二洞前

宝西崖下犀南愈(第九巻,Pl. 22)にも,おなじ場面があらはされてゐるo　こゝのバラそ,/たちの表

現は,いきいきとしてゐる｡

中央の千俳虚は十二段で,一段十六免からなり,まんなかにたて四轟,よこ大鹿分の楯状鹿が

ある.楯扶虚には馨手癖盤俳の三尊があらはされ,扶額には六つの飛天を彫ってゐる｡千健の尖扶

癌には碍定形の盤俳があるが,その衣制は大部分,左肩をまづおはひ,あとで右屑をおはふ形式で

あり,ところどころに通屑式盤併がまざってゐる｡千俳鹿のう-には,南北二愈とおなじく,尖扶鹿

があり,こゝでは七個をかぞ-る｡

腹壁は例のどとく豪華な唐草文辞があり,浮彫偽樽と怒る｡北癌のしたは破損してゐるが,中

央千俳鹿のしたには,太子射塾の場商がよくのこってゐる｡つゞいて宮中歓楽の場面があるoその

南側の塵は破損し泥壁でおぎなってある｡偽侍のつゞきは,おそらく太子の宮中生活をしめすもの

とおもはれるo　こゝにみえてゐるのは父王との封談とみられる｡南癌のしたは三つの場面がなら

び,いづれも四門出進の一つであるo北からみて(1)東門をでゝ老人にあふ場面,(2)南門をでゝ病

人にあふ場面, (3)西門をでゝ死人にあふ場面である｡いづれも,むかって左端に瓦葦屋根の城門を

あらはし,太子騎乗の像は右に進行し,ま-に飛天,うしろに傘竜をもった侍者がゐるo右端には老

人,病人,死人をしめすのであるが,死人は輿にのせ,幡をもった人物を鮎じ,葬列をあらはしてゐ

る｡ゆったりした構図で,きはめてうつくしい浮彫である｡

このしたは塑のどとく同廓の供養老たちであるが,屋形,斗挟,柱がたち,それに供養者の列像

が此故的によくのこってゐる｡僧形もあり,高察の供養者もあり,右にめぐってゐる｡こゝの高磐供

養者は第十九B洞量産の供養老体書,第十三巷, Pl. 133-137)に一致し,昔時の貴婦人たちをあら

はすものとおもふ｡ (Pl.52-69)

〔北壁上静〕上層はお怒じく,三つの天蓋愈併立像をあらはしてゐるo破損がはなはだしいが,

東酉南三塵上層とまったくおなじ形式である｡雨脇侍があり,供養天人群が愈側にもりあがってゐ

る｡坐併列,奏楽天人鹿もいまは滑滅するが,ほかの三塵のつゞきである｡ (Pl. 70-74)

〔北崖下盾〕下僚は,大きな入角柱をもってさゝ-られた相鉄の大鹿である｡資壇は,すっかり

いたんでゐるが,裾扶額は後塵から遊離してゐるためか,わりによく保有されてゐる｡それは枢部

と垂暮部と噂賂部との三骨よりなり,ふつうの形式であるが,その梶部がふつうにみるやうな梅よ

りならず,一連の環つなぎであるのはめづらしい.環をゑがいてさがってきた双龍は,頚を挺して

たがひに相むかひ,その頭上によこにとんだ飛天を一能づゝおさめてゐるo左右の巽部のち-に

紘,また坐偽の列癌をかさめ,資に豪華な結構である0
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第二章　周壁と天井

愈内はかなりふかく,意んなかに大きな坐傍を安置するが,これはまったく後補の泥像である｡

たゞわづかにのこる火焔の拳身光は,なは昔時の雄大さをしのばしめる.左右わきには,いま後補

の況作立像がある｡三尊とも,まったくみにくい泥像であるが,もともと,かういふふうに三膚があ

ったものとおもふ｡その背壁はすっかりあれてゐるo　あれてゐるが,多少はわかる(Fig.8)o西端に

なにかさゝげた供養天人がゐる｡つぎに踊躍した武榊がゐる｡盤俳と立傍とのあひだには比丘ら

しい像がみえる｡さうして,それからう-紘,なん段かになって供養者たちがひざまづき,またとん

でゐる｡ (Pl. 75-83)

〔西塵上層〕西塵は,北壁より保存がよいが,束塵よりはいたんでゐるo上層の構成は,まった

く東壁におなじであるo天蓋下の併立像三櫨が,二菩薩に侍側せられ,また比丘にまもられ,畿仰

の大衆に図絵せられたありさまは,賓に豪華である. (Pl. 84-99)

〔西塵下骨〕下層は大きな五暦塔にくざられた三つの併鹿からなる｡南轟は東壁とおなじ楯扶

形であるが,本尊は交脚菩薩,すなはち弼勘菩薩をあらはしてゐる｡貿冠をいたゞき,まるい顔は

うつくしい｡身髄は破損して後補の泥作である｡左右幅には脇侍菩薩がたってゐる｡楯状額のう-

には,七つの坐併尖扶癌がならんでゐる｡南がはの五啓塔の剃柱まで放いて悌亀をつくり,七轟に

してゐるのは,過去の七偽を意識したからかも知れない｡

中鹿は挟顔に魔群をあらはした坐俳鹿である｡レ､ふまでもなく降魔の場面(Fig.19)をしめして

ゐるo降魔は,第八洞東壁(本書,第五巻,Pl.69)にも,あらはされてゐるが,この方がはるかに複雑夜

横国になってゐる｡いま盤俳は頭部のみのこり,馨手形の右手も,身髄の衣文も後補の泥作である｡

しかし,もとのすがたが此故的によくのこってゐる｡う-には六つの盤併尖扶歯がある｡

北亀は破損がはなはだしいが,南愈とおなじく楯挟形であるo　本尊交脚菩薩は,わづかに資冠

と顔の一部分しかのこらず,身鰻も手も泥作になってゐる｡左右廟も,すっかり消滅してゐるが,こ

こには脇侍菩薩が立ってゐた｡例のどとく,う-に坐併尖扶鹿をならべるが,五つしかなレ､らしい｡

北端の五暦塔はかすかにみとめられるo

腹壁はすっかり消滅してゐるが,東,南両壁からおして,唐草文辞,浮彫併侍,屋廊下の供養老列

像があったとおもはれるoそのうち浮彫併樽のうし夜ほれてゐるのは,まことに遺憾であるが,顔

そらく太子入山以後,降魔前後のやうすがきざまれてゐたであらう｡(Pl.100-112)

〔天井〕天井は方柱をめぐって,せまい歩廊のうんにあるo周塵のがはに,ふとい染がとはり,

それに平行して,まんなかに,また一本のふとい楽がとはり,それに交叉して直角の艶またなゝめ

の隅がげの発がかゝってゐるoたゞ北部だけはせまく,うちがはの格間列はつよく傾斜してゐる.

周橡の染払ところによって天井なげしのやうにやゝ垂直にたつ｡格間の部分はほゞたひらである

が,すこし琴曲し,また一般に方柱のがはが,たかくなってゐる｡梁の交叉鮎にあたるところに,大

きな二重の蓮華文があるoその他は一回に飛天を彫るoさうして,みな中心にむかって配置されて
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ゐるo柊間の夜かには,それぞれ-鰹づゝの神像が彫ってあるo多面のもの,多腎のもの,騎獣のも

の,いろいろある｡南部はひどく破損して,あとの彩色が目だつ｡北部と束西部は,あたらしい彩色

をあまりみないが,さうたうにいたんでゐる｡(Pl.113-120,PlanlII)

発三葦　　方　　柱

〔方柱構造〕方柱はほゞ方形をなす｡南面7.ヴom,北面7.70m,東商7.30m,西南7.40m｡上下二

暦にわかれ,ら-は四隅に九層塔をもった天蓋の犀,したは瓦聾やねとたるきをあらはした屋形で,

四隅にほそい角柱をもってゐる｡天蓋にかぎられた二暦の塔柱は,第一洞の方柱(本書,第一番,Pl.

31)によく似てゐる｡しかし,規模ははるかに大きく,各層各面に-大鹿をつくってゐる｡天蓋のう

-はすこしくぼむこと,第-洞方柱のどとくである｡南と東西の三両は,すぐ天井の神像をふくむ

格間に接してゐが,たゞ北面だけは,格問,案のう-に蓮華文がならび,天蓋のう-のかざりのやう

になってゐるo天蓋のう-に蓮華文,あるひは略して固形をおくことはふつうである.賓壇は胴

のほそくなった須爾座式のものであるが,ひどく破損してよくわからないoたゞ葛石にあたる部分

の唐草装飾(Pi.167)が,一部にのこって変り,また東南隅には,うづくまった獅子(Pl.138)が,からう

じてみとめられる｡(Pl. 121, 122)

〔方柱南面〕南面上層の天蓋の部分は,すっかり補彩されてゐる(PlanIV)oひだをとった垂碁の

したばのかぎり,蓮華文がのこってゐるだけである｡左右の九暦塔(Fig.13)は象の背にのり,象は五

成万座の巨耶馬に前脚と長鼻とをそろ-てたってゐる｡九暦塔の四隅には,また小さい覆鉢塔があ

る｡塔は最上の屋根が天蓋に接してゐるので,剃柱はあらはされてゐない｡最下には五成の方壇が

ある｡まんなかに大きな光背を背おって僻の立像がある｡匹価の四僻が,たがひに光背で連結され

て一塊となり,そのまはりをあるくことができる(Fig.14)｡傍は拳手形で,周壁の諸燐とおなじ形

式であるo頭髪は波状,顔はまろく,髄格は堂々として,それに中国式の衣服をつけてゐる(Fig.15)o

左右の脇侍菩薩は左右の九暦塔に蜜接してつくられ,たがひにむきあってゐる｡資珠形の光背をい

たゞき,ゆたかな面貌に,ゆたかな健棒をし,ひれ状にひろがる天衣と下裳とをつけてゐるo　足下

の蓮座はわりに大きい｡

下層は瓦やね,軒たるきのしたに大きな楯披露がある｡楯扶轟のなかに尖扶轟がある｡複合し

た俳愈で,その構成は複雑である(Fig.9)｡楯扶額の梶のなかには,-鯉づゝの飛天がゐる｡高磐の

天人形もあるが,逆襲の紳人形もある｡左右のう-のすみには合掌供養者の像がならんでゐる｡楯

枚のしたには弧状にしぼった権幕があり,それにそうで軍略があり,そのひとつひとつの弧のなか
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第三章　方　　柱

には,また頚のまるい天人がとんでゐるo　軍略のはしは,上身をあらはした化生が,にぎってゐる0

枚柱は,上下の二部にわかれてゐる｡なげしからしたは二鰹づゝ供養天人がゐる｡うちがはに剖j:

って,また一人の供養天人がゐる｡なげしのう-は尾形があり,東b-;はは合掌した三人の供養者が

ま-にすゝんでゐるいきほひ,よこにまはって樹下神像がある｡この部分は,四面にわたって併樽固

(Fig.17)をあらはしてゐるので,これは鐸尊降誕前にあらはれたといふ樹碑ではないかとおもふ｡

酉がはは,屋形のもとに林産に腰をおろした二人の貴人があらはされ,よこにめぐると旋盤合掌の
畠uddhodana M互y互

人物が数人あらはされてゐる｡たぶん,躍尊の父,シュッドダナ(浄飯)王と,その妃マアヤァ(摩耶)

であらうとおもはれる(Fig.18a)0

なかの突放藷になると,扶額のせんなかに盤偽をならべ,上下のふちに飛天を怒らべてゐるの

で,その輪廓はあレ､まいになってゐるoたゞ扶端の鳥形はみごとであるo鳥形のしたにも斗がたが

あり,そのしたにまた供養天人の立像がある｡頭上には鳥翼がつくられてゐろo奄:ほ楯状額と尖挟

額とのあひだにあるアァチ状の天井には,左右からのぼってゆく飛天がならんでゐる｡

さて愈内は坐傍を中心にした五専像であるQ本尊は塵倒的に大きく,脇侍はわりに小さく,愈

傍の供養諸天とあまり差別がなレ､oそのことは,玉食像としての形式意国が,稀薄だといふことで

ある｡羅漢は右を老年相であらはし,左を若年相であらはしてゐる｡脇侍のう-は三段に底ざら

れ,合掌脆坐の像をならべ,さらに上部には飛天をうめてゐるo本尊は,まったくあたらしい泥像

で,康鷹の作かとおもはれる｡その他一般に近世の彩色が多く,嘗初のすがたはきはめがたいo(Pl.

123-138)

〔方柱東面〕上暦は,まったく南面におなじである(Planv)｡たゞ天蓋がよくのこり,十直にわけ

た稚内にはみごとな禽獣形(Fig.16a)がみられる｡それから三角垂飾がさがり,ひだをとった幕が

たれる｡垂幕のしたばには,そのをりかさなったひだがあらはされ,そのあひだに蓮華文があらは

されるo左右の九屠塔もよくのこり,馨手形の本尊併立像も堂々としてをり,左右の脇侍もみごと

である｡

下暦襲壇は風化して,いま泥におははれてゐるが,その他はほゞ完全にのこってゐるo大楯故

と大尖供の復合したさ引ま南面におなじであるが,挟端の鳥形が,こゝでは龍形になってゐる(Fig.

10)｡また龍形のしたの供養天は,左右とも逆髪形になり,しかも右の像はひげまでつけてゐる｡そ
aupap左dtlka

れに嬰格をもった化生が,頭上にこっの磐をつくって絶角にあらはされてゐる｡

もとより,併侍のある楯状轟の傍柱上部(Fig,18d)はちがってゐるQこゝには北がはに屋形があ

り,父王と妃があらはされ,そのま-に胡脆合掌する太子らしいすがた(Pl.152)がみえる｡そしてそ

のよこには,宮門よりまさにでようとする太子像(Pl.155A)をつくってゐる.南がはは,やはり屋形

のもとに父王夫妻がゐる｡そのま-に,だれか年わかい人物が,なにかものをいってゐるふう(Pl.
cinta-mani

151)である｡よこにまはると,太子のどとき人物のま-にマニ東珠,その他の財資を戯じてゐる(P7.
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第十三国　第六洞　方柱上静東南隅静堵Fig･ 13･ St-upa-Pillar･Upper Storey･ South-EastComer･ Storeyed Pagoda･
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第三章　方　　柱

155B)やうである｡あるひは,瑞資を戯ずる異域の商人かも′知れないo　これらは,ともに太子の降

誕後にかこった,いろいろの事件だとおもふが,その内容は不詳であるQ

東面偽轟の本尊は交脚菩薩である.左右の菩薩,比丘は南面にお夜じであるが,おしくも顔面

は破損してゐる｡本尊の頭部は保有がよくて,資にうつくしい｡すこしま-にのめり,ふし目にな
I)irm孟na･b11ddhEL

って,口もとに古拙笑をたゝ-てゐる｡資冠も中央に化俳があり,左右に飛天があって,まことに豪
Maitreya Bc･dhisattva

華であるo資冠に化俳があることも,輝勘菩薩の魔性であるoいま耳環がみられねが,耳条からL

N

S

O　　　　　‡　　　　　字　　　　　　守m

第十四国　方柱　上野　横断面国　　　　.

Fig･ 14･ St5pa-Pillar, Upper Sbrey, Horizontal Section.

たが崩壊し,泥で補修したからであらう｡足もとの左右の獅子像も,すっかり風化してあとかたを

とゞめてゐ夜い｡たゞし,左右の腕のあたり厄,もとの石をのこしてゐるやうである.(Pl.139-161)

〔方柱北面〕背後の丘の地下水から細線され,南からの光線にそむき,白魚の営力をうけるこ

との,もっともすく患い団であるoそのためかよくのこってゐる(PlanⅥ)｡天蓋のう-の大きな蓮華

が三つ四つみえてゐるQ天蓋の禽獣形も垂飾(Rg.16b)もよくのこってゐる｡それに上層の三尊を

3Ⅰ



棄岡石窟第六洞

はじめ,隅の九暦塔や,その四隅の小さい覆鉢塔がよくのこってゐる.また塔をうけた左右の象も

単純ではあるが堂々としてゐる｡

下層はやはり大楯技と突抜との複合鹿である(Fig.ll)｡扶端は鳥形であるが,南面にくらべる

とやゝよわいo楯扶愈傍柱上部の備停(Fig.18C)紘,西に屋形があり,生れたばかりの太子を手にして
Asita

叡相してゐるのがアシタ仙(Pl,178)である｡ひざまづいてゐるのは,父王夫妻であらう｡うちがは

には,また屋形があり,父王夫妻と,それにひざまづいて報曹するらしい像(pl.181A)がある｡東が

はは象にのった太子像(pl.177)であるo天人は天蓋をさしかけ,音楽を奏してゐるo　うちがはには

雷門があり,だれか出てこようとする光景(Pl.177B)であるが,だれだかわからないo愈傍下部にゐ

ならぶ天人立像は変化があるが,南面,東南のものに比すると,やゝきゃしゃである｡寅壇の葛石に

あたるところに唐草文がよくのこっでゐるo

愈内に二偽並坐像がある｡他の両では一食のところ,こゝには二尊をおさめ,きゅうくつなた

めか脇侍をもたず,膝をなゝめにしてゆづりあってゐるo膝以下は,すっかりとけて夜くなってゐる

が,それからう-はわりV=よくのこってゐる｡いづれも馨手形で,どちらの手もいたんでゐる0両

奪光背のあひだに合掌比丘の立像があり,そのう-にはだかの童子形があり,合掌の比丘形があり'

さらに数健の飛天があるo (Pl. 162-186)

〔方柱西南〕上層の天蓋はひじゃうによくのこってゐる(PlanVII)o禽獣形(Fig.16C)もみごとで

あり,垂幕もうつくしいoそれに上層の三尊僻は資に堂々としてゐる｡方墓は一部破損(Pl.189)し

てゐるが,象の彫刻はよくのこってゐる｡

下層の相鉄と尖状の複合癌は,以上の三両におなじであるが,貿壇はひどくいたんでゐる(Fig
Lllmbini

12)｡扶端は東面とおをじく鶴形である,愈傍上部の僻俸(Fig.18b)紘,南がル./ビ●ニイ図の降誕(Pl.

201)であり,北がル./どこイ固より象の背で都城にか-るところ(Pl.200)であるo諸天は傘蓋をさし

かけ,音楽を奏してゐる｡これに射し,そのうちがはは,南がしへはゆる掲歩の吟(Pl.204B),北が九龍

の湛頂(Pl.204.A)である｡してみると,この方柱四面の傭停浮彫は南面から西南,西南から北面,東

商とまはるものであることがわかる｡さうして東面のつぎは,たぶん東壁の腰塵のかくにつゞい

たのであらう｡

本尊はせまい万座に腰をかけた借盤俳で,足もとはいたんでゐるが,もとは小さい蓮朕でもあ

ったものかとおもふo北面の二備よりは豊満で,上層の四健にちかレ､.大衣は両肩からさがり,胸

にⅤ字形のゑりをつくり,こゝに内衣の背をたれてゐるが,大衣の垂下が左右相稀であるのが特色

である｡手は南方ともいたんでゐるo左右の脇侍菩薩と羅漢は,ゆったりとたち,そのう-に四段

からなる教生合掌供養天がゐるo　さらに,そのう-に飛天がみえるo(Pl.187-209)

〔方柱天井〕方柱天井は,つまり天蓋のうちがはであり,天蓋の天井であるo四隅の九層塔は,

天蓋のうちでは,夜は露盤にあたる五成の方毒があらはされてゐる｡そのう-,その一隅からパル
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第三撃　方　　杜

メッ71がそりあがってゐるoそこから中心にむかってなゝめの梁がでる｡これが,そのまゝのびれ

一ば,中央で交叉するわけだが,そこには四俳の光背があって天井を潜はひ,そのさきが天竜のふちに

達してゐる｡だから天井としては,たゞ光背に二分された左右の三角甚だけである｡さうして,そ

の一区どとに大きな飛天をはめてゐる｡飛天は手に盤をさゝげ,その盤にはなかに供物がうづたか

くもられてゐる｡天蓋の重義は,そのうちがはにも,ていねいにひだをあらはし整飴としてゐる｡

(pl. 2101212)
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藤　　　葦

第六洞の特徴

1

第六洞は,以上しばしばのべたどとく,雲岡におけるもっとも豪華,かつ整備された石窟であ

る｡この石窟の特徴は,なによりも建築的な鮎にある｡ほゞ方形のプラ./に方形の塔柱があり,こ

れをめぐる周塵の構成も,いたって整飴としてゐる｡

A.周塵の暦序　明覚の床をさかひとして,周塵も方柱もだゞしく上下二暦になり,いかにも

整然たる統一的設計がうかゞはれるo上層は天蓋免に俳の立像,それが各壁三鰻づゝ整飴とならん

でゐる｡たゞ南塵だけは明窓のため二髄となってゐるが,その壮観のほどはほかに例がなし､o

最上層は垂帳と坐偽列像がある｡これは初期の石窟,たと-ば第十八洞,第十九洞(本書,第十

二憩,Pl.92,窮十三亀,Pl.13)にもみとめられる｡ところが,第六洞には,なはこのう-に華麗な襲

天の列亀がある｡楽天の列亀は第七,第八洞北塵体書,第四雀, Pl.29,第五亀, P!･ 32)にあり,第九

第十洞前重傷大観Pl.30,第七亀, Pl.18)にあり,第十二,第十三洞(雛九奄, Pl･30,解十亀Pl･10, ll)

にもあり,東方群の第-,第二洞悌-亀,Pl.9,10,42)にもある｡けれども,こゝのやうにその両方

をかさねたものはない｡

下層の統一もみごとであるo各種の傍鹿をならべた中骨,たゞ北壁だけはちがってゐるが,そ

の他はしたに腰塵の部分がある｡こゝにはパネルになった併停国が展開する｡つぎに供養者列を

ならべた尾形,すなはち同廓がある｡この供養擁道の構想は第九,第十洞の随道(本書,第六饗, P

86,第七巻,Pl.71)にならったものであらう｡となりの第五洞随道(第二馨,Pl･58)にもあるoその

木造溝架になる同廓の制札こゝの猫特なものである｡木造をかたどった軒かぎりがあり,大斗の

ある柱があり,瓦ぶきのやねがある｡

B.北壁の大鹿　北壁に大磯,乃至大鹿を彫るのは石窟の常例であるが,方柱洞でこんなにふ

かい併鹿を彫ったものはない｡その楯状額は第七,第八洞のそれ体書,第四@,･Pl･29,第五巻, Pl･

SOB)のどとく北壁いっぱいにひろがるが,この方がはるかに豪華であり,二本のみごとな八角柱が

つくられてゐる｡

C.方柱の構成方柱も明窓に感じて,上下二暦にわかれ,したは本瓦葦の屋根があり,ち-紘
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第十七闘　第六洞俳停配置闘

シュツドダナ王夫婁　　　5-8　搾専降誕　　　　5　揮尊降誕　　　6　奇問歩の吟

騎象鰐城　　　　　　　9　アシク仙親相　　12　騎象太子　18　太子射畢

シュツドダナ王と太子　21｢25　四門出遊　　　26,27　出家旅城　28,29　白馬との別離

降魔成道　　　　　34,35　四天王辱鉢　　　86　初稗漁輪　　37　カ7シャパBS伏

Fig･ 17･ I)istribution Map of Scenes from Buddha'SLife･

2･ Divitlity llnder Tree　　　　　　　　　4･ Kit)g Suddhodana and Lady M左y冨　　　5JL Birth at Lumb王ni

9･ Foretelling of Ascetic ASita l免･ Prince Ridiz)g on Eleph弧t　　　　　　18･ Archery CozlteSt Of P血ce

19. Gay Life ih Palace　　　　　　　　　弧　King SLlddhodana azld P血ce　　　　21-%･ Font Sorties

26ク27･ Depa加re from PalaCe　　　　　　881餌･ Fa-ewcll to Horse　　　　　　　　30739･ Wanderi喝Pfince in Forest

33･ Defat of Demon Kiz)gナMEra　　　84J35･ o附it)gs of Merchants az)a Lokap互hs　　36･ First Se-07) At Deer Park

37. Conversion of Three K云岳yapa
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終章　第六洞の特徴

天蓋で剖烹ほれてゐる｡したには,ひくい異境があり,各面は尖扶亀と楯状歯をかさねた復合意で

あるo上層は五成の壇のう-にたち,四隅に木造構架をうつした九督塔があり,またその四隅に覆

鉢塔がある｡天童は,梶ぐみから垂幕にいたるまで,整飴たるもので,普時の方蓋をそのまゝ,こ｣

につくりだしたものとおも-るo

D.天井の格闘　方柱があるため,天井は歩廊のう-にかざられてゐる｡こ｣には格間をつ

くるが,第七洞から第十洞までの天井(本書,第四巻, Pl. 124,第五亀Pl. 117,第六饗, Pl.30,解七饗,

pl.18)でみられるやうに,三角もち潜くりの意匠はなく,単純なものである｡格闘のなかには各種

の神像をいれ,第十二洞主宝(第九馨, Pl.69),第三十九洞(第十五亀, Pl.90)のどとくであるo

E.明窓の二愈　南側塵に相野する楯扶鹿をまうけ,相封して辛助F思惟像をおさめてゐる｡

曇曜五窟では,一般に明恵の側壁を迫刻の倣鹿にまかせてゐるが,中央群の諸洞では,み夜計蓋的

にこれを設計し,こゝにもそれが併鹿のかたちであらはされてゐる｡

F.洞口のかま-　これは楯と雨柱の門で,楯のう-に門轡がつくられてゐるoそのそとに

象の常にのった八角柱が二本あり,その南わきに門神の悌轟があるo八角柱は第九第十洞の列柱

(本書,第七巻,Pl.77)をみならったのであらうが,門口わきの柱となり,猫臼の構成である｡

G.塔形の建築　外壁になると,第五洞と共通で三つの大塔がある.したから四屠接をぬく

大きな塔で,木造構架をまねた九暦塔であるらしい｡大きな賀壇をもってゐるが,残念ながら,よく

わからない｡ことに剃柱のあたりは,すっかり破損して,洞内周塵につくられた浮彫五暦塔によって

推察するよりほかはない｡

2

併樽を詳細にあらはしてゐることにおレ､て,第六洞は重岡第-である(Fig.17)｡まづ方柱愈傍

に,浮彫としてあらはされる｡それは各面ごとに四つの方直からなる｡西南に降誕(5)があり,南

面に樹紳(2)があらはされるから,まづ南面からはじまって西南におよび,北面,東面と右まはりし

て瑞寅の戯上(15,16)でをはるのである(Fig.18)oつゞく太子の成長期から出家砲城にいたるま

では,東塵,南塵の腰塵パネルのうち(17-27)にあらはされ,山中にはいって白馬カ./タカとわかれ

る光景は明窓両側の悌愈(28,29)としてあらはされる｡さらに山中にはいっての難行苦行は,また

さがって南塵西部の腹壁パネル(30-32)にあらはされる｡降魔成道から掴天王率鉢,初樽法輪,三

カァシャパ好供は,下層の大鹿(33-37)としてあらはされ(Fig. 19-21),西から南,東と膜壁の併侍に
Nirva-na

逆行するやうである｡これだけの併侍を擁しながら,捜嚢のないのはふしぎである｡キジィル千併
EX

洞あたりだと,いちばんかくの大塵いっぱいに浬嚢のつくられるのが通例であるが,こゝではふっ

] A. Griinwedel, AllbuddhiSliSehe一題払Iutel"'tL OhineSiSOh-TLlrk88lan, Berlir1 1912, p. 75, 144, 145, 157 161, 189, 185, 188･
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雲岡石窟第六洞

o           SO           loo cm

第十九国　第六洞　浮彫健停㍊ (西壁下静中央愈)

F短･ 19･ Niche of Buddha'SLiFe 33 CWest Wau･ Lower Storey, Middk Niche･)
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終章　第六洞の特徴

0　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　100 cm

第二十闘　第六洞　倣停愈36 (東壁下静南鹿)

Fig. 20. Nich of Buddha's Lire 36 (Ea就W姐, Lower Stor甲, Scruth Nkhe).
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50　　　　　　　　　　　100 cm

9 . . . .甲　　　　　It

第二十一問　罪六洞俳侍愈37(東壁下野北愈)

Fig･ 21･ Niche of Buddha's Life 37 (East Wall, Lower Storey, North Niche)
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終章　第六洞の特徴

うの三尊鹿にをはってゐるのはおしいo

雲岡石窟で,併樽を集中的にあらはしたものは第七,第八洞であり,第十二洞である｡前者で

は左右塵のした二段づゝ八鹿に併樽があったらしい｡しかし,俳免であるせゐか,降魔以後,三カァ

シャパ静供にいたる光景のみである｡第八洞に降魔成道(本書,第五各, Pl.69)があり,四天王奉鉢

(第五亀, Pl. 59)があり,二商主導蜜(第五亀, Pl. 63)があり,第七洞に二商主奉蜜(第四番, P1. 60, 81)

があり,三カァシャパ蹄伏(第四亀,Pl.82)があるのをみると,第八洞から第七洞-と話がうつってゆ

くやうであるが,洞内の順序は一定せず,その連槍は確資とい-ないo後者の第十二洞前宝でも,

天井の基部に併愈ふうにつくられた併侍は,蹄河苦行(本書,第九巻, Pl. 36),降魔成道(第九亀, Pl.
D王psLやkara A畠oka

38)の光景が,閣僚仙封問の光景(第九巻, pl. 40)早,発光俳の本生(第九壌, Pl. 39)早,アショカ王の

困橡(第九私Pl.41)などにとりかこまれて,一貫した配置になってゐない｡それに封し,第十二洞

前窒北壁の二愈は四天王奉鉢(第九啓,Pl.28)と初輪法輪(第九亀Pl.29)で,いちおう西から東-
G.ridhrak毎t.BL

といふことに怒り,前宝左右塵の相封する二亀は三カァシャパ蹄伏(第九馨, P1.22)と室鷺山説法の

二俳並坐悌丸亀Pl.15)で,これもいちおう西から東-とみられるo　とにかく第七,第八洞でも,

第十二洞でも,配置に達磨性なく,一貫してゐない｡それらに此すると,第六洞は連薦性があり,一

貫したものがあるとい-る｡のみならず,それらが併愈形式にとゞまってゐるのとちがひ,パネル

形式をもつかひ,その場,その場に感じた臨検の盛選をとってゐる.一方パネル形式のものは第九
J吉taka

第十洞前宝の本生談(本書,第六馨, Pl. 19,20,第七亀, Pl.25)にあらはれ,それからの影響もかんが

-られる｡これだけ連薦して,しかも愈形式とパネル形式とを併用して併博をあらはすことは,か

なり内容的にも,形式的にも,あらたな挽作をくは-る必要がおこるとおもふが,それにもかゝは

らず,それをこゝまでしあげたことは,またこの時代における囲熟した石窟造営の組織をしめすと

ともに,この石窟を計蓋し,そのしごとを遊行した意気ごみのほども察せられるとおもふo雲岡に

おけるその他の石窟にも,傭愈形式の併侍乃至困放談は往々あらはされてゐるoけれども,それら

はみな孤立的,あるひは封鷹的であるにとゞまってゐて,一貫達磨したものがないoこのことは,中

開では雲岡以外の石造物についても,め-ることであるo

3

第六洞が東隣の第五洞と同時代の製作で, -封の石窟であることは,すでにのべたどとくであ

る｡しかし,西隣の第七,第八洞とも,第九第十洞とも窟の構造,像の形式がちがひ,この間に時代

の-だゝりがかんがへられる｡第七,第八洞は轟曜五窟に一致してふるく,第九,第十洞はこれに

つぐo第五,第六洞は龍門様式に一歩ちかづいて,あたらしいことはいふ凌でもない｡この間,中央

群の第十一洞から第十三洞までは,いちおう第九,第十洞の形式をおそひながらも,第十一洞西塵
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の七併体書,第八番, Pl.47),第十三洞南塵の七併(第十巻, Pl･ 13)にみるごとく,第五,第六洞式が

あらはれるから,その造営の時期が-だゝらず,むしろ併行してゐたことがかんがへられる｡

さきに(本書,第二番,終章)みたどとく,第五,第六洞様式は濁日夜様式,いはゞ第五,第六洞様

式を確立してゐる.しかも,比類なく整備され,統一されてゐる｡そこにみる中国ふうな安定した

様式は,西方色彩の濃厚な第七洞から第十洞や轟曜五窟の様式とは,まったく相違する｡一般に重

岡の大寮は初期の様式にしたがひ,第五,第六洞の後期様式をおそふものは小窟に多いoまた,外壁

の褐立した傍癌に多いoたゞ鼻曜五窟でも,声十六洞の本尊併立像体書,第十一雀, Pl･ 116-121),

第十九朗同(第十三番,Pl.127-137)などは,第五,第六洞様式であるoとすると,それらは夜にかの

事情で第五,第六洞の時期につくられたとみるほかはないであらう傑十三･第十四雀,終章)｡第

五,第六洞の様式は後期の楼式といふけれども,おしせまった末期の,わづかな時期のものとはい

へか､oその様式が確立し,中央群の大窟や,西方群の大窟の一部にも,ある程度の影響をあた-

うる時間的飴裕があったことはたしかである｡

だから,要岡造営三十四年間(A.D. 460-494)の後年,太和初年(A.D. 477)ころからの法曹がか

んが-られるo孝文帝の初世,文明太后の執政時代であるo　このときは,賓に,清々たる文物沃化

の風潮がみなぎってゐたoあらゆる制度文物を漠親のむかしにか-すことが,朝野の一貫した方針

であった(本巻,序章)｡この間にあって,太和五年(A.D.481)から十年(486)にかけては,宮中衣冠

の制定といふことがあった｡その議にあづかったのは漠旗の偽書李沖をはじめ,嬬誕,肪明根,高

閲,蒋少蓮の徒であったが,太和十七年(AD.493),南朝の梁から王粛の亡命をむか-て,さらに一
1)

歩すゝめられたわけであるoかうした服制改革の風潮と,悌像衣制の中国ふう-の愛化とは,かな

らず併行してゐるわけであって,その鮎からもこの二洞の年代が,太和年間の前半にあることが指

唆されるであらう｡

夜ほ,この孝文帝の初世,承明から太和初年にかけては,談譲にして非業の死をとげた先帝,顔

文帝に封する哀悼の念が朝野にみなぎってゐた(本書,第十三･第十四馨,序章) oそのう-,孝文膚

の太和四年,六年,七年(A.D. 480,482,483)における石窟専行幸をおもふと,この一対の二大石窟

が,戯文帝の車馬に,北魂の帝室によってつくられたものだとする公算は,いたって大きいo　これだ

け大沸横で,計蓋的な石窟は,帝宝の力をかり夜ければ,たうでレ､でき覆いことであるo　それも,た

びたび指摘したやうに,し,ままでとはちがった確固たる様式のもとに,一貫してなんらの破綻もな

くしあげられたことは,その時代の局揚した精神がかんが-られ夜ければなら覆い｡すると,この

第五,第六洞の遺骨は,この孝文帝の初世をおいて,ほかにもとめがたいとおもはれるoたぶん,戯

文帝に封する追憶の念の,いまだにふかい泉明初年間(A.D. 476)に着手して,孝文帝最後の行幸で

1長庶敏雄『芸岡石常に於ける俳像の服制についで』 (克方畢報,京都,第15冊4分), 1947年刊, p.5.陳策略『隣唐制度淵源略

静稿』(国立中央研究院歴史譜言研究所専刊), 1946年刊p. 5.
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ある太和七年(A.D,483)ごろに完成したものであらう.その七年間といふ,おどろくべく迅速な

遺骨が,また,この-封窟における様式の純一性を,よりよく説明するものとおもふ｡
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固　　版

籍六洞

pl. 1.第六洞外景

正画に,第六洞に密度した桜閥がみえる｡四暦三間で,各

層のま-k:,歩廊がある｡東端には階段があり,上層にのぼ

ることができる｡屋根には般粕の瓦をふき,たるき,桁には

彩色が性どこされ桂頂に,大き忽鬼面をつけてゐる｡明末

の建築であらうが,ふるくから同様のものが,たってゐたも

のとおもはれる｡

石親の門口は第一暦に払らき,明窓は第三暦に払らく｡

右端には第五洞の桜閥がみえる｡前庭は方形で噂をしきつ

め,中央にはひくい方壇がある｡方壇の左右に,黄緑粕の獅

子があわ,中央に蝕の香城がある｡

前庭の左右には東客殿,西客殿がたってをわ,南がはに天

王殿があるo要するに,現在石俳古寺の正面にあたり,近世

の巡秤者は,まづと｣にきて陛挿したわけである｡

pl.2.門口

楼閣をはいると,第六洞の門口があり,おく67:方柱南面の

坐俳がみえる｡補修が,はh:はだしく,原初のすがたはみら

れない｡門口のそとがはに,浮彫の楯と杜とを,水平垂直に

くんでゐる｡楯にはそのう-に門静をならべ唐草文帯をう

めてゐる｡そのさまは,節九洞前虫北壁でみたどとくであ

ち(本署第七怨,Fig.13)｡柱も,第九洞になら払,環つなぎ

唐等を捻ってゐる｡レ､ま,清朝鹿願帝の偏頗｢荘厳法相｣が

楯をかくしてゐる｡その左右と,うへの泥達の装飾,さらに

弼側の水造園桂,さらに醜怪な門柵は,みな清朝の後神であ

る｡もと,門口の側壁に,甑をひらtJlて門沖をほったが,い堂

は後補の泥像である｡入ELの左右に払くりぬきの八角柱

をはってゐる｡八角桂は,連放唐草文背と-アト形のパルメ

ット文背とを,交互にかざってゐるが,これも近郊の修補で,

もとのすがたはつかめなtJIo益基ももとのものでないo西

桂のしたの象は皆初の形式であるが,末社の獅子は清朝の

補作である｡この八角桂の意匠も,また第九,第十双洞にな

らってゐたものであらうo門紳甑には,その光背の一部に唐

草文があざやかにのとってゐる｡八角杜のう-,水平の梁

にも,唐草文背(Rub.Vc,D)がある｡唐草文は三寒の年パ

*　　& (1)

篇一部

ルメットからなり,一策がのぴて,つぎの唐草をつくってゐ

る｡東西の八角桂から,外壁にまはると,開架に甫画してま

た門紬をあらはしてゐるo現在の醜怪な像は,もちろん,級

柿の泥倣であるが,もとの光背が,一部にのとってゐる｡た

ぶん,これも,したに常初の門紳像が,かくれてゐるのであ

らう｡ (門口高3.65m)

Pl. 3A,B.明窓

明窓は長方形であるが,桜閥にさ-ざられて,界と天井と

がかくれてゐる｡陶版IF方の板床は,かなり高いところに,

張ってある｡爾側壁には,年軌剛健菩薩像を安倍した楯扶

俄を封位する(Pl.4,5)｡そのうへの壁は夙化してゐるが,

西壁には泥像の坐像一つ,東壁には二つがのとってゐるoこ

れは,もとより役柄の像だが,もとは南壁のごとく,坐俳の

列像があったとおもはれる(Pl.16)｡

外壁には,東西とも上下に二鶴ある｡う-の坐俳Gj:,後世

の泥像であるが,火焔光背は,北銀のすがたをのこしてゐ

る｡したの東西寵は,板床のため,なかばがかくれてゐる｡

ともに蜜冠をいたゞく菩薩像で,右手を胸にあげてゐるの

が腔ゞわかる(P1.7B)o ja･も息が,なで肩であり,階段状の

衣文をあらはす節六洞式である｡

明窓のあくに方柱南面の上層がみえる(Pl.123).水袋の

椿や湘杵は,むろん近世の設備であり,本尊に供物をそなへ

るための促である｡ (明窓高5.10m)

pl. 4.明窓東側交脚菩薩

そとがはの壁は,破損するが,楯挟寵のやうすはよくわか

る0年軌思惟像牡,左足をたれ,右足をまげてそのう-にお

く｡左足は破扱してゐる｡左肩と右手は破損するが,城に手

をあて｣ゐたことはあきらかである｡三両蜜冠(Rub.VIII)

をいたゞき,おもながの顔を,やし下にむけてゐる｡きゃし

ゃh:身鰭把,不似あひの大きな胸餅である｡これについて

はP1.5の解詮にゆづる｡衣文は,足のしたにたれ,左右に

つよくはねてゐる｡天衣は,嗣肩のうしろをまは9,方盛の

左右にたれてゐるD両肩のうしろに払　度盛の屍罪がよこ
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にながくあらはされてゐるo国光には装飾がない｡蟹座の

普-に,大きな孔があいてゐるのは,かって西壁と封臆して

馬の彫像があったことをしめしてゐる｡さらに両側には中

国式の山岳が,あらはされてゐる｡この寵像は,併称中の一

場面,すなはち太子が出家後山中にいb,愛馬とわかれる場

面をあらはすのである｡グナバドラGu甲bhadra(求邪欲陀

羅)評『過去現在因果経』 (大正大減産,第三巻, p. 633)懇二

によれば,太子がバァルガヴァBhargava (故伽)仙人の苦行

林にいたり,たゞ一人の侍者チヤ1/ダカCandaka(革置)と

白馬カンタカK叩帥aka(牲防)にわかれをつげたとき,チャ

ンダカは悲泣し,カンタカは膝を屈し,太子の足を硫め,戻

おつること雨のごとしといふ｡西壁の馬をみると膝を屈し

てをわ,頭部は不幸にして破損してゐるが,太子の足を耽め

るすがたを,察することができる｡東西壁に,同一の像を封

殺したのは,単に迭形的な調和をはかったにすぎない｡

楯扶額は,六霞にわかれ,高撃の飛天を息さめてゐる｡第

六洞内部にみる飛天と,まったく同形式であり,はげしい遇

動感にあふれてゐる｡緑には連珠文がある｡秩額のしたは,

あつい幌等をたれ,命の上下線には,蓮非常(Rub.VI)をほ

どこし,したに軌ふた＼び山岳形をほってある｡この山岳

形は,第七洞の明窓や,第九洞の前宝にみるのとおなじであ

る｡寵のうちがはに,角柱を彫り,洞内南壁の隅杜とするo

この頂には,大斗をあらはし,挑発の蓮抑帝をうける｡大斗

のしたにはくりがたがある｡ (像高1.65m)

pl. 5.明窓西側交脚菩薩

東側壁(Pl.4)に,まったく照廠する牛臥敵陣像の楯秩寵で

ある(Rllb.VIIJ)｡たゞ,この像の方が,いっさう洗練され

た表情をしめしてゐる｡望如､ざりは二喧あり,板状で,した

のとがった師と,欧首をさきにつけたバネ状の飾とである｡

これらの頚飾のうへに,さらに,鹿がい連珠の胸飾がたれ,

腹部の大きな蓮聾にむすばれ,こ＼から,ぺつの連珠が西脇

へまはってゐる｡膝を屈した馬は鞍をあらはしてゐるQ　頭

をうしなふが,みごとな,いきいきとした形であるo

pl. 6A.外壁中央埼東面第二静と第三督

B.外壁中央堵南面上部

A.暦塔は第六洞の東西にあって,それぞれ第五洞,第七

洞との境をつくってゐる.図版は第六洞の東塔,すなはち,

中央塔の東面第二暦である｡尖挟寵が,三つならんでむむ,

もとは坐俳を安置したらしいが,いまは,すっかわ滑滅して

ゐる.たゞ供額の坐悌列が比較的よくのこってゐるo　各層

のう-には瓦茸の屋根が,わづかながらのこってゐる｡ (鶴

高約0.50m)

B.図版Aの暦塔南面であるo左右から榛閑がせまり,暦

塔の金鴇は依然としてわからないo軒に接して坐俳の小雨

列が,おぼろげながらみられる｡そのしたは,壁面がきりこ

まれて段をなしてをわ,かって補修したらしい春や孔をのこ

してゐる｡

pl. 7A.外壁西塔東面第二督

B.外壁俳愈b上部

A.西塔の一層である｡坐俳寵三つがならんでゐるo　む

かって左二伸は,ほゞ金慣をのこしてゐる｡頭がまるく,局

がはってゐるo中央喬の挟額は,中央に坐僻,左右に三昭づし

の脆坐供環天があり,左右雨鶴は坐併列である｡いづれも,

ゆたかな身欄であり,第六洞内の坐俳列と様式がちがふQ

この方が,やし古風であるo寵のう-に叉手束がならぴ,そ

の中間に斗が彫られてゐる｡しかし屋形はまったく破損し

てゐる｡ (寵高約0.50m)

B. Pl.3Aにみえる寵であり,明窓の東にある｡補修があ

るが,わりに原形をとどめてゐるQ三両賓冠(Rub.ⅤⅠIL)敬

いたゞく菩薩形で,下身はみえないが,交脚像である｡第六

洞式の胸飾のうへに,上衣の襟が左右からさがってゐる｡単

身光背は,火焔帯と生俳帯をならべ,囲光は三坊の牛パルメ

ット唐草文帝と産牽女帝とからなる｡それに肩光もあざや

かである(Rllb. ⅠVD)0 (像高1.90m)

pl. 8.東壁内部(南部を西方より望む)

洞内にはい｡,東にむかって撮影､ヒ鳩尾である｡洞内の

峯然とした彫刻は,まったく墨岡-の壮観である｡むかって

左に方柱南面の範(Pl. 126-138)がみえるoその前に附課し

た供物盛は,近世の後補である｡正面に,東壁の南部がみえ

る｡上下二暦からなり,蓮非常を境に上層は立俳,下層は坐

俳の暦でtある｡上層のうへは小生俳511,奏築天人の範列,そ

れから天井となる｡下層のしたは唐草文背を項に,俳侍の

背,屋形下の供茸列像があり,床に達するo南壁も方柱もた

だしく垂直にたってゐるさまがうかど-る｡(洞高14.65m)

pl. 9.南壁東部

洞内東北隅から甫壁をのぞんでゐる｡むかって右に,方柱

の東面鶴(Pl. 141-161)がみえ,左に東壁中央部の千俳と甫

寵がみえるo　中央は甫壁東部であり, P1.8でみたのとまっ

たくおh:じ暦序,おなじ造像である｡下層のしたの俳体は,
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東壁からつゞき,むかってil三から右-うつってゆくo (壁商

13.85 m)

pl. 10.商壁西部

P1.9の東部と照艦する西部である｡西壁の破損は下層の

したにはなはだしく,唐草文帝,俳体得,屋形下の供聾者帯

が,すっかり油滅してゐる｡さうして,これは南壁にもおよ

んでゐる｡四壁の中央部は,束塵とちがって千俳のかはわに

俳寵をほってゐる｡甫壁西部の俳寵は,上下とも東部と同形

式である｡ (壁高13.85m)

pl. llA.南壁上盾東隅

B.南壁上督西隅

A,むかって右端に,明窓東側壁がみえる｡甫壁とのさか

弘に角柱,I(.形の柱頭があり,つゞいて明窓の線に蓮鯛確が

あるのはめづらしい｡南壁東部上層には天蓋寵の患かに立

俳三尊をほり,上下を蓮妨帝(Rub.VL)で堤ざる｡う-の蓮

郷文帝払明窓東側壁k:まはり,楯鉄瓶の上線となるoつま

め,明窓側壁は,洞内上層とおh:じ高さに置ぎってゐるので

ある｡上層のう-は坐俳列,理路列,奏楽天人の寵列がつゞ

普,さらに傾斜した壁面には飛天がとび,つぎは天井になっ

てゐる｡甫壁と,東壁とが,33･h:じ構造で整然と彫られてゐ

るのがわかる｡匝り坂の左端には,方柱南面の左脇侍菩薩と,

そのうしろの暦塔がみえるo方柱と東壁,甫壁との距離が,

壱妾近してゐることが,これでわかるであらう.

B.固版Aと封廠する西部である｡第六洞の撮影は,昭和

13年(1988)におこなはれたが,各像のう-には,まだ盛嘆が

あつく堆積してゐる｡

立俳三尊である｡年Bil形の天蓋を,俳の頭上にあさく彫

ってゐる｡両側の脇侍と,ぎっしりh:らんだ供聾天人とは,本

尊をかこむやうに彫られ,生憎がゆるやかな鶴形をつくっ

てゐるo

pl_ 12.南壁上厚東愈

立俳はまる頚,うつくしい)B目,過,膚をあらはしてゐるo

波軟の頭髪は,この洞の通例で,Ⅴ字形を交互に彫りかさね

た波状中心に,こまかいⅤ字形で旋回する皿形をあらはす｡

この手法は,どの俳像にも共超してゐる｡堂々たる身伐で,

肩が払ろく,あつい階段状の衣文が,これをあほってゐる｡

襟が胸にかさh: i),ながい垂紐は,彫像をみごとにひきしめ

てゐる｡右手は蓉手形で,肘からたれた衣端は,ながい袖の

やうにたれ先端が巽のやうにするどく反ってゐるoその袖

図版解訟5-i.5

口にはジグザグ状のひだが繊細にほられてゐるo HJ=手は笹

をま-紅むけ,四指をまげ,栂指であさ-てゐる｡下裳は二

重に怠り,裾のひだは弧状の波をつくり,そのう-紅上衣の

衣端が,はげしい反りをしめしながら,さらに弧状の波をか

さぬてゐる｡との衣制は,第六洞式となづけるもので,西方

の法衣の風習にもとづきh:がら,威儀をおもんする中国の

服制に,ちかづいてゐるのである｡

歩身光は火焔背,飛天背からなる｡火焔は,品部に波状の

芸文をつくる.この形式は,方柱東面上下丙寵にも,みられ

る｡風光は坐俳帯と蓮華文である｡天蓋は上部に三角形と

図形とを交互k:A:らべ,下線に三角垂飾をかざb,中間には

ほそい唐草交野がある｡唐草文は,年パルメットの-某を

のばした連縫紋状文である｡為: lめにむきあった脇侍菩薩

はすらりと立ってゐる｡しかし, Pl.13でみるやうに,正面

にまはると,ふくよかな面貌であり,身髄もほそくない.い

づれも,あさい蓮盛上にたつが,左脇侍は明窓にちかいため

か,やし風化してゐる｡ともに両肘をまげて前にだし,供茸

のものをさ1げてゐる｡尖頂東光の外線は右脇侍が火焔,

左脇侍が唐草である｡

合掌する供蕃天は三種あるo左脇侍のう-は三列,それ

ぞれ高啓二列と剃奨一列をはる｡右脇侍のうへは剃襲,宿

官,剃髪の三列のほか,脇侍のうしろの僚白に逆襲のものを

一列くは-,最下端のみを高宮の立像とする｡(像商3.Ion)

Pl. 13.両壁上厚東愈

立俳三尊をやもなしめからみた環展であるo立傍は畳感

にみちてゐる｡特に肩や胸の堂々たる表現をみよ｡傘手形

の右手の指は破損と補修のあとがある｡左腕にか1った衣

端が翼状にとがゥて脇に反ってゐる｡供茸者の配列のしか

た,また三尊の足もとをたどると,壁面が食欲になかくぼみ

になってゐることがよくわかる｡

こ｣から右脇侍の正面がみえる｡ Ⅹ字形に交叉した天衣

のしたに,ながいたれ紐がみられる｡ (像高8.10m)

Pl. 14,16.両壁上潜函愈

東部と,まったくおなじ立俳三尊である.たゞ細部にはい

くぷんの相達をみとめる｡ (1)立俳の左手は,指をそろ-て

のばしてゐるo (2)撃身光の火焔帯において火焔の基部が

山形ふうであb,方柱西面上犀に似てゐる｡ (3)火焔帯のつ

ぎは坐仲野,国光には飛天帝がある. (4)丙脇侍の手がちが

ふ｡すなはち,そとがはの手は肘をまげて腰にあて,うちが

はの手は胸におく｡
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容身光両脇の供茸天はこ｣もまた三種であるo右脇侍の

うへは高腎,剃柴,逆襲の三列,左脇侍のう-は剃髪,高撃,

逆襲の三列となり,追究の列は,くだって脇侍のうしろにま

で彫られてゐる｡

p1. 16.両壁最上静東部

上層天慧寵の上線に蓮解帯があり,そのうへは二段に象

り,下段には六つの′ト坐俳をならべてゐるQ大きな尖頂の

蓉身光につしまれた生体は,令手形と勢手形とを,交互に配

する.おしいことに,すべて頭をうしなひ,後補の泥作であ

るが,もとは端怒な溶貌であったことが,Pl.18の西部の坐俳

からわかる｡大衣は左肩をおほ払,衣端が右肩にかしる式

である｡膝にか＼った衣が,ま-で扇状に払ろがってゐるo

これは第六洞の特色で,のちに蟹旗して,もかけ座形式にな

るものである｡坐俳と坐俳との中間には,合掌して膝をそ

ろへた高繋天人があらはされ,その上方,蓉身光のさか弘に

は童子形の牛身像がならんでゐる｡

上段は奏紫天人の列髄であるo　これは*央諸洞に共超し

てゐる.図版には東壁の一概むくは-て九燕がみえる｡天

人はいづれも高撃形,腰からうへの牛身である｡右から(1)

合掌, (2)合掌, (8)琵琶, (4)既成, (5)螺見(6)杭笛, (7)排管,

(8)細腰鼓, (9)鏡餅(～ )o寵の基壇に晩霜姉をならべ,各寵

のさか弘に,化生の半身像を彫り,理路を丙事でさ｣へてゐ

るo　項路は,幌幕のゆるい曲線にそってさがわ,帳幕のすみ

からたれ紐がさがってゐる｡

右端に,明窓のアァチがみえる｡明窓には,坐俳列とおな

じたかさに,泥像の生体が補ってあるが,もとは浮彫坐俳が

ならんでゐたらしいoそのう-の天井には,彫刻はのこって

ゐない｡明窓の綾の運抑帝が,あざやかに彫ってある｡ (層

高2.20m)

pl. 17.南壁最上静西部

Pl.16の東部と照座してゐる｡坐俳列のうち,明窓に棲す

る二絹は完好である(Pl.18)｡列俳の中間に配された高額

天人は交互に二種の坐法をしめしてゐる0 -つは膝をそろ

-,一つは片膝をたて＼ゐる｡上層の奏韓天人は八滴あり,

西壁の二旅竺もみえる｡明窓にちかい像ほど顔をよこにむけ

てゐる｡それは石窟の中央に目をそ1いでゐるわけである｡

左から(1)不明, (2)合掌, (3),杭笛, (4)螺見, (5)琵琶, (6)細

腰鼓, (7)排管, (8)′ト鼓, (9)細腰鼓｡ (暦高2.雪om)

pl. 18.南壁最上層西部坐俳

坐併列のうち明窓に接する二欄である｡レ､づれもおもな

がで,首がながく,なで肩である｡柔和な,ほとんど少年と

もいへる身憾つきである｡むかって左は拳手形,右は合手形

である｡蓮鵬帝のしたに高繋,剃髪,逆襲の三種の供聾者が

みられる｡

pl. 19.両壁下層･東愈

門口をはいって,すぐ甫壁の東部にある,俳寵C.あるo問

鱗形の範に歩手形の坐俳三尊を彫るo生体は中国式の服制

で,組みあはせた足の上下にふりわけられた衣端が,扇状に

前方に払ろがわ,基増にたれてゐる.砕身光札火焔背と飛

天守,国光は欠場帝と坐俳背,それに選挙文(Rub.ⅠVB)であ

る｡

洪額には十一昭の/ト坐俳をならべてゐる｡膝にくんだ両

手は,-確ごと交互に,衣でつしんだのと,あらはしたのと

を配してゐるo上下の練は,いちじるしく突附した飛天守

で,透し彫のやうにみえる｡二帯とも,中央に香淀をおき,

左右からそれをさしへてゐる｡上線は高繋形,下線は逆髪

形である｡この透し彫ふうの飛天背は,第九,第十洞に,す

でにもち払られてゐる｡つぎに撰端の大き忽鶴形が目につ

くo洪額両側には,二段に高繋供環天があらはされ,下段は

脆坐俊一鰭,上段は立像四欄である｡鶴形のしたは,また二

段になり,各段に三柁づしの的坐供聾者をならべるo上段

晩左側に高撃形,右側に逆葉形があり,いづれも合掌し,蓮

華をさしげてゐるo下段は冠をつけ,袋で足さきをつしん

でゐる｡岡手で鉢をさ＼げてゐる(Pl.25)｡ 『過去現在因果

把』(大正大赦経,第三巻, p.643)省三によれば,揮辞がベナ

レスB.ar坤aSl'国鹿野苑にむかふ途中,二商主が妙蜜を奉献

した｡四天王はまた鉢を率献した.俳書軌まこれをあらはし

たのである｡ ZrE脇は四天王,右脇は商主をあらはしてゐる｡

寵のうへには,小尖秩髄七つをならべ,締定形生体をおさ

める｡あきらかに過去七僻をあらはすものである｡うち三

鰭は顔が破損してゐ,l'J｡膝から前に衣が扇状に払ろがって

ゐる｡銘のしたには豪華h:唐章文帯(Rub.VE)がある｡環

つなぎ密事文であるo環のなかは,左右にわかれ,三英の牛

パルメットの一茶をのばして,べつの三張牛パルメットをつ

くり,これを左右におき,環の中心軸帆上端に小さ恵三非

パルメットをおき,ゆるいⅤ形とむすんでゐる.環と規のは

ざまにも,三英パルメットをつける｡この華麗な唐草文は,

第九第十洞前宝北壁正面(本番,節六巻, Pl. 10,第七巻, PL

22)にはどこされたものに,もとづいてゐる.このしたには

併俸浮彫の一部がみえてゐる｡ (鷹高8･60m)
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Pl. 20.南壁下層束愈坐俳

顎に損じたところがあるが,端既な坐俳であるo両手も

損じてゐる｡韮壇の奉鉢供春着に射し,皆然,左手に鉢をも

つべきであるが,いま損じてわからない｡波状の頭柴は,級

刻であらはされ,やしかるい感じをあたへる｡目をしたに

そしぎ,眉が傾斜してゐるo頻が盈昭瑞緒併とちがって,つ

よく張ってゐなtJl｡中国ふうの衣制で,衣文はたゞしい階段

式である｡岡肩のゆたかさに比して,胸が払らたく,あまり

張りだしてゐh:hD (像高2.30m)

pl. 21A,B.両壁下厚東点者脇侍

堂々とした本尊にくらべて,W,侍菩薩蜂,すんなりした可

憐な像である｡三両蜜冠は三つの山形と三つの蓮華からな

る｡顎はとがり,頚は腔そく,たがい眉がうつくしい｡両手

を胸にあて,供物を掌にだいてゐる｡屑には,ひろい衣があ

ほ払,肘では天衣のしたに上衣の袖口がとがってゐる｡ X字

状の天衣は,腹部から膝に弧線をゑがき,その中部にはなが

いたれ紐がさがる.一方,天衣の一端は右腕にかしわ,脇に

ながくたれてゐるo頭光は,すこし左方にかたむいてゐる｡

たぶん,壁面がせ堂かったからであらうが,こんなゆがんだ

梅田の素朴さにも,おのづから,おほらかな感じをうける｡

預光には,三英の牛パルメットからなる唐草文辞が彫ってあ

る｡

pl. 22.南壁下層東名尖扶額看部

挟額の右方がよくわかる｡上下の緑の飛天は,透し彫ふ

うにふかく彫りこんでゐる.上線の中央から,むかって左へ

第三の飛天は,頭をめぐらしてゐて,注意ををひく｡機械的

な配列を,さけたわけであらう｡う-の生体寵列では,坐俳

のま-にたれた扇状の衣端が滞箸であるo裾のひだのをわ

かへしは,また,いちじるしいo　これは,したの本尊の,する

どtJlひだのあらはしかたと封IKifl勺である｡

Pl. 23.南壁下膚東愈扶敬左部と揮彫塔形

PL22に封廠する左脇であるが,さらに左に堂々たる五暦

描(Rub.VID)があらはされてゐる｡五暦塔の第一暦は二伸

並坐の尖妖魔で,左右に脇侍立像がある｡第二暦は,交脚菩

薩の楯沸席で,左右の閲に放生の脇侍を配する｡第三,第四

犀は,拳手形の坐俳三尊をほった尖沸寵,第五暦は合手形生

体三尊の尖洪寵であるo各層隅柱には,柱頭に大斗をおき,

また,軒からは,はなやかな垂師をたれてゐる｡塔頂には例

のごとく五成の万座,繊細な四英字パルメットのうけばな,

国儀解紀16-27

怒鉢,三つの利権がある｡剃柱は,頂上に蜜珠形の水壇があ

り,相輪がある｡基喝は五成の方底で,装飾はない｡

暦塔にならんで,屋形寵の一部がみえてゐる｡これは,門

口のまうへに位置してゐる. (塔高4.40m)

pl. 24A.南壁下厚東愈右扶端龍

B.両壁下厚東愈左挟端閏

瑛端の龍は,大きな弧状の胴をあらはし,前足は異例にも

上にはねてゐるoながい耳,ながい角,生るい目,牙をあら

はして開いた口など,彫りは稗紬であるが,装飾化して,追

力がたりない｡

pl. 25A.両壁下静東轟右脇供養者群

B.南壁下厚東愈左脇供養者群

鉄柱は,ち-の洪端の龍にあはせて幅をひろくし,二段に

わけてゐる｡各段に,三憾づ｣の地盤供蕃者をはる｡右側

(A躍)は,上段に避髪形供聾者,下段に相手で鉢をさしげた

喪冠の供春着がならぶ｡左側(B閥)払上段m:高留形供葬

:軌下段に右側とおなじ率鉢の供聾者がある｡たゞし,これ

には国光がついている｡四天王の率鉢をしめすことは,あ

きらかである｡ a.=右ともに下段の像は足さきまで裳でつ1

んでゐる｡上段の逝変形は,たぷん,漁輪を時ぜんことを物

辞したブラフマンBl.ahman(焚天),イ1/ドラIndra(帝揮)

などであらう.

p1. 26.南壁下層西愈

究髄とまったくおなじ17ァチ形の寵である｡なかに歩手

形の坐俳三埠をはる｡相逮鮎としては(1)坐俳の衣端が扇

状にひろがるが,その扇状の中間に弧線をかさねてゐる｡

(2)挟顔には十二欄の′ト坐俳をならべてゐるo (3)西側は破

壊してゐるが,東側の下段は剃髪の侍坐像である｡

寵のうへに,七つの坐併小瀧があわ,右k:は五暦塔がみえ

る｡したには,唐草帝がつゞき,俳体がある｡西壁にちかづ

くにつれ,破壊がはなはだしい｡ (愈商3･65m)

pl. 27.両壁下盾西愈坐桃

生俳は,波状の頭栄をあらはし,端塩な顔をやし下にむけ

てゐる｡歩手形の右手は,掌を折にむけ,たれた左手ととも

になかぼ破損してゐる｡中国ふうの服制,階段状の衣文,た

れ紐など,すべて塾ど低抄である.拳身光は火焼野,飛天野,

燭光は火焔帯,坐併帯からなってゐる｡固版のすみに右脇侍

の立像がみえる｡これも,東寵とおなじ形式であわ,両手を
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胸におき,まるいものをさしへてゐる｡ (保高2.30m)

pl. 28A,B.博愛下層西愈扶端罷

Aは右秩端, BはrE扶端であるo龍形は発癌とおなじく,

大きな弧状の胴,上むきの前足をしめしてゐる｡そのした

の供聾天は,左右とも三伯づ｣の脆坐像で,右側は逆髪形,

左側は高繋形で,西壁に接する一昭は金塊するQ

pl. 29A.南壁下層西愈扶嶺右部と浮膨塔形

B.南壁下盾西愈右脇供養者群

A.西麓の右側にある五暦堵(Rub.VIE)は東命の塔と照

廠するものである｡すなはち,節-暦は二俳並坐,第二暦は

交脚菩薩,第三,第四暦は静手形坐僻,第五暦は食手形坐俳

である｡さらに,むかって左には屋形寵があり,経歴居士の

倍坐像がみえてゐる(Pl. 30133)0 (塔高4.35m)

B.西寵右秩杜の,二段の供聾者である｡上段に逆襲形,

下段に剃髪の比丘形があるB後者は藤JLに坐すo両端の二

喋は,衣がまづ左肩をお低払,衣端が右肩にかかり,右肘に

愛書ついてゐるが,中央の一題だけは:,衣が両肩をお捻って

ゐる｡注意されるのは,膝のところまでさがった衣端が,

弧をゑがいてゐることである｡たぶん,カウンディニヤ

Kau7ldinya(惰陳如)等の五比丘であらう｡左側はすっかり破

折してゐるが,二帽であったかも知れないo

pl. 30.両壁下盾中央部

明窓と門口とに,はさまれた部分には,屋形範がある.歩

手形の坐俳の左に経歴,右に文殊の生像をあらはしてゐる｡

したの蜜壇には,供聾者がならぶが,下牛は破現して泥壁で

宙ぎ孜はれてゐる｡このしたは門口で,こ｣には,いま角材

があてlある｡屋形寵のう-は,八つの坐悌鶴がならぴ,普

た,両脇には五暦塔がある｡蓮鵬文帝のう-,明窓のしたに

は山岳形が彫ってあり,一つづ｣の山蕗に,顔形があらはさ

れてゐる.この山岳形は,明窓東西壁の山岳形につゞくも

のとみられるQ　う-には,後世補修の噂饗がみえ,そのまん

なかに,方柱に架けられた大橋がある｡ (範高3･30m)

pl. 31.南壁下静中央愈

よこにながい長方形の鶴である｡屋形の棟には固形と三

角形の装飾を交互に配し,軒のしたには天蓋飾,すなはち三

角垂飾と,折bたしんだ弘だをならべた垂帳とをあら絵す｡

坐俳と左右の経歴,文殊とは,ほゞ同大に彫られ像のまは

わの寡聞は余裕があb,ゆたかな彫刻である｡

したの賓壇は,中央に香煉,左右に六碓づlの高固形供聾

者を彫ってゐるo破域は中央が,もっともはなはだしい｡

(範高3.30 m)

pl. 32.甫壁下層中央愈坐俳

波状の頭髪をあらはし,まるい顔で,顎はやしとがってゐ

る｡鼻はみじかく,厨の両端が反り,微笑してゐる｡戟はや

や政がく,胸もうすくなってゐる｡蓉手形の右手,および草

を前にむけてたれた左手は,いづれも五指をきちんとそろ

へてゐる｡洗練された,うつくしい像である｡衣制は第六

洞式亡,衣端が,くんだ右足の上Ifから,五戒の方座のま-

に扇状にたれてゐるo　この扇状は:,左右とも,四倣づ｣のひ

だからなり,一番うちがはのは,ジグザグの文枝をあらはし

てゐるB　中央の衣端は,弧線を平行に孜らべて彫ってゐる｡

嬰するに,きはめて単純夜裳かけ塵であるo光背は火焔帯,

坐併背からなり,頭光は坐併帯と蓮華文からなる｡五成の

方座は上線に絡縄文,下線にほそい産耕帝,そのうちがはは

上下とも蓮郷帝である｡方座の両脇には,小さい供聾者が

あり,右は逝髪形,左は高磐形であるo (像商1･40m)

pl. 33A.両壁下屠中央愈文殊菩藤

B.両壁下膚中央愈練磨居士

A.払くい林産に,文殊菩薩がなしめむきに坐してゐるo

三山冠(Rub.ⅤHK)をいたゞき,まるい温和な顔で,少女の

やうにあどけない｡右手は胸にあ帆第二指以下をまげ,あ

たかも事まねで話しかけてゐるやうである｡左手は膝にお

普,草をしたにむけてゐるo天衣は,例によわ腹部でX字形

に交叉する｡頭光は力づよい三井の牛パルメットを患らべ

た唐草文帯と蓮華文からなる｡両肩のうしろには騒犀があ

め(Rub.ⅠVc),鱗文と斜格子文とが彫られてゐるoまた,管

後の基白には連枝(Rub.ⅤⅠⅠIE,F)があらはされてゐるo (政

商1.50m)

B.維摩居士はおなじく,ひくい林産(Rub.VG)に左手を

ついて,な＼めにすわってゐる｡文殊に封坐してゐるのであ

る｡頭k頭巾をいたゞき,顎の髭はとがってゐる0　日をほ

そくあけ,口にいくらか微笑をふくんでゐる｡衣は,膝に達

する長衣であり, Ⅴ字形の襟をしめし,丙脇ではひろい帯の

ラ-吃,大きなたるみをつくってゐる｡襟の線は,ながく裾

までつゞき,繰刻の衣文はたてにならんでゐるo袖は払ろ

く,線がとってある｡右手は,肘を右膝に託し,盛尾をもゥて

ゐるo長衣のした雨足に絃ヅボンをつけてゐる｡両肩のう

しろの虞犀は文殊のばあ払とおなじである｡休虞の緑に
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は,唐草文帝をほる｡四英よりなる竿パルメットの-jiEをの

ばした波状文であるo文殊像の淋塵にも,これをあらはし

てゐる｡左右の休脚には,繭事をさしあげた傑儲像が,彫っ

てあるo屋犀のう-には,高留形供聾者の半身像三確をあ

らはすが,おのおの頚のむきを異k:してゐるo

Pl. 34.南壁腰壁揮彫併停(24, 25)

南壁東部の腰壁は,四つに置ぎって,矩形の併偉浮彫があ

らはされてゐる｡この間版は,そのうち,東の二霞であるo

むかって左は,東端の悌俸陶である.なかぼ以上破損してゐ

るが,ラ-に楯扶形と幌等をあらはすから,堂内の情景であ

らうか.むかって右に二憎の立像があるoそとの方をむき,

手を胸にあげて,合掌してゐるらしい｡顔は綬そ恵がく,良

で肩で,頭上には冠らしいものをつけてゐる｡うしろにも,

人物を彫ったらしいが,奄壊してゐる｡左右の悌停国から判

断して,太子の宮廷生活をあらはしたものと息もはれる｡

むかって右の浮彫は中央に騎馬の太子をあらはす｡倍音

は天蓋をさしかけ,飛天は蒐駆する.太子のまへには,僧形

の立像がある｡

『過去現在因果躍』(大正大蔵経,第三軌p. 681)巻二には,

つぎのどとき悌俺の一節がある｡太子はすでに東,西,南の

三門にでし,老,柄,死の三つの恋慕を欄験したo　こんどは

北門において,浮居天の化した比丘に出あった｡比丘は法服

をつけ,鉢を手にもってゐた｡さうして,出家の功徳をとい

たので,太子はいよいよ俗界をすてる決心をかたくするに

いたった｡浮彫をみると比丘は国光をいたゞいてゐる｡太

子のうしろには城門を意味する屋形の砕門があるo鴫尾を

かざわ,軒に三つ斗があり,垣には階段をあらはしてゐる.

四門出遊の,他の三景は,東壁南平の腰壁にあらはされてゐ

る｡ (倫俸背高0月5m)

pl. 35.南壁腰壁浮彫倣停(26,27)

pl.34の右につゞく俳侍の二場面である｡左はヤショダ

ラアYagodhal豆(耶鞄陀羅)妃が休塵に臥してゐる｡その足

もとには太子がゐる｡右足を皇げた竿伽の参勢,右手をま

げて頻にあて＼ゐる.うしろには合掌し,払ざまづいた侍

者をあらはす｡淋塵のしたには,四人の佼女がすわり,*器

をもった愛し,おも払おも弘の姿勢でねむってゐる｡繁務は

むかって左から排管,細腰鼓,笛,小鼓であるo右隅には巽を

あげた鳥形をあらはす｡帳林のう-に軌垂帳と楯状形が

あり,丙わきには片手をあげて,上梓をさ1-た商磐形の牛

身像がある｡

図版解放28-36

『過去現在因果躍』 (大正大成挺,第三雀,p. 632)懇二によ

れば,太子は十九歳になり,ますます田家の決意がつよまっ

た｡二月七日,いよtJ,よIH家の夜である｡ヤシヨダラア妃が

ねむりにおちると,太子はおきあがった｡あたりをみまは

すと,妃も彼女たちも木人のどとく熟睡し,それはあさまし

いかぎわの姿であった｡浮彫はとの光景をしめしてゐるo

むかつて右の併体は刑蒙昧城である｡騎馬の太子は身曙

をやし前にかたむけ,右手で手綱をとり,HE:手をやしあげて

ゐる｡馬の四肢は.おのおの,高留飛天の手でさ1-られIC

ゐる｡四確の天人は,地上をあるくのでな(_,基中を飛んで

ゐる.片足をまげ,片足をはねてゐるoうしろで天蓋をさし

かけた侍者も,飛天のかたちである｡城門を,左隅にやし小

さくあらはしたのも,天基からみたつもわであり,-壇のパ

アスペクテイヴである｡

図版上端の唐草帝のほか虹,右端にたての唐草帝(Rub.

VIF)がある｡これは,文様の構成がちがってゐる｡すなは

ち,図形の上牛には龍形をあらはし,したには三葵の牛パル

メットを左右に彫ってゐる｡これは門口の練の角柱にあた

るものである｡ (併侍背高0.95m)

pl. 36.両壁腰壁浮彫併侍(30,31)

悌体は南壁西部につゞく｡出家後の太子は白馬カ1/タカ

とわかれるが,その情景は明窓雨壁にあらはされ(PL唾,5),つ

づいてこの甫壁西部の情景となる｡むかって左は門口に揺

する併催である｡山林中をさまよふ太子である｡太子のま

はわには,喪の皇るい樹木があらはされ,右の永のいたゞき

たは,鳥が羽をひろげてゐる｡太子の足もとから西方には,

山岳形がかさなりあってゐる｡山岳形にはところどころ素

朴な樹木が彫ってあるo　また,左方の山岳は,上端まで達す

る峻峰をあらはし,そのしたk:は,大きな坐像がなかばのこ

ってゐる｡これは山中に修帽するバラモンbr弘m叩a (婆羅

門)仙であらう｡

右の悌伴は,二段に群像をあらはすが,下段の政は破壊が

はなはだしい｡いづれも高撃形の像である｡上段左端は右

手k:水瓶,左手に堂るいものをもち,坐ってゐる｡その右に,

両手を胸にあはせた抱坐像があり,頭光をいたゞく｡この

二確は封談してゐるやうである｡つぎには二億の立像があ

め,右方にす＼んでゐる｡一緒は水瓶をもち,一昭は頭光を

いたゞき,両手削向にあて｣,まるいものをだいてゐるo　ち

ゃうど,左の二億に照癒してゐるが,同一人物であらうか｡

左端の樹木には,四細の花がひらき,この花は四人の像の中

間に鮎々とあらはされてゐる｡ (俳俸背高0.95m)

55



栗岡石箱第六洞

Pl. 37.東壁北部

右に方柱北面免　tt三に北壁の大鶴がみえる｡あくに東壁

の北部がみえるが,北壁にちかづくほど,破損ははなはだし

いo上暦北寵の立俳,その天蓋飾はほゞのこるが,右脇はほ

とんど泡銭してゐる｡下層寵は鉄額に山岳形と高撃形の老

人をあら臆してゐるo坐俳は騨手形であるが左手には鉢を

もってゐる｡あきらかにウルヴェラア･カァシャパUruvela-

K瓦貞yapa調伏の像であるo　こ｣でも右脇の像は油城するが,

北壁k:楼して五暦塔があったらしいo膜壁の俳停滞もなく

愈9,床にいたるまで,なにものこってゐない｡Pl.38の南部

と照廠するのであるから,歩廊の瓦茸屋形,供聾者列像があ

ったものとおも捻れる｡ (壁高14.15m)

pl. 38.東壁南部

左には,方柱南田鶴がみえ,右には,門口とそのうへの屋

形鉱の一部,文殊菩薩がみえるoあくの東壁南部は,あざや

かである｡上暦は,例によb立併三食,下層綻楯状癖に坐俳

をほb,姦座のまへに-封の鹿をあらはしてゐる｡まさに,

鹿野苑MTigadavaの砂陣放輪像である｡愈両側に五暦塔が

あ9,南側の塔は仝鰻がみえ,北側の塔は方柱にかくれて

ゐる｡塔肱五戒の方盛上にたち,第一厨二俳並坐,第二暦交

脚像,第三暦蓉手形坐俳,第四,第五暦は合手形坐俳である｡

唐草文帝のしたの併侍は三つの場面がみえる｡甫壁にくら

べて,矩形がよこにh:がく,とくに南端においていちじるし

い｡そのしたの屋形,たるき,三つ斗,叉手束があきらかに

彫られ,そのしたに桁がある｡ちゃうど,寺院の回廊とみら

れる.そのした,床に接して,高鷲形の供聾者列像が,門口

の方にむいてならんでゐる｡しかし,破損がいちじるしい｡

列像の中間には後刻の小寵がいたるところに彫ってある｡

(壁高14.15m)

P1. 39.東壁上層･北愈

立俳は蓉手形で,左手はま-にだし,衣端をとるD下にむ

けた顔は,息しくも鼻が扱じてをり,衣の右年分も拘滅して

ゐる｡鍵身光は,わづかに火焔帯の一部を,のこすだけであ

るo左わき菩薩は三山冠をいたゞき,おもながで,頚はほそ

く,すらり2:立ってゐる｡開府をおほった衣は,前にゑりす

ぢむっくり,さらにそのうへに,かしった天衣が,まへにた

れてⅩ字状に交叉してゐるo

圃版右端には,脇侍にならぴ,脇侍とおなじ遷座上に立っ

た比丘が,正面にむいてゐるo左手は放衣のしたにかくし,

右手はあらはしてゐる｡ながい衣の裾が反挿してゐる.作

ゆきは,きはめて繊細でうつくしい｡この比丘にかさなって

一列の比丘があり,これが北甑の限界である｡したがって,

これらの像は,北寵の供聾者でもあわ,同時に申寵の供聾者

でもある.すなはち,下から第二の比丘捻中寵の方をむき,

第三の比丘は北寵の方をむいてゐる｡脇侍菩薩の上方には

四列の供黄者立像がならぶo a:れは,すべて高繋形である｡

(像高3.00m)

p1. 40.東壁上静中央愈

同形式の天蓋範で,五節三命をあらはしてゐるoまったく

同形の立俳である｡嬰身光は火煩帯,飛天野があり,頭光は

坐俳背,蓮華文である.脇侍菩薩はPl. 45,46を参凧｡脇侍

上方の供聾者は右脇が四列,左脇が三列みえるが,序列はけ

っして機械的でなく,かなり自由である｡くほしくみると,

丙脇侍頭光のすぐうへ,二段のうち,下段は高撃形天人二

増,上段は剃繋形比丘,ともに供物をさしげてゐるo　これを

とりかこんだ上と杭とには,奏楽の高鷲形天人がならぴ,細

腰鼓,琵琶, ′ト鼓,監笛,鎮銀,棋笛,排管など各種の賛辞をに

ぎやかに奏してゐる0本尊と両院侍とのせまい中間にも,

税笛,細腰鼓の-欄づゝがあらはされてゐる｡(像高3118m)

pl. 41.東壁上静南奮

うへと同形式の天蓋範であり,立件の三尊であるoたれ

た左手は,すこし択じてゐるが,だいたい完好である｡単身

光の火焔は,基部に山岳をあらはす形式であり,北寵中範と

ちがってゐる.火焔背のつぎは,生併帯であわ,頭光は飛天

守,襲撃文である｡脇侍菩薩も,おなじ形式であるが,右脇

侍は両手で香淀をさしげ,頭光には火煩背があらはされて

ゐる｡これに封し,左脇侍は右手をたれて水瓶をもち,左手

はまげてまるいものをさしげでゐる｡頭光には三発の年パ

ルメット唐草交野がある｡随侍のう-の供聾者群は,高撃天

人と剃柴比丘とであるが,合掌した9,供物をさlげたりし

てゐる｡ (像高3.00m)

pl. 42.束壁上暦北部

天井に凄して爽柴天人の列寵がある(P).49)oそのしたに

項蜂と惟幕の背,坐俳列の帯が,塾のごとくしめされ,つぎ

に上下の粟解背にかこまれた上層鶴がある｡立俳の右脇か

ら,北壁東部にかけては,すっかわ拘滅してゐる｡園版左端

には,方柱東面上層寵の左脇侍菩薩がみえるo(像高8.00m)

Pl. 43.東壁上静北愈中央愈間供養者群
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むかって左に北愈立沸,右にrP銘立俳がみえ,中央には繭

癌の脇侍と供聾者群がある｡雨脇侍は共通の廼盛上にたち,

その中間には比丘の立像があらはされてゐる｡俳愈構造と

してはあいまいであるが,造形的には自由であるとい-る｡

したがって,立俳を安起した天宝鑑のくぼみに射し,こ｣に

は封脈拍勺なふくらみがあらはされてゐる｡ちゃうビアカン

サスの社説をみるやうに,ぬもとの垂塵からうへにむかっ

て,哀華なひろがDをみせてゐる｡だから,東壁金髄をみわ

たすと,天蓋寵のくぼみと,供聾者群のふくらみとが交互に

あらはされて,おだやかh:,忠揺らかな起伏の1)ズムをか盆

で1ゐる｡これが第六洞のいちじるしい特色の一つであ

る｡ (暦高8.65m)

Pl. 44.東壁上静北愈中央虚聞比丘立像

Pl.43の中央k:みえる比丘像である｡身髄の比例はよく

i: ｣のってゐる｡頭光をいたゞき,まるい剃栄の頭を,やl

普-にかたむけてゐる.眉目は,欲妙k:彫られ,序には械笑

をた1へてゐる｡大衣は,左肩からまっすぐにたれ左腕む

まきとみ,その衣端は,腕のう-にたれてゐる｡右肩にか1

った衣は,とがったqr襟をつくり,右手をあらはにみせてゐ

る｡繭手はかさぬて胸におく｡どっLbした僧猫をあほふ

大衣には,しっかbした線刻の衣文が,弧状紅平行してなら

ぴ,裾にいたって硯柚し,そのしたには下衣の裾がゆるく波

状をゑがいてゐる.足に捻,あさい牡をはいてゐるらしく,

ゆぴをあらはしてゐない｡要するに,ゆたかな食違姫ではあ

るが,初期株式のどとく,盈感を素朴にしめさない.衣端の

疏樽や衣文の遊動感によb,繊細なアクセントをつけてを

a,とくに渉の表情はふかく,精神的なものとなってゐる｡

右肩の脇には,ながい童にさ1-られた,漏斗状の蓮華を彫

a,ラ-に商留の他生aupap瓦dukaをみる｡

pl. 45.東壁上層中央愈右脇侍

むかって右に,申愈立俳の右手がみえ,腕からたれた衣が

カづよい反bをしめしてゐる｡右脇侍は例のどとく三山冠

をいたゞき,まるい頚,ひろい肩幅の,ゆたかた耀身障である｡

右手刷軸にあて｣,まるいものをもち,左手は香煙をさしげ

てゐる｡肩からは,Ⅹ字形に交叉する天衣がさがわ,爾肘に

か1って硝脇にたれてゐるo　右の肘から脇にはねた衣端が

みえるが,これは例のどとく,肘までの袖をしめすものであ

らう｡頭光は変改形で,火焔帯にふちどられてゐる｡

本尊との中間に細腰鼓をうつ高撃天人があらはされてゐ

る｡左足を堂げ,右足をのばし,三鵬の性そ恵がい産屋のう

固版解訟37-49

-k:のせてゐる｡盛がするどく,敬がとがってゐるo脇侍の

まはbの麺類天人も,並がするどく,敬がとがる｡共通の特

色であるo

Pl. 46.東壁上静中央愈左脇侍

Pl.45に封癒する左脇侍である｡これも,忠恕じくゆたか

な身鰻をもち,比例がと｣のってゐる｡同寺を胸におき,く

みあはせた指は,いきいきとあらはされてゐる｡すわおち

るやうに,左肩にかしってゐる天衣と上衣のそでが,肘のと

ころで階段式衣文をつくるのはうつくしい｡預光は三英の

年ノセルメットからなる唐草文背である｡

pl. 47.東壁上層中央愈南盛岡比丘立像

申寵と甫寵とのあ弘だに,はさまれた比丘立像であって,

北叡中愈間のばあひくPl.44)とおなじである｡うつくしい

比丘であるo右手を胸にあて,供物をもち,左手はたれて前

にだし,まるいものをもってゐる｡との像には,衣端の反樽

がなく,裾の線はやしたひらである｡雨足をよとむきに踏

み,牡をはいてゐるoした紅蓮郷の古座がある｡右脇k:は.

ながい萱紅さ1-られた蓮華上k:,高留形化生の牛身像を

あらはしてゐる｡

Pl. 48.東壁上瀞中央愈左脇供養者群

中寵左脇侍の上方にむらがる供聾者群であるoたてに四

刺,よと四段にならぶo左脇侍頭光上の二段は,ラ-が比丘

二櫨の合掌,したが高官形二鱒の合掌である｡この上と脇

に薬類天人五儲翌がある｡上から(1)横笛, (2)排管, (8)琵琶,

(4)細腰鼓, (5)螺只である｡むかつて右端の一列は,比丘の

合掌四憎である｡いづれもゆたかな身侵箆である｡したから

第二は衣制がかはり,左肩をあほひ,衣端が右肩をおはふ式

で,ほかの三億は迅屑である｡

Pl. 49.東壁最上暦北部

うへには,天井2:のさかひた,なしめの壁画に彫られた飛

天がみえ,そのしたに重婚天人の戟列がある.北端は,ほと

んど拍城する｡天人は高留で平身像である,紫梓は左から

(1)不明, (2)小鼓,くさ)琵琶, (4)排管, (5)竪笛, (6)翠, (7)既

成となる｡基頓には,例のどとく蓮華文をならべ,他生が堺

路をさげてゐる｡したに,帳幕があさく彫られ,との弧線に

あはせて理路があらはされてゐる｡したの坐併列はいづれ

も頭部をうしなふが,型のごとく,馨手形と合手形とを交互

にならべてゐるo (暦高2.40m)

57



雲岡石窟第六洞

pl. 60.東壁最上静中央部

pl.49の南につゞく固版である｡泰男き天人はよくのこっ

てゐる｡韓器は,Pl.49につゞいて,左から(1)螺貝, (2)鏡鎮

となり,つぎの二欄は相射して呑どゥてゐるo固版の右端は

琵琶を奏してゐるo (暦高2.40m)

pl. 51.東壁下膚北愈

秩額と愈側には,山岳形をかさね,商撃の老人群を彫る｡

生休は衣文が拍滅し,泥迫の補修に呑性ほれてゐる｡だから

膝からしたの衣端も,まったくわからないoたぷん,もとは

甫範とおなじく,扇状に払ろがってゐたであらうo砕身光の

火鳩帝は,基部に瓢形をつくる式である｡しかし,髄の内外

とも,右側はすっかり拘械して変り,したの唐草文帝もなく

なってゐる｡うへには尖扶寵六つをならべ,碍定形坐僻が例

のごとくあらはされてゐるoむかって右には,五暦堵(Rub.

VIA)があざやかにみられるが,左にはなにものこってゐな

い｡

第七洞西壁第一暦北寵(本啓,第四怨,Pl.82)にみるごとく

ウルヴェラア･カァシャパUruveは-K孟貞yapa (優桜頻螺迦英)

の調伏であるo火神岡の炎上におどろいて,水域をはこぶ

カアシヤパの一族は,第七洞のばあ弘よりも,いっさういき

いきとしてゐるo (寵高3.55m)

pl. 52A,B.東壁下層北愈依坐像上身

例のごとく,波状の頭髪を捻り,まるい顔をしている｡眉

も目もながく払かれ,うつくしい｡衣文は,まったく後補だ

が,蓉身形の右手はどっしりとして,びくともしない力づよ

さをしめしてゐるQ左手には鉢をうけ,そのなかに,渦怨状

に蛇がおさまってゐるのは,俳侍にとくごとく,調伏された

火龍(本番,第四巻,Pl.82)である｡ (頭高0･55m)

pl. 53A,B.東壁下静北愈水密はこぶJヾラ毛ソ

秩額の右年分である.秩額から寵側まで山岳形と老人た

ちがつゞいてゐるQ高撃の老人たちが,手に手に,水塊をも

ってたってゐる.顔はほそく顎がとがてゐる｡ほそい環胸,

両手,雨足は筋ぼってゐる｡腰布をまと払,やせた苦行者で

あることがわかる｡中央の二梢は,水塊をさかさまにして,

坐俳のうへに水をそもいでゐる｡

pl. 64.東壁下屠中央部千俳愈

千体寵は一段十六寵で,たてに十二段ある｡したから五

段のところに,たかさ四段分,幅六範分の楯扶節(Pl. 55A)が

ある｡千俳寵は,おのおの尖扶形/ト寵である｡範内の蹄定

形坐俳は,大部分が左肩をまづ合性ひ,あとで右肩を宙ほふ

衣制で,襟がⅤ字形にそろってゐるoたゞ,ところどころに

通肩の衣制がまぎってゐる｡おしいことに頭部をうしなっ

た坐俳が多いo　う-には,七つの尖秩寵がならぴ,押定形坐

俳を彫るoあきらかに過去七俳をしめすものである.その

ラ-に選締帯があり,そのう-には,上層申愈立僻の一部が

みえる｡千俳のした,唐草文帯とのあ弘だには,高額形天人

の上身がならぴ,左右相野してゐる｡固版下方には,壁の破

放したところがあり,いま泥壁であざ患ってある｡ (中央寵

高1.30m)

Pl. 55A.東壁下府･中央部坐俳愈

B.東壁下層中央部唐草文構

A.楯秩俄は三間にわかれ中央に蓉手形の生休を彫る｡

頭書陀うしなふが,やしなで肩で,第六洞式の衣制であるo

足さきに房状の衣端がたれてゐる｡左右廟には脇侍菩薩の

立像をあらはす｡秩額(Rub.ⅤⅠⅠⅠⅠ王)は,六つに畷介され,お

のおの飛天をあさく彫ってゐる｡この飛天は,頭がまるく,

減布をまと弘,雨足をあらはにしめしてゐるo　まはりの,授

かの寵とちがってゐるのが注意される｡排額のしたには帳

幕が潜もくたれてゐる｡ (中央戟高ユ.Son)

B.千体範のしたに,三昭の高撃形天人の上身がみえる.

頭を側面にむけてゐるQ　そのしたには,例のごとく,唐草文

背がある｡ (唐草文背高0.45m)

pl. 56.東壁下層南愈

楯秩寵を三つの間にわかち,中央には坐伸を彫ってゐる｡

左右廟には四段に供賓者がならぶo本尊光背は火熔帯と生

体背,国光は火焔帯と蓮華文である｡生体の衣端は,前にた

れて扇状に払ろがり,変域の中央には密輸cakra,その左右

には封鹿,つゞいて,二人づ｣の統坐食草者をあらはすo　あ

きらかに鹿野苑における初樽法輪であるo末のグナバドラ

評『過去現在因果経』 (大正太織控,荊三食,p. 644)巻三によれ

ば適韓はベナレスB坤asl･ (波確捺)の鹿野苑Mrigadava

にある仙人任鹿k:ゆき,カウンディ二ヤKaurldinya (憾陳

如),マ-アナァマMahan元ma(摩詞邪歴),ヴァアシュパⅤ茄pa(故

班),アシ-ヴァジトA貞vajit (阿拾婆閥),バドワカBhadrika

(放陀薙)の五人のために,はじめて法輪を時じ,四聖蹄の淡

を詮き,清浄の放眼をえせしめ,最初の弟子にしたのであ

るo左廟をみると,ラ-に四礎の高啓形天人をあらはすが,

したに三礎,蟹境に二階,計五曙の頭巾をつけた俗人ふうの

除坐像がある.これはトラプシアTrapu苧a(提謂)とバ1)カ
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Bhallika (婆利)の繭人たちであらう｡これに封し,右崩は,

ラ-に二億の高額天人があり,したに五磯の合掌比丘があ

り,これこそカウンヂィニヤ等五人の併弟子たちである｡

楯状寵のうへには,六つの坐俳爽秋髄があり,左右には五

暦塔(Rub.VIB,C)が一部みえてゐる｡ (鋸南3.60m)

pl. 57,58.東壁下潜南東坐W,像上身

まる顔で波状の頴紫は例のどとくであるo曲にきゃがあ

るが,顔は童顔ともい-る腔ど,あかるい衷情である｡顎が

とがってゐるのが目k:つく｡肩は,ゆたかであるが,頚はや

やほそい｡衣文は例のどとく階段状である｡あげた右手は

栂指を破損するが,のばした緒はかたい｡腹部に,水平の裂

け目がみえるo左手もや1損じて,補修されてゐる｡ (頭高

0.68 m)

pl. 59.東壁下層南愈也輪と鹿

うへに坐僻の衣端が,扇状にするどく払ろがわ,その中央

に汝輪三つをかさぬる｡汝輪はしたに盤と基切がある｡封

鹿はみごとに彫ってある｡愛らしい目,やさしい頚など,い

きい資としてゐるo　したの唐草文背は,前にのべたどとく

である｡

pl. 60A,乱　東壁下盾南愈右牛

pl. 6lA,B.東壁下静甫愈左宰

洪額は,六笹にわかれ,高整形飛天がシムメ1･ 1)ックに相

射してゐる｡天井や方柱でみるやうに,高額は,いちじるし

くながい｡肘までかしる上衣は,ひろい帝のう-で,左右に

たるみ,中央でⅤ字形の襟をつくる｡はねた足さきには,A:

がい裳がかちんで,賀状のかざt)となる｡扶額の丙隅には,

逆襲供蕃者の牛身像をあらはす｡したには鈴をつけた三角

垂飾と椎幕がある｡惟幕の弧形は,理路でふちどってゐるo

蜜壇では,封鹿の両側に,二髄づ｣の食草的坐像をあらは

す｡左わきの煉,頭巾をいたゞき,膝までの長衣をつけてゐ

る｡これは窄袖であり,襟がⅤ字形にそろ払,膜に背をしめ

てゐる｡また膝からしたにはヅボンがみえる｡北方人の服

装である｡このこ骨壁は,ラ-の三髄と合して,トラプシア,

バ1)カ等の商人であらう｡

蜜壇の右脇には,逆襲形の挽坐像があり, X字形の天衣を

つけてゐるDたぷん,ブラフマアBrahm豆(大驚天)とインド

ラIndra (躍提桓因)とであらう｡

pl. 62A,13.東壁下静両虎左右脇供養者群

固版解貌50-64

いづれも四段に食草の像をならべる｡左府はう-から四

鰭が高官倣,したの三憎が,頭巾をいたゞく像である｡頭巾

をいたゞく像は,Pl.61の二像と合して,トラプシア,バ1)カ

の繭主たちである｡

右頗のした,五鰭の,比丘はカサンディニヤ等の五比丘であ

る｡と｣には,ラ-に南街形の天人二億をあらはしてゐるo

Pl. 63.東壁腰壁揮彫俳停(18)

東壁北龍の左わき,塔形のしたにある俳体である｡むかっ

て左に,三人の射手が弓を弘をしぼってゐる｡高官で,靖光

をいたゞき,みじかい袖は,肘のところで払るが-ってゐる｡

天衣はⅩ手放にまじはり,肩にかlった両方の端が,ながく

たれてゐるo右には三つの槙的がならんでゐる.その一つ

には動物が箇払よってゐる｡ 『過去現在因果腔』 (大正太織

腔,第三軌p.628)奄二によれば,つぎのやうにかたられて

ゐる｡シツダァルタ太子が十歳にh:つたとき,父王は国内に

弓の名人をもとめ,太子に射番をおし-た｡太子は,師のあ

たへ-jt'1､弓をしわぞけ,七弓をもって,一統で七織鼓を射と

ほした｡太子の義弟ヂヴァダックDevadatta(提婆遼多)や異

母弟ナンダNanda(挫陀)ち,轡力をほとってゐて,三=.子が

武塾をきそふととk:なり,国中に金鼓,銀鼓,銃石の鼓,銅磯

の鼓など,おのおの七枚の鼓をならべて槙的とした｡まづ,

ヂヴァダックは三枚の金鼓を射とほした.つぎにナンダも

三枚の鼓を射と促した,太子は,七枚金部を射とほし,その

鮪は池をつらぬき,大政閉山をつきとほしたといふ｡この

浮彫の三人は,太子とヂヴァダックとナ1/ダの三人であり,

棟的は金鼓等であらう｡う-虹,二鰭の飛天が,身確をよと

たへてとんでゐるoむかって右の飛天は,足を前にだし,あ

たかも,太子の妙技に感歎したごとくである｡ (商0.95m)

Pl. 64A,B.東壁腰壁搾彫蝕侍(19,20)

A. Pl.63の南につゞく俳侍である｡力技にも,非凡の能

力をもってゐたシツダァルタ太子は,やうやく青年となった｡

『過去現在因果挺』 (大正大蔵経,約三馨, p. 629)奄二によれ

ば,あるとき太子は群臣をともなって日進し,閤浮樹blambu)

下に端坐したo　浮居天Suddhav豆saはみづから填虫に化し,

島をして啄ばましめた.太子はこれをみて,ふかく慈悲心

をおこしたが,父王は,かってアシクAsita仙の橡冒したこ

とを海もひ,太子が出家するのをおそれ,さらに妓女を均し

てたのしませたといふ｡また『過去現在因果控』は,つゞい

て,つぎのやうにとくo太子は年十七歳になb,マ-アナア

マMahanama (鹿討都塵)の女を妃としてむか-たが,太子
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は妃に接近しようとはせず,夜になると,たゞ蹄親を修する

のみであった｡父王はこれをうれ-て,さらに班女を噂し,

これをたのしまさうとしたが,太子は相かはらず,妃にちか

づかなかった｡

この浮彫は左に鵡尾,斗挟,椎等をそなへた屋形をあらは

し,太子弘とわが払くい体感にすわってゐるo太子の盛のう

しろにある屈原は,南壁中央の維摩文殊財閥の陶(Pl.81)と

おなじである｡建物のま-には階段があり,そのよこに味,

相旅する-封の像がある｡まへにたふれた人物と,これに

酒をし払てゐる人物とがある｡レ､づれも高額形で,あなじ

服装をしてゐるが,経典にいふ妓女であらう｡右端牡,破損

し泥壁となってゐるが,光背をつけた立像がうかどはれるo

要するに,宮中欺韓の情景であるo父王がシツダァルタの慰

安をはかり,世俗のたのしみをしらせようとする園である｡

これに射し,経典にとくごとく,太子は秤観を修し,俗界の

誘惑にそまないのである｡ (高0.95m)

B.駒岡につゞく俳停であるが,左端は泥壁があほふて

ゐるo楯状形に陣幕をつくり,そのしたに蟹冠の像が,牛肋

のすがたで坐してゐる｡肩のうしろに,天衣がはねあがり,

うごきのある情景である｡まへに冠をいたゞき合質した像

が払ざまづいてゐる｡物語の内容は,はっきりしないが,つ

ぎに四門出遊の場面が展開するから,たぶん,太子をおもひ

とど曇らせるために,口絵いてゐる父王,シュツドダナであ

らう｡太子は出遊をねがひ,とめられてゐるのであらうo

(商0.95m)

pl. 65.東壁腰壁浮彫俳停(21)

太子が四門より出道し,人生の悲哀を経験する場面は,こ

こからはじまり南壁文部にまでつゞく｡ 『過去現在因果経』

(大正大概経,第三怨,p.629)懇二によれば,太子が群臣をと

もな払東門をでる2=,国中の人民が,雲のごとくあっまって

ゐたo浮居天喜uddhav豆saは,みづから自柴,腰のまがった

老人に化し,枚をつき,よろめき歩いてゐた｡太子は人の年

老いた秦をはじめてみたので,大いになやみ, ｢われ富貴と

い-ども,豊払とり免る｣をえんや｣と心に念じ,以奔ます

ます人世を厭離するやうになったといふ｡

むかゥて左に城門がみえる｡屋形,鴫尾,斗供は例のごと

く,門扉はかたく閉ざしてあり,ラ-にどっしりした楯があ

る｡基唖は損じてゐるが,欄楯と階段がついてゐたことが

わかる｡太子はたかい冠むいたゞき,馬にのり,右手に手綱

をi:わ,左手をあげてゐる｡ G.はみえない｡天衣がうしろ

にひるが-ってゐるのは,この洞の特色である｡侍者は大き

な傘宝をもち,飛天は発行する｡ある弘は,浮居天であらう

か｡そのしたに,贋のまがり,杖をついた老人があるいてゐ

る｡高額形だが,顔は破況してゐる｡膝までの長衣,そのし

たにヅボンをはいてゐる｡ (高0.95m)

pl. 66.東壁贋壁搾彫俳停(22)

Pl.65の南につゞく俳停国で,シツダァ/レク太子の四門出

蓮の一場面であるo 『過去現在因果経』 (大正大蔵経,第三

金, p.630)雀二には,つぎのやうにのぺてゐるoしばらくし

て,太子臆,また出遊したいとまうしでたので,父王は南門

からでるやうに命じた｡このとき,浮居天は,みづから病人

に化して,二人のものにたすげられながら路傍にゐた｡太

子ははじめて,貴賎をとはや人間の病むことむしり,ふかく

恋慕を感じた｡国はPl.65とおなじく,左端に城門があり,

騎馬の太子,傘蓋をもつ侍者,兜等する飛天も,だいたい前

者に似かようてゐるo太子のきた長衣のしたには,ひだの

ある下葉が,うしろになびく｡まへには両手に枚をもち,臥

くい篠JLにすわった逆襲形の男がを臼,太子をみあげてゐ

る｡経典にいふところの病人であらうo (高0.95m)

pl. 67.東壁腰壁浮彫併停(23)

東壁南端の併侍で,Pl.66からつゞいてゐる.また右方に

紘,甫壁東端における解体の破損した部分がみえてゐる｡

『過去現在因果腔』 (大正大赦経,第三馨, p. 630)懇二にいふ｡

しばらくして,太子が,また出超をまうしでたので,父王は,

西門からでるやうに命じたo辞居天は死人に化したo四人

のものが,これを典にのせ,香華をそのう-k:まいてゐる｡

ほかのものにはみえす,太子と畢友ウダァイUd瓦yi(優陀夷)

だけにしかみえぬやうに,辞居天がはからった｡太子はウ

ダァイにそのわけをたづねたが,ウダァイは王命により獄し

てゐた｡浮居天は,紳力をもってウグァイに答-しめ,太子

ははじめて人間の死を知ったo

国はPl.65,66とお盆じく,左端に城門を彫るが,こ｣は壁

に飽裂がある｡太子の騎馬もなかば損じてゐるo先導の飛

天は方向をかへて,太子の方にむかってゐるo飛天とおなじ

たかさに,頭巾をかぶり,長衣をきた二人の人物があるき,

その一人は幅をもってゐる｡おそらく,葬列をあらはしてゐ

るのであらう｡そのしたは,破損してゐるが,二三の人物が

立ってゐるらしいo経典にいふ典をになってゐる人たちで

あらう｡ (高0.95m)

pl. 68.東壁腰壁供養者列像



Pl.68の節徹のしたである.屋形,たるきむっくり,三つ

斗,叉事束を桁がうけてゐる｡三つ斗の一つおきに桂がたっ

てゐる｡東壁だけでなく,周壁粂過にほどこし,-密の回廊

をあらはしてゐることがわかる｡柱と杜との中間に四誰の

高留杉眺聾者がたちならんでゐる｡手に事k:大きな蓮華を

にな払,南壁の方へむかってあるいてゐる｡洞内で,右鹿の

絶pradak!iDaを修してゐるのであらう｡身確はやっと輪廓

がわかる程度であるが,つぎa)柱間には,伶形がみとめられ

る｡なほ,ところどころに北貌後期の小龍がみうけられるo

(屋高1.95 m)

pl. 69.北壁西部

右に方柱西面がみえ,あくに北壁西部がみえる.北壁按,

破損がはなはだしいが,ほかの壁とおなじく,上層に僻の立

像をほる｡身潤には,補修の着衣がのとってゐるが,もとの

造形は頭部と事の部分ぐらゐであるo天蓋も脇侍も供聾者

群ものこってゐない.うへには例のごとく,蓮細帯,坐併列,

磯路と椎幕があったが,これらも,輪廓がみとめられるだけ

である｡そのう-の柴犬列禽(Pl.78)は比攻的k:よくのこゥ

てゐるo下層は選締帯につゞいて坐併列寵がわづかにのこ

ってゐる.そのしたは北壁金闇が楯洪寵となるのであるが,

としには楯換題の龍惨がみえ,右痛と西桂とがみえてゐる｡

西桂は,ほとんど表面が陶滅してゐるが,末社でわかるやう

吃,もとは八角柱である｡桂の下部と,北壁基壇には修理の

あとをしめす,まるい孔が鮎々とみとめられる｡

としでは,方柱西面の造形,浮彫の高低がよくわかる｡こ

こでも,基壇は払どく破損してゐる｡ (壁高14.30m)

pl. 70.北壁東部

p1.69の西部に周麿するo上層の立俳は,頭部も身礎も泊

械し,補修の泥作がのこるだけであるo脇侍も,秩聾者もす

っかりなくなってゐるが,戟形のくぼみと両脇のふくらみは

よくわかる｡最上層の坐悌帯,理路と陣幕は,まったくね城

するが,♯天列鶴はかなりよくわかる｡下層は,これk:反し

て,比硬的促存がよいo絹沸額にある鶴形,左鳳八角形末

社がみえる｡左廟のうちに,どっしりとした立像は,後補の

泥像であるo東壁のゆがみぐあ払,また補修の泥壁が,よく

わかる｡むかって左に,方柱の東面がみえるo　基壇は,大破

してゐるので,泥壁であほってゐる｡ (壁高14=.30 m)

P1. 7lA.北壁上潜西部

B.北壁上静東部

闘版解訟65-75

A.天蓋はあとかたもないが,立働の頭は,ふしぎによく

のとってゐる｡例のごとく,波状の頭髪で,したをみおろし

た,生るい頚であるo柔和な眉目,やl爾端のそった口もと

がうつくしい｡葛と手形の,大きな右手と左手も,もとのま｣

であるo左脇侍は補修の泥陵であり,それにならんで,比丘

立像と,そのうへの比丘列像とがほどわかる｡嬰するに,性

かの三壁と海なじ造形である｡ (像高8.20 m)

B.西寵に封する東寵であるo天蓋はおぼろげh:がらの

とってゐるが,立件は頭も身淵もほとんど拍滅してゐる.右

脇の脇侍と供聾者群が,ぼんやりのこってをり,うへqCひろ

がる柱状をなしてゐるo (像商3.15m)

pl. 72A.北壁上静中央部

B.北壁上唇中央部俳立像上身

天翌は盤面がなくなってゐる｡立俳は頭と手足がよくの

とってゐる｡ながく払かれた眉目,払いでた鼻,やさしい口

もとがよくわかるo眉は,泥作の補修であるが,もとのすが

たが想像できる｡繭脇侍も,後世の泥作であり,供聾者群の

破損も,東西鮪とひとしく,はなはだしい.ラ-k:坐俳列髄

が輪廓だけのこってゐる｡ (像高3･15m)
l

pl. 73A.北壁最上層西部

B.北壁最上静中央部

A.上層西寵のう-,天井に接した繋天列寵は,ありによ

くのこってゐる｡むかって左から(1)杭笛, (9)排管, (3)細腰

敬, (4)翠, (5)′ト鼓, (6)藍笛,(7)既成(?)となる.基壇には,

例のどとく,蓮華と化生とを交互にh:らぺ,他生は理路をも

ってゐる｡

B.上層申範のう-把あたる楽天列髄である｡前田の東

につゞく｡壁面は東にす｣むほど,破税が払どくなり,楽界

もわからないし,理路をもつ化生もすっかり消滅してゐるo

pl. 74, 75.北壁下瀞愈

北壁下層は仝鰹が一つの楯排寵であるo　中央と左右府と

の三つの間は,左右にたつ八角桂で堪ざられてゐる｡中央

にu:,い堂後補泥作の群定形坐俳が,すみまるの大きな塵に

安定されてゐるが,もちろん,もとの形式は,まったくとゞ

めてゐない｡北塊の造像は,との泥像(Pl.82)のしたにかく

れてゐて,いまわからない｡左右脇侍は立俳であるが,これ

もいまは後補の泥像である.

沸額の龍形はPl. 76-78にゆづるが,爾脇妃は坐併列寵が

ある｡ Pl.75には左脇の列寵がしめされてゐるo碓定形で,
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衣端が膝まへに,扇状形に72:れてゐるのは,通例のどとくで

ある｡ (寵高7.00m)

pl. 76-78.北壁下暦愈欄扶額

この楯秩額は,鶴形にもとづいた特殊息張つなぎ文であ

る｡中央部に四,左右部におのおの三,傾斜部におのおの-,

合計十二の現がある.環は,-封の青白の胴からなる｡龍頭は

相射し,前肢はZE右から相模し,現のう-で龍尾がからんで

ゐる｡隣接する環は蓮解をつけた低そい背でむすぶoさら

に現のなかには,身確をよこたへた飛天をあらはす｡高撃

天人で,足さきには,例のながい裳がからみついてゐる｡左

右部の飛天は,シムメト1)ックに配置されてゐるが,中央部

では三憎が西-むか払, -鰻が末にむかってゐるo　このや

うに,育巨形が唐草文に利用されることは,第十洞に,その例

(本執第七宅,Rllb.王VA-C, Vp)がある｡

したには三角垂飾を捻る｡注目されるのは,一つおきの

三角形に二促のたれ紐を線刻してゐることである｡三角形

のさきに鈴がつく｡そのしたには,あさい惟幕をつけ,その

線に捻磯路がさがってゐるo (楯株高0.50m)

pl. 79A.北壁下暦愈八角桂

B.北壁下暦愈末社上部

A.北壁下層範の西隅からとった潟虞である｡てま-吃

西桂がみえる｡上部では八角形の各面がよくわかるo四方

の回は払ろく,そのあひだの面はせまい｡ひろい面は,尖洪

叡二をならべ,せまい画は相鉄龍一をおくo西桂のむかふ

吃,楯状額の表側がみえ,と捻くに末社がみえる｡鶴の天井

は,ほゞ平面で,蓉身光火焔の頂上があらはれ,その左右に

飛天がみられる｡左端に後補泥作の生体がみえる｡

B.東側の八角杜は,よくのこってゐる｡西桂と照臆し,

弘ろい面には尖耕叡二つ,せまい面には楯鉄鉱一つを彫る｡

しかし,後者も上端の三瓶だけは尖鉄瓶である｡おのおの

の寵には,蹄定形坐俳をおさめてゐる｡また,一層ごとに蓮

解背がある｡欄秩顔のうらは,あら彫りで,天井にある高額

形の飛天がみとめられる｡左肺の天井は,一段ひくしなっ

てゐるやうである｡

pl. 80.北壁下暦愈東桂上部

うへに椎箱がさがわ,八角杜の上端は,尖挟範をなかぼし

か彫ってゐない｡尖秩寵の中間には,よこむきの,まるい頭

だけが彫ってあるo　おそらく供茸のj:t:丘であらう0番内鐸

定形の坐俳は二程の衣制をしめし,左肩をあほひ,つざに右

肩をお性ふ式と,退屑の式とがみられる｡ (桂幅0.75m)

pl. 8lA.北壁下層愈西端

B.北壁下暦愈西端供養者像

A.むかって右に,右脇侍の泥像がみえるが,もちろん後

世のものである｡そのうしろの壁には,床にそって二骨投の立

像(Pl.82B)がみえる｡そのうへには高撃天人の供萄胎盤像

がある｡第三の暦も,やはり供聾者の距坐像とみえる.

むかゥて左にある柱状の突出部は西端の杜である.壁面

には,鮎々として補修のための純孔がみとめられる｡

B.前脚の一部分である｡中層の高繋形距坐像は,むかっ

て右にむか払,かた手に供物をさしあげてゐるo天井の彫

刻はすっかり摩施してゐる｡

pl. 82A.北壁下暦愈坐併発背

B,C.北壁下層愈西部供養者像

A.本命泥像頭部のう-にみえる駄身光の頂上であるo

火焔帝があざやかK:のこってゐる｡そのうちの一帯は,脚光

の火焔背らしいが,はっきりしないD　光背の下部は,すっか

り拘滅してゐる｡両側には飛天がむきあって彫ってある｡

B. Pl.81Aでみた立像二唱である｡東の像は右手をふわ

あ帆左手を腰にあて,右足むうかせてゐるo頭は東の方に

むかふo門口に,しばしばみる門神のポウズである｡西の立

像は,右手を膜にあて,左手をあげてなり,前者とおなじ方

向に頭をむけてゐるoいづれも供養者であるが,これ臆天

人のすがたである｡ (像高2･13m)

C.左端に凸郎するのは右脇侍であるo右端には本年

泥像の膝がみえるoその中問の壁に,立像が二鰻のこって

ゐるが,むかつて左は大きく,右は′トさい｡ともに頭がまる

く,比丘像である｡ (像高2.15m)

pl. 83.西壁南部

方柱南面がむかって右にみえ,あくに西壁南部がみえるb

上層の南鶴は,例により天蓋範の立件三尊があらはされ,柄

脇には供聾者群が真率に彫ってある｡う-に坐併列,喫椿を

もつ化生,奏楽天人の列寵が,塾のごとくに配列されてゐ

る｡下層は楯秩寵の交脚菩薩三尊をあらはしてゐる｡南端

に五暦塔がある｡塔TJB.の剃柱と覆鉢はなく,坐俳列叡とな

る｡塔は第-,第二暦が破損してゐる｡坐俳列鶴株,尖秩命

よりなり,鴇毅七佃であるQ蹄鉄寵よt)したは,唐草文背も

体位背もすっかり油械し,床に礎して柵孔の逃が黙々との

こるぽかりである｡もとは東壁とおなじく,屋形がつゞき,
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供聾者列像があったはずであるo

方柱南面の浮彫凹凸がよくわかる｡また,変壇上線の唐

草東野はよくのこってゐるo　中央に附設された矩形のつく

りだしは,近世のもので,香城や供物をのせるのがつねであ

る｡ (壁高14.15m)

Pl. 84.西壁北部

Pl.83の西壁南部に照感する西壁北部である｡雲間のつ

ねとして,石塔の北部は,壁面が払どくいたんでゐる.上層

には,北寵の天蓋,立俳と脇侍などが,比校的よくのこって

ゐる｡甫鶴とまったくお恵じである｡下層は,上層との境の

重婚帯,尖秩寵列がほとんど破損してゐるo北鶴も,ひどく

損じてゐるが,楯扶寵であり,交脚菩薩を安定する｡現在は

すっかり補修された泥像で,脇侍はまったくのこってゐない｡

楯秩寵の慣封や飛天はほゞのこってゐるo北隅には五膚塔

があったらうが,その迩をとゞめてゐない｡腰壁は床にいた

るまで,すっかり破損し,補修の代孔のみがあざやかに鮎在

する.むかってZEに,方柱北面寵があらはれてゐる｡蟹唖

は,みられるごとく大破してゐる｡ (壁高14.15m)

pl. 85.西壁上屠南翁

上層には,三つの天蓋寵がh:らぶこと,東壁とおなじであ

るが,これは南燕である｡諸像はほこりをかうむわ,その尾

僻を,かh:わ的じてゐる｡悌立像は,鼻を損じてゐるほか,

両手とも栂指をうしなってゐるo　単身光の火焔は一箪位づ

つ交互に彩色がちがってゐるoその単位は,根もとが二叉に

わかれ,さきは三叉になってゐる｡つぎは飛天帝である｡頭

光は,坐俳帯と蓮華文とである｡脇侍は三山冠をいたゞく｡

左脇侍は右手を胸にあて,左手をたれ,蜜珠光背には三英の

年パルメッ1､唐草文帝がある｡これに射し,右脇侍は,両手

馴剛こおいて供物をもち,光背に火焔帯をあらはしてゐるo

うしろの供聾者はたて三列であるが, ZrT-.右の配列がちがふ｡

うちがはから順にみて,右は高唱形,剃髪形,逆髪形の順,左

は剃髪形,高鷲形,避髪形の順である｡さらに脇侍につぐ比

丘立像のう-に,例のごとく剃変形の一列がh:らぶ｡

う-の坐悌列は,すっかり頭部をうしなって,後補である｡

各像の中間には,i.に剃変形,下に高鷲形を彫り, tJlづれも

合掌してゐる｡ (像高8.10m)

Pl. 86.両壁上層中央窺

立併三尊は,まことに典雅な彫刻(Pl.88)である｡立件の

拳身光は火娼帯,坐俳背,また頭光は飛天帯,蓮華文である｡

固版解詮76-90

脇侍の頭光は,右が火鳩帝,左が三薬a)牛パ/レメット唐草女

帝である｡脇侍のうしろに,供聾者が上中下三段にならぶ｡

右では中段三唯,下段二鰭が合掌または供物をさしげ,左で

は中段二母乳下段三髄が合掌形であるo　これを上方,および

脇から薬類天人がとりまいてゐる｡ちゃうど東壁中寵に呼

臆してゐるのであるoゐ:ほ,本命と脇侍との中間にも,二鰐

づ｣の供聾者がたってゐるが,ラ-は高留形,したは逝髪形

(Pl.90)である｡ (像高3.10m)

Pl. 87.両壁上膚北愈

天宝飾は保存がよく,上線の唐草文辞もあざやかである｡

三茄の牛パルメットをつぎ-つぎ-遁緯した波状線であ

る｡立像はたれ紐や衣のすそが破損するだけで,よくのこっ

てゐる｡拳身光の火焔は,基部に波状の連弧をつくり,その

うへにそれぞれ火椙をあらはしてゐるoつぎは飛天野であ

る｡頭光は坐併背,蓮華文となってゐるo左脇侍菩薩は,冠

や足のほか修姉され,みにくい.蟹珠光には三jlBの牛パル

メット唐草文背があったらしいo　そのうへの左脇供聾者群

は:,かなり破損するが,三段からなり,大部分は高暫形で,供

物をさしげてゐる｡これに封し,右脇は脇侍菩薩をはじめ,

供聾者群(P1.93)も侭存がよt,,｡供聾者はたて三列にならぴ,

二憎の逆変形をのぞけば,すべて高鷲形で,さまざまにうつ

くしい手のかたちをしめしっし,供物をさlげてゐるQ (像

高3.10m)

Pl. 88,89.両壁上静中央鹿俳立像上身

例のごとく波状の頭髪をあらはし,頚を前にかたむけて

ゐる｡まる頚だが,顎がやしとがって頚がほそい.為:がい眉

目は絡む的にあらはされてゐて,払いでた鼻,微笑した口も

ととともに,清澄な精神をたゞよはせてゐる｡こ入ろい肩,珍

たか別如こ,例のごとく中国式服装をまとってゐるb騎手形

の右手は,やはらかい感闇をもってあらはされるが,節五指

が損じてゐるのはおしい｡左手は,栂指をうしなふが,第二

指以下三相をまげてゐる｡これも,優柔な造形である｡

Pl. 90A.両壁上層中央翁南虚聞比丘立像

B.函壁上膚中央愈右脇侍

A.むかって左に,甫寵左脇侍の側面,右に中寵右脇侍の

側面,中間に比丘立像があり,蓮塵上に,雨足をまよこにむ

けて立ってゐるo　胸k:おいた右手はあらはであり,右肘の

したをまはった衣端は,左腕にまはってたれてゐるo比例の

よい,うつくしい彫刻である｡
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B.むかって右端に,申愈立俳がみえ,右脇侍絞床のう-

に立ってゐる｡顛塵はこはれてゐるのであらう｡火燭飾の

賓珠光をいたどを,右手紘胸にあくが,左手はたれて水瓶を

もってゐる｡まるい顔で,顎がとがり,鼻が性そい｡立件と

の中間に逆変形の天人が立ってゐる｡

pl. 91.両壁上膚中央愈北盛岡供養者群

むかって左に申寵の左牛がみえ,左脇侍(Pl.92)のすらり

とした側面の賓がみえ,そのう-に,供第着群があらはされ

てゐる｡三段になり,した二段の五帽は,合算また捻供物を

さしげてゐる｡逆襲形もあわ高撃形もあり,剃髪形もある｡

それをとわまいて葵発の天人があるo　う-から(1)小鼓,

(2)排管, (3)細腰鼓, (4)塵笛, (5)琵琶, (6)構笛である｡つ

ぎQj:,比丘立像の列である.北寵になると,十髄の供聾者を

たて三列にならべ,それぞれ供物をもたせてゐる｡二鰻の

避髪形をのぞけば,みな高宮形である｡

pl. 92.両壁上潜中央愈左脇侍

申叡左脇侍は,三井の牛パルメット唐草文帝の庶政光を

いたゞき,例によって三山冠をつけてゐる｡うつくしい顔

であるが,顎がとが少,繋がはそい｡ゆたかな肩で,合掌す

る手もうつくしく,身鰻の比例がよい｡遠慮は産廃でなく,

ひくい固形座であるo比丘もすぐれた彫刻である｡左手絵

衣にくるみ,右肩にかlった衣端が,右肘のしたをまはり,

左腕からゆれてたれさがってゐる｡胸にあて,供物をもって

ゐる両手の表情は欲妙でいきい膏としてゐる(Pl.93)｡廟

足をまよこにむけ産屋をふんでゐる｡左端の申密直立俳の左

わきに逆髪形の天人がゐる｡右脇のものと(P1.86)封照的

である｡

pl. 93.両壁上暦北愈右脇侍

むかつて右に,北鶴立俳がみえる｡右腕から恵がくたれた

衣の,階段状の衣文がよくわかる.袖口にはジグザグの弘

だがあらはれる｡右脇侍菩薩は火鳩飾の蜜珠光をいたゞき,

相手は供物をもって胸におく｡よこの比丘とのあ弘だの壁

には,ながい重をつけた産輩が,あさく彫ってある｡

Pl. 94.西壁上暦北部

西壁北隅である｡声部昏帝のうへの坐俳列は拳手形と合手

形とを交互にh:らぺてゐる0 -二をのぞいて,ワ多くは頭を

うLh:つてゐるO型のごとく,理路とこれをもつ化生がなら

ぴ,そのうへの奏発天人鶴は,此覇的よくのとってゐるo北

端から(1)塵笛, (2)螺月, (3)銑鉄, (4)小鼓, (5)細腰鼓, (6)

恩笛, (7)展笛, (8)拭笛である｡北寵についてはPl.87をみ

よ｡北壁西部は,すゥかり指紋してゐるが,西壁の厚岸から

もとの状態を寮することができる｡ (像高8.1qm)

pl. 9.5.両壁上暦北愈倣立像上身

堂々とした絹脂で,顔はまるいが,頚は隠そい｡申寵に似

て,孜がい眉目がうつくしく,盾の両端がやl反って微笑を

しめしてゐる｡波状の頭髪は,ふかく彫ってあるのがわか

ち.両手の表面はかなりあれてゐる｡左手は第二指が扱じ

てゐるが,三指をまげてゐる｡

pl. 96.両壁最上静南部

うへに天井がみえ,西壁最上層がつゞく｡匝版左端に,甫

壁の一部がみえるo　奏楽天人の列鶴は,よくのこってゐる｡

南端から(1)細腰鼓, (2)践銀, (8)舞踊, (4)究琶,(5)墜笛, (6)

長竪笛, (7)排管, (8)墾硬, (9)螺貝, (10)琴であるo　基増は

例のどとく蓮華文をならべ,その中間に他生をおき,化生は

磯路をもってゐるQ　そのう-は斜面に盆わ,高官形の飛天

がh:らんでゐる｡これは天井のさか弘である｡天井の衆と

ち,長押ともよぼるべきものである｡格天井の,格間の彫り

が,だいたいわかるが,あまりふかくはない｡西南隅の梁

は,封角線に中央にむかつてゐる｡ (鶴高0･60m)

pl. 97,西壁最上膚中央部

pl.96の南につゞく部分であるo　う-紅紫天列寵がみえ

る｡西壁北端から第七寵の魔笛が,むかって右端にみえ,脂

攻に(7)屋笛, (8)杭笛, (9)琵琶, (10)舞踊, (ll)舞踊, (12)

琵琶となゥてゐる｡したの坐俳列は,頭部をうしなひ,みな

後補である｡手相は,例のどとく,蓉手形と合手形とを交互

に配してゐる｡ (暦高2.30m)

pl. 98.西壁最上層北部

発天寵,喫路,坐俳列甑の一部で,Pl.97にすぐ凄する北側

である｡韓器は北端よ少第三番の端にはじまり, (1)鏡銀,

(2)城見, (8)細腰鼓, (4)長藍笛となる｡この長竪笛はめづ

しく,別に,南端よわ第六番目の命にも,あらはされてゐる｡

ふつう監笛は,下部をまへにつきだし,な1めにあらはされ

てゐるが,これは口にあて,垂直につけてゐるやうで,ま正

面むきにあらはされてゐる｡ (暦高2.80m)

pl. 99.両壁下静商愈
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寵の楯状形は,東壁甫髄と港なじであるが,本尊は交脚菩

薩である｡頭部はよくのとるが,肩からしたは,後補の着衣

でくづれてゐる｡交脚の足さきも,左手も,すっかり泥作で

ある｡左手は掌をう-にむけて,ものをうける形をとり,右

手は容手形の位置で指をまるめ, HLl手に願じてゐる｡この

事(Pl.100A)は, 33･ほかた,もとのま｣である｡左右痛との

頃は,ほそい八角形で,した性ど,ふとくなってゐるo基部に

は剃髪形の比丘がひざまづいてゐる｡脇侍菩薩については

Pl.103, 104をみよ｡楯扶額(Pl. 101, 102)は六つの寝劫から

なる.そのう-の尖排列寵は,七つh:らぷが,図版には右端

の-鶴(Pl. 83)がみえ患い｡畔定形坐俳はほゞ売好である｡

やはり,二審の衣制を交互にあくが,通屑のばあ仏は襟がⅤ

字形をなすものと,弧状をなすものとの二唾になるo扇状

に払ろがる垂衣も二種ある｡むかって左の二僻と第四の俳

では,膝したからの垂衣と袖の牽衣とが合して,扇状のひだ

をつくるが,その他は合手のしたから,扇状のひだをつくっ

てゐる｡

左側の五層塔は,利枝を彫るが,右側の塔は剃桂をあらは

してゐh:い(Pl.88)｡乾のしたは,ひどくあれてゐて,浮彫

のあとはまったくみられないo (髄高2.9r)m)

pl. 100A,B.西壁下屠南愈交卿菩薩像上身

豪華な蟹冠は,三両に蓮華を捜b,中間に三英のパルメッ

トをあらはす｡正面の蓮華は,中心から租がさがるが,その

ラ-に弦月形はみえない｡前髪は,あさい妹刻よ少なわ,瀕

はまるい｡顎がとがり,頚がほそい｡眉は,彼妙にまるく払

かれ,下方にそ｣がれた日は,慈愛にみちて,やさしtJ,｡鼻

はやしとがり,膚は両端が反ってゐる｡屑と胸は,ゆたかで

あるが,衣文は後補である｡拳身光も消滅し,両手のかたち

もよくわからない｡

Pl. 101,102.囲壁下層南愈胡扶額

楯扶額は,六つに堪劃され,飛天をあらはしてゐる｡中央

の二つは高留形天人で,大きな樽山姫を片手k:さし-,片手

は腰にあて｣ゐる｡シムメト7)ックh:姿勢である｡顎のと

がった顔がよくわかる.天衣は,奔放なうどきをしめして

ゐる｡菱形の宙劫には,頭のまるい童子ふうの飛天がゐる｡

前髪を左右k:わけてゐるらしい｡腰布のみの裸身で,片手

をたかくさしあげてゐる｡右の天人が右手で右足をつかん

でゐるのは,おもしろいo両端は逆髪形飛天が胸をはり,腹

をだしてとんでゐる｡これも腰布だけの裸形であるo秩額

のしたには三角垂飾,ゆるい弧状の惟幕,喫路が塾のごとく

図版解訟91-105

につくられてゐる.固版左端に五膚塔の一部がみえる｡各

層の軒から流辞がたれ,堵頂承花のはしからも,固形の鈴と

流赤がたれてゐる｡

Pl. 103A,lL　西壁下履南愈左右脇侍

Pl. 104A,B.両壁下静国魚左右脇侍上身

甫寵の脇侍は,聾糞恵三山冠をいたゞき,瀕をやし本命の

方にむけて立ってゐるo例によって敬はとがり,敦がほそく,

なで肩である｡ tJ,づれも,7年身は損じてゐるが,とくに右

脇侍は,裳も雨足も後補の泥であほはれてゐる｡右脇侍軌

きゃしゃh:手つきで,左手は香城をうけ,右手は草をま-に

むけて胸にあてる｡きはめて女性的な彫像である｡蟹珠光

には,三英の牛パルメット背があらはされてゐる｡左脇侍は

両手馴向において組みあはせ,掌をまるくして供物をもっ

てゐる｡貿珠光は,損じてゐるのでわかりにくいが,外線は

火焔背であらうo杜基には頭のまるい比丘が合掌して払ざ

まづいてゐる0着の像は全然の後補である｡右側の塔はひ

どく破損してゐるが,左側の塔はよくのこってゐるo

Pl. 105.西壁下屠中央愈

中寵には,扶顔に魔衆がぎっしりと彫られてゐる｡すなは

ち,降魔の国である｡ Fl過去現在国男紅』 (大正大赦経,第三

餐, p.640)懇三によれば,揮母は六年間の山中苦行ののち,

牧牛女より乳鱒の供拳をうけ,畢披羅(pippala)樹のもとに

坐し,成迫に連するまでは,こ｣をたlないと決心した｡そ

こで魔王は,その男女窄巌をひきゐ,手をか-晶をかへて搾

奇を攻懲した.しかし,搾韓は,すとしも心に劫銘をしめさ

なかった｡最後の手段として,魔王はあらゆる種類の,醜悪

A:怪物を動員して攻めたてたo Lかし,秤:蜂は,つひたこれ

らの魔衆を降伏せしめて,成道に達したのである｡坐俳は,

蓉手形であるが,その両手のみならず,身碓金憎が後補の泥

作に患捻はれてゐる｡しかし,肩のはった,堂々たる晩であ

ることはわかる｡鍵身光は,腔とんど拍失し,火娼帝の頂の

みがのとってゐる｡甑の右脇下部に,蟹冠をいたゞいた健三

礎,高固形の像三髄が立ってゐる｡摩滅がはなはだしく,こ

i:に下身は:,すっかり油滅してゐるo Lかし,これは誘惑に

むかった,うつくしい魔女三人と,躍埠のためにつひた老婆

に化せられた,その三人をあらはすものであらう｡とれk:

射し,左脇はいっさう破損がはh:はだしく,磨衆の下部はま

ったくうしなはれ,造像は全然のこゥてゐないo Lかし,磨

王と,その息子が,としにあらはされてゐたことは,ほゞ想

像されるところである｡
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秩額のう-には,六つの尖秩燕があらはされ,滞定形の坐

俳を彫るが,どの瀕も破損してゐる｡西側には,層塔がすこ

しみえてゐる｡ (寵稀3.雪om)

pl. 106.両壁下静中央愈俳坐像上身

身鰭は,泥辻の後補であるが,頭部は完好である｡例によ

り頭を前にかたむけてゐるo正面では,まる頚であるが,な

なめからみると,やしおもながである｡波状の頭髪を刻し,

眉目はながくひかれてゐるQ　顎がとがり,頚がほそい｡浮

彫のふかさがよくわかる｡う-に歩身光火焔背のはしがの

こってゐる. (頚高0.65m)

Pl. 107.西壁下静中央愈上部魔群

洪額は特別の笹封がなく,一面に魔衆の彫刻であるが,こ

れは生休の頭上である.中央に逆襲形の胸像をほる｡両手

をもって山岳形をさしあげ,俳になげかけようとしてゐる｡

山岳形は,六つの山形からなり,樹木をそへてゐるQ右には

弓をひきしぼり,俳をねらってゐる悪魔がゐるo逆襲形で日

がくぼみ,耳がとがってゐるo　左方には榔丸を両手でもち,

なげようとかま-た逆髪形の悪魔をみるo頭が大きく,手

が小さいのは異様である｡どの歴衆も,肘までの上衣を着

し,胸にはⅤ字形の襟,腰には背をしめてゐる｡

Pl. 108.西壁下層中央愈左上部魔群

Pl.107につゞく左年である｡梯丸をもつ魔のつぎは,柄

手でながい棒の両端をにぎった悪魔であるo　身昭をなしめ

にまげ,逆襲はながくとがり,顎に額がある｡この5,しろに

斧をもつ虎預の魔と,口から火をはく逆葉形の歴とがゐる｡

限がまるく,灸もまるく,耳が垂直にとがってゐる｡

Pl. 109.両壁下層中央愈左部魔群

Pl.108のしたにつゞく部分であるo犬に似た頭をもつ魔

は片足をふみだし,手に梶棒をもってゐるoそのよこの避髪

形の魔は,三つの丸のついた楓棒を両手でもち,左肩にふり

あげてゐるoそのしたには,象頭の魔がゐるが,このしたと

よこから以下は,壁がすっかり拍滅してゐる｡

PL l10･両壁下屠中央愈右上都度群

排額の右牛で,Pl.107の左につゞく.まづ,上方に猪頭の

磨,そのうしろに,樹木をふりあげてゐる避変形の魔がゐ

る｡つぎは大きな,まるいものを胸にか＼-た悪魔で,なが

い連繋はとがり,大きなまるいEl,まるい免をあらはし,嫡

には三促の刻線があって,印象的である｡うしろには牛頭の

悪魔がゐる｡つぎには,錬をかついだ逆変形の悪魔がゐる｡

そのうしろは,おそろしい形相をして,口から蛇の舌をふき

だした悪魔が立ってゐる｡とがった逆襲は,大きな環でしぼ

ってゐる｡

pl. 111.西壁下層中央愈石部魔群

Pl.110の虎衆が,ラ-にみえる.つぎは馬頭の魔で,これ

は全身があらはされてゐるo　その衣制はおもしろいo　した

に腰布をつけ,腹に幅払ろの帯をしめ,肘までの上衣のうへ

に,さらに両肩からたれて,頑わきにたるむ一種のチョッキ

様のものをきてゐるo　そのしたには,逆変で獅子鬼の異様

な形相の悪魔がゐる.両手で梶棒をふりあげてゐるo以上

の歴衆の醜怪な像に射し,そのしたには,魔女の上竿身がの

こってゐるo　三確のうち,一昭はあくにかくれてゐるが,こ

れらは蜜冠をつけ,あとの三昭は高撃形である｡前者はわ

かわかしい魔女をしめし,後者は老筏のすがたに化せられ

た魔女をあらはすものであらう｡

p1. 112.両壁下層北愈

全館に払どく破損してゐるが,楯扶寵であり,交脚菩薩を

彫ってゐることがわかる｡交脚菩薩は,頭部のみからうじて

のこってゐる｡焚冠は正面に蓮華飾をあらはした肇寵なも

のであるが,なかばしかのこってゐないo　前髪と額,ながく

ひかれた眉目,それにひいでた曲がのこるだけであるが,ち

との典雅さを十分布することができる｡左右麻はほとんど

消失してゐるが,闘わ資に,脇侍菩薩が侍立してゐたことと

おもはれる｡

扶額は六つの霞剤からなってゐたらしい｡中央の二笹は

香膿をさしげた高撃形飛天をシムメト1)ックに配する｡左

牛はまったく消失し,右牛の菱形部と水平部の高撃飛天が

やっとわかる｡楯状額のしたには,ゆるいカァヴの惟幕があ

ったことは,賓することができる｡う-には坐俳の尖秩寵が

ならんでゐるo　これも,わづかに,範形をたどることができ

る程度であるが,七つの俳寵であったとおもはれる｡下部の

庶壁は全然のこってゐない｡ (寵高8.25 m)

pl. 113A.天井北部東牢

B.天井南部東牢

Pl. 114A.天井北部商卒

B,天井南部西牛

方柱をめぐる四方歩廊の天井は水平で,格天井ふうであ
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る｡上図二枚は北廊天井である｡東西爾隅には射角線の梁

があり,東北隅はよくのとってゐる.との梁には方柱にむか

って高留形飛天が二縄h:らぴ,中間に蓮華師がある.束牽な

二重蓮華である｡渥華飾を起鮎にして東廓,西廊にとはった

ながい梁がある｡南北廊にも,同株のながtLl梁があるが,彫

刻はすっかりないo北廓では梁はと性ってゐるが,すこし方

柱の方によってゐる｡このう-k:,高磐形飛天が,方柱の方

に頭をむけて,ならんでゐるのが,いちおうわかるo　との梁

と北壁とのあ弘だに,ほゞ方形の格間が三つあり,坐沖を彫

る｡嗣端に,三角にちかい格闘が一つづ｣あtI,高官形神像

が,あらはされてゐる｡格間と格闇とのあ仏だの,みじかい

束には,高撃形の飛天がある｡方柱天蓋に楼して,格間にも

発のう-にも蓮華文がならんでゐるo

南廊天井もほゞおなじであるが,ちがふのは,方柱に接す

る格間にも神像のあったらしいことである｡うちがはには

四,そとがはに五の格間があり,こ｣にも坐沖をほるoみな

方柱の方に頭をむけてゐる｡しかし,彫刻はうしなはれて,

補彩のみうかゞはれる｡南壁に凝して,壁面が斜科し,こ｣

に飛天の列があらはされてゐるo (南北長12.00m,東西長

ll.60 m)

N

S

Fig･ 22

pl. 115A.天井東部南平

B.天井西部商卒

pl. 116A.天井東部北竿

臥　天井西部北牛

上固二枚は東廊天井, -F固二枚は西廊天井であるo　甫廊
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天井とだいたいおなじ樺也であるが,併存ははるかによく,

とくに東廓がよい.ながい梁の高撃飛天は,シムメ日)ック

に二髄づ＼相射してゐる｡たゞ東廓では方柱の方に足をむ

けてゐるのが異例である.ながい梁をはさんで,内に四,外

に互の格間があり,おのおの紳像をおさめてゐるo紳像は,

いづれも方柱の方に頭をむけてゐる. (南北長12.00m,東

西長11.60m)

pl. 117A.天井東部北方格間(1,2)

B.天井東部中央格闘(3,4)

A. 116Aにみえる二つの格問である｡彫刻は,あまりふ

かくないoむかって左の格間では,逆髪形の神像が鳥に騎来

してゐる｡鳥は胸をはり,ながい尾巽をのばし,脚はみじか

い｡右の方形格問には,片足をよこた-片足をたれて,運塵

にすわった神像を彫る｡四本の手があり,第二手で日月を

さしあげてゐる｡天衣が大きh:弧をゑがいてゐるのは豪快

である.したに,東壁ぞ仏の飛天列が洗濯にあらはされ,ラ

へk:はながい梁に飛天があわ,その間のみじかtJl衆にも,刺

落はしてゐるが,同様の高塔形飛天が-碓づ｣あらはされ

てゐる｡ (格間(2)幅1.20m)

B.前国の,むかって右につゞく格間である｡むかって左

は,頭のまるい天人で牛に騎乗する｡相手を前後にのばし,

天衣は,手さきから頭上をめぐって大きh:弧をゑがき,左右

k:勢よくたれてゐる｡牛は頭をたれてすしんでゐる｡右の

格問は三両四腎の坐神で日月を開手でさしあげてゐるo片

足をまげ,片足をたて｣ゐる｡だいたい前岡右の坐紳(2)と

同類であらう｡ (格聞(4)幅1･35m)

pl. llSA.天井西部北方格闘(14,15)

B.天井西部中央格間(13,14)

A.むかって右の格間は,高撃の天人らしく,片手をふり

あげ,片手を腰にあてlゐる｡仝憎に風化してゐて,輪廓だ

けしかわから政いが,鳥にでものってゐるらしtJl｡左の格

問は坐神で,四腎をあらはし,日月をさしあげてゐる｡うへ

の梁の飛天は,ほとんど消滅するが,したの斜の壁面になら

ぶ高暫形飛天は,よくのこってゐる｡そのしたには西壁の

奨天列寵がみえてゐる｡ (格聞(14)幅1.45m)

B.前国の左につゞく格問であるo　四轡の坐榊のつぎは

道営の神像で,したに倣形を彫るが,騎乗ではないやうであ

るo要するに,格間の彫刻は,各瞳の紳像をあらはしたもの

らしいが,坐像と騎蹴像とを交互に配してゐる｡ (格闘(13)

幅1.35m)
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Pl. 119A.天井北部西方格問(16，1η
B.天井北部西方格問(17，18)

A. 左隅に，方柱北商0酉塔がみえ，そのむかふに西北隅

の格問 (Pl.l14A)がみえる。隅の格闘(16)は四時の坐神

で，隠手で日月をさしあげてゐる。右の格問(17)には，頭の

まるい神像が欧の頭と尾に手をふれてゐる。との格閣のし

たは，曲面に彫ってあり，したの梁上の高警形飛天列につピ

いてゐる。(格問(17)幅l，110rn)

B. 官官闘の右につピ〈格閣でるる。前越の格問(17)が左

にみえ，右にはとれにつぐ格関(18)がある。摩滅がひどい

が，紳人の坐像をるらはず。右手をたか〈さしあげ，片手を

腰にるて Lゐる。 ζの格聞は，北廊の中央にあたり，そのし

たに高径の飛天が左右からむきあってゐる。(格問(18)隠

1.30 rn) 
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Pl. 120A.天井北部東方格問(19，20)
B.天井南部西方格間(9，10) 

A. PI.119Bの右につ"(格問(19，20)である。格問(19)

比とのとほb摩滅してゐるが，烏に騎乗した神人である。

烏は織のやうにみじかい脚である。その右(20)は四腎の坐

紳でるる。したに高筈飛天がならぷが，そのしたの楽天列

衝は，ほとんどわからfJ:い。(格問(19)幅1.30rn) 

B. 左下隅に，甫壁日月窓アアチがみえ，その右に幾夫列館

がみえる。むかつて右は西隅の格間(10)でるり，補彩がるる

が主主紳らしい。つぎ(9)は般に騎乗した神人である。補彩

がるって，もとの形は主〈わからたい。(格問(9)1.40 rn) 



固　　版

弟　六　洞

Pl. 121.方柱西北隅上屠

方柱は上下二暦から怠る｡二暦とも四面に悌寵がきざん

である｡上層をみると,四隅に,九暦の屋形塔を立確約に彫

わ,うへに天蓋節をあらはしてゐる｡天宝飾は,二段からな

め,天井にちかい上段は方形の枠で小間をつくり,それぞれ

の闇には有巽灘をほる｡これは,北面に十個,東西面に九佃

あるが,南面は補修されてあきらかで患い｡下段株,三角垂

節と布をたしんだ弘だをしめLICゐる｡この弘だの下面が

固版(Rub.VM)にみえてゐる.

天蓋寵の正面には悌立像があらはされてゐる｡四面とも

同様の笹手形である｡うしろに大きな馨身光がある｡開院

侍は,重層塔に稗著して彫られ,相射してゐるo

上層の基部は･下層の屋根(Rub･ YIIIH)がまうけられ,四

隅に大きな象があらはされてゐるo　象鬼が,前脚とともに

隅瓦をあさへ,鼎立してゐる｡屋根瓦は,瓦常と平瓦とをた

だしくh:らぺ,瓦歯に軌蓮華文を略式にあらはしてゐる｡

そのしたにQj:,丸いたるきのさきがみえるo下層匹つぎの

陶版(Pl. 122)でみられたい｡

天井は,方柱できりとられ東西南北の四堤にわかれてゐ

る｡平らな格天井がよくうかゞはれる｡ (上層高6.90m)

Pl. 122.方柱西北隅下層

方柱下層もまた四面に俳寵がある.し､づれもそとに楯状

形,うちに尖瑛形の二重寵である｡楯秩額は,七つの間に寝

ぎり,飛天をはる｡そのしたには惟帳があるが,下線の弧形

にそうて理路かざりがあわ,磯路の端に,一指づ＼童子形の

化生牛身がある｡また弧形の一つづ｣に,中央にむかった飛

天を彫ってゐる｡楯扶額の両脇には,四昭づ｣の筒賀形天人

の供聾者がある｡

寵は,かなりふかく彫ってあり,四面それぞれ本尊の形式

がちがふ｡北面範は二俳並坐で,国版には,右の僻がぼんや

りとみえる｡偲傍は,楯執成の瑛桂と,尖秩髄の扶桂とより

忽わ,それぞれ上下二段にわかれる.下段は,楯状寵妹杜で

は二礎づ｣の供等天人,尖扶鶴鉄柱では-髄づ｣の供琴天

人を彫るo上段には俳侍を彫る｡これは南面寵からはじま

解　散(2)

弟　二　部

わ,右続の法式にならって,西亀北免東寵-とつゞく(Fig.

18)｡四面寵の登壇は,破損が,はなはだしいが,五成の万座

である｡上静に唐草文(Rub.VA)があり,四隅には獅子(Pl.

138)がほってあったらしい｡なほ,方柱下層の四隅には,捜

そい柱(Pl.188)があり,小俳寵をかさねてゐる.

図版左端に黒くみえるのは,北壁の八角柱である｡ (下層

高7.65m)

pl. 123.方柱南面上屠

天蓋形の三角垂師も,そのしたの垂幕も補彩のみである.

悌立像の頭部が,すこしかくれるほど,l天蓋がたれてゐる｡

甫両立伸は,特に頚部の補修がはなはだしく,北塊の形式は

そこなほれてゐる｡まるい頚,生るい肩である.衣制は,い

はゆる中国式で,たれ紐がながくさがってゐる｡しづかに垂

下するのでなく,風になびくやうに,うどいてゐる｡表文は

階段式で,あつく,かたい枚をh:らべたやうである｡右手は

あげ,左手は掌をたれ,第一指と第二指とをあはせ,第三指

以下の三指をまげてゐる.たがい袖のやうに,雨腕からた

れさがった衣文も,周壁立俳とおなじく,するどい｡立俳の

弼側に,東西両面命の立俳がみえる｡頭部は,かなり前にか

たむき,陶より腹,腹よりすそがうすくなってゐる｡大きな

翠身光(Rub.ⅠVA)は,補彩で損じてゐるが,意匠は,もとの

ま｣であるo外線は火鳩帯,つぎが飛天野となり,つぎの三

角形には肩光があるQ　しかし屑光の位置はかなり払くい｡

脚光はそとに火焔,つぎが坐飾帝,中央が産撃文である｡

脇侍菩薩は,暦塔に碑著してゐて,l･t:校的小型である.こ

れも選盛上に立ってゐる0　両脇侍のま-紅は木製の欄杵が

あり,手ま-には木橋があるが,むろんこれは近代のもので

ある｡層塔は九暦の瓦茸をかたどる｡節六屠以上は屋形を

破損するが,各層ともに三間にわかれ,おのおの尖錬成に坐

俳を配する｡第-犀より第五暦愛では,て軒をさし-る角柱

がのこってゐる.第一暦には,左右の角柱のそとに,小塔が

つくられてゐる｡この′ト塔は怒鉢形畢暦で,相輪があり,そ

のしたのアアチ形の寵に坐俳を配する｡第一暦のしたには,

五成の方塵があるo (像高4.75m)
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pl. 124A.方柱南面上静西塔

B.方柱南面上静東塔

上暦寵が,まったく,立欄的に彫刻されてゐることがよく

わかる｡暦塔のさし-る天意飾は,下段に,三角垂餅がある

が,上段は補修ですっかり梯子がかはってゐる｡北貌督初に

は,ほかの三両とおなじく方形の枠を一列にならべて,一つ

一つに有粟の願をほったものであらう｡暦塔のしたに象の

前年身が,みごとにあらはされてゐる｡象の前脚が,下層寵

の屋瓦をふんでゐるo方柱と東西壁の関係が,これでよく

うかゞはれるo (塔高4.40m)

pl. 125A.方柱南面上暦右脇侍

B.方柱南面上暦左脇伴

走右脇侍はほゞ同形式,賓冠(Rub.ⅤⅠIB)をいたゞき,普

るい顔に微笑をたしへる｡内側の手は掌になにか供物をさ

さへてゐる｡外側の手はおなじでない｡右脇侍は手を腰に

そへてゐるが,左脇侍は,肘をまげて胸にあてもゐるo　まる

い肩から天衣がたれ,中央でX字形に交叉する｡交叉する

個所では授そくh:るが,上下で刷高払ろくなってゐるoそし

て,腕からたれた天衣の端は,やし不自然に両脇に払らいて

ゐる｡これらの脇侍の側面は,暦塔の別の面にある脇侍か

らよくうかゞはれる｡彫りはあさく,正面からみる怜ど,珍

たかでなく,むしろやせてみえるQ脇侍のふむ産塵,および

暦塔との関係は,これではっきりわかるoなほ暦塔のう-に

紘,五成の方座があり,小さい化生と四英の牛Jlルメットが

あるo　この装飾を堵頂にするのは,第七,第八洞(春雷,第四

令,PL20,第五巻,P1.41)以殊のことである｡また天蓋飾の

内側には,をわたしんだひだがある｡ (像高1･95m)

pl. 126.方柱南面下膚

楯林蔵がきはめて蒙聾につくられてゐる｡本尊坐俳は後

世の補修であるが,そのほかの迫像は,多少補彩があっても,

よくもとの形式をのこしてゐる｡秩額は七つの慣割にわか

れ,飛天を瞭る｡左右の飛天は相むかふが,たゞ中央の飛天

だけは右繋三鰻の発頭にたち,左にむかってとんでゐるo

陣幕のふちの理路は弧をつくり,飛天はシムメト1)ックに

配置されてゐる｡ (本尊高8.50m)

pl. 127.方柱南面下層本尊坐俳

楯扶寵のなかに,尖秩寵をつくり,坐併本尊が安定されて

ゐる｡後世の補修が,北魂の原形をか-てゐる｡螺髪とい

臥,顔貌といび,雨季,衣文,すべてもとのものではなく,み

夜,近世の作ゆきをしめしてゐる｡この改作は,石俳寺の本

堂として,木造伽藍の改修にあはせて,おこなったものであ

らう｡

火焔光背(RubJA)紘,だいたい北観の意匠をとゞめて

ゐるが,脚光中心の唐草文は改作された,あたらしい彩鐙で

ある｡ (本尊高3.60m)

p1. 128.方柱南面下層愈内西部

そとの相鉄寵となかの尖秩寵との関係がよくわかる｡本

命火燐光のそとになる内壁には,終盤の高繋供萄天を何層

k:ち,ならべてゐる｡揚しょのつどうで,≡,または二帽であ

るo　そのしたには,脇侍菩薩が庶政形光背をせおって立ち,

その内側には小形の剃髪した羅漢像がある｡尖扶額には坐

俳がならぴ,その上下両線k:は,飛天列が彫ってある｡狭場

吃,尾巽の大きい鳥形があらはされてゐる｡巽を払ろげ,親

を本尊の方にむけ,雨脚をどっしりと鷹ま-て立つoそのし

たの索文帯は折れまがって,つぎの桶扶愈内壁k:うつる0.良

形のしたの壁には,双留にゆった天人がたつ｡その高さは,

脇侍とほとんど相弘としいQ

稲秩命内壁は三段にわかれる｡上段は垂幌のかげになる

が,飛天が彫ってある｡中段は屋形のしたに,脆坐する高額

天二礎と,その背後に上年身をのぞかせた天人たちである｡

この屋形は外面に愛はり,蜜冠の大審があらはされてゐるo

下段は脇侍菩薩と同株の立像が-髄あるo　これにつゞく正

面には,立像が二牒あらはされてゐるo　この豪華な意匠は,

その彫像が自然な姿態をしめすことによって,いっさう浮彫

柔術の妙味を費挿してゐる｡これは曇曜有にも,第七,第八

洞にも,みられないものである｡

pl. 129.方柱南面下僚扶額中央部

楯扶額の七つの堪劫には飛天を彫るが,そのうち,中央部

の三つがしめされてゐる｡飛天は二軽額からなるo高撃形

飛天は,きはめて特色にとんでゐる0番至も身欄も細く,高撃

も授そながいo上年身には短衣をつけ,襟がⅤ字形に胸愛

-でそろってゐる｡袖は,肘のあたりに達し,手さきは露出

する｡下裳の末端はながくのぴて,鰭状に反樽し,これが足

くびに,からんでゐる｡中央の圃割では,雨足をそろへてゐ

るが,むかって右の画割では,膝を払らいて,肘をつくやう

にしてゐる｡二帽とも胸をはり,身縄を弓なりにそらせて

ゐて,このそりに平行して,天衣が大きくうしろになびく｡

とくに頭上の天衣は,はげしい尖頂の弧状をゑがいIrゐるo

初期の飛天とまったくちがった形式であるが,輪廓をふかく
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彫って,彫像をうきあがらせた鮎は,笠岡の一般的な特色で

あらう｡

飛天a)旭の一類は,避髪形a)像であり,前者とちがって意

も身骨鎧も変る萱るとしてゐる｡鼎も目もまるい｡腰布をま

とふだけの裸糧で,むかって左の直封にある飛天は,両手で

A:にかさしげてゐる｡片膝をまげ,片足は:,うしろにはねて

ゐる.この逆宋形飛天は,第九,第十洞にしばしば表現され

たものである｡

楯挟額のしたには,惟幕がほどこされ,理路の弧形がうつ

くしくならぴ,蓮塵から上身をのりだした童子形の化生が,

そのぬもとをもってゐるoそれぞれの弧形には,飛天が彫ら

れ,中央にむかってとんでゐる｡これは,頭のまるい童子形

で,腰布をまとふだけの裸身である0両腕をふりあげ,足を

はねた形はいきV､きとしてゐるo初期の飛天にくらべると

量感がやしとぽしくなり,笹劫の茎問に射し,性どよくまと

まってゐる｡挟額の上線にそって,童子形化生の牛身がなら

んでゐるo合掌形のほか,さまざまの手つきをするのが,荏

目される｡ (沸額高0.80rm)

Pl. 130A.方柱南面下層扶額西部

B.方柱南面下暦洪額東部

淡額の東西部は封願するが,開架,および菱形部の飛天は,

それぞれ,ちがったタイプをしめす｡固版Aの二確はよくの

こってをり,高鷲形飛天の僅菜と,避髪形飛天の盟満とが封

照的である｡竣洛内の童子形飛天はきはめて澗連なポゥズ

で,ゆたかな身帽の,{ランスは,みごとであるo沸額の上方

には,左右とも四指づ｣高額供蕃天の立像がh:らんでゐる｡

高磐も,頚も,頚もほそい｡肩からX字形の天衣が両膝のう

へで,とがってゐる｡肘までの袖が,爾わきにひらいてゐる

性か,天衣のはしが肘からたれて,鋸歯状になってゐるo　合

掌形のほかに,さまざまの事の姿勢がみられるoとくに,固

飯Aでは,むかって右の天人の屑を,つぎの天人の左手がふ

れてゐる｡

Pll 131A･方柱南面下屠西淡桂俳停浮彫(4)

B.方柱南面下厚東扶桂俳停揮彫(I)

A.東西の扶植は封癒して,屋形をつくり,そのし允の像

は,本尊の方にむいてゐる｡西部では,長方形の淋塵に国光

をつけたコ糟の像が,こしをかけてゐる｡淋塵には,屡犀が

ある｡ともに蜜冠をつけ,肘までの袖の上衣と,下袋をまと

ふが,う-にX字形の天衣がある.むかって右の像は右手に

恵にかもって陶にあて,左手をまへ紅さしだしてゐるが,手

国儀解詮124-134

さきは破損してゐるo右足を浮かして坐ってゐるのは,イン

ド風のなごりであらうoむかって左の像は,右手になk:かも

って腰にあて,左手を増にあて｣ゐるoこの二確は坐像なが

ら,きはめて動的なポゥズで,その視線はひとしく右下にむ

けてゐるo　この二鰭は,俳備中の貴人をしめすもので,たぶ

んシュツドダナ岳uddhodana(浮飯)王夫妻であらう｡廉犀

のうしろには,高固形の牛身像が二雅合掌してゐる. (像高

0.55 m)

B.屋形のしたには,三欄の立像があり,最右端はやし′ト

形の高暫形で,そのうしろk:,やはり高鷲形の牛身俊二帽を

あらはす｡発頭の-縄は,蟹冠をつけるが,第二の像は高額

だけである｡ともに,片膝をやしまげて,ま-に身憎をかた

むけ,両手の指をくみあはせ,恭敬の意をあらはす｡服装は

西部の坐像と弘としい.やはりシエツドダナ王夫妻であら

う｡頚はいづれも,本尊の方にむけてゐるが,雨足をはなし

てHt=右にふんばってゐるのは異様であるoこの足の峯勢臥

雲岡初期の立像からの俸銃である｡ (像高0,50m)

pl. 132.方柱南面下潜函摸桂供養天

供聾天人の立像が二階,中央の方をむtJlて,ならんでゐ

ち.内がはの像は,高留形であり,両手でまるいものをさし

げてゐる｡目と免は破損するが,や1両ながで頚がほそい｡

片膝をまげ,腰をすこしうしろに払く｡そとがはの像は,逮

柴形で,左手を腰にあて,右手をたかくあげた参勢は,第八

洞門口の門紳(本雷,第五怨,Pl.20)に似てゐる｡高暫天人

と反封に,そとがはの膝をまげてゐる｡二鰭とも,国光をつ

け, Ⅹ字形の天衣をまとふ｡足下の超塵は,よわい彫りで,

後世の修補である｡むかって左に/ト髄列の桂がある｡央秩

寵に,おのおの,紺定形坐僻をあらはすが,その衣制はⅤ字

形の襟がそろった形式で,雨季はつしまれてゐる｡

資壇の唐草文背は,みられるとはわの破損である｡ (像高

1.75m)

pl. 133.方柱南面下唇末技杜供養天

P1. 182の西鉄社に封願する二職の供蕃天である｡これも

目と鼻を損じてゐる｡逆襲の天人は額にこまかい磯をあら

はし,頭髪は大きく渦丈をゑがいてゐる｡

蟹壇上練の唐草東野は(Rub.VIA),四準の竿パルメット

をのぼして,波状にしたものである｡ (倣寓l.70m)

pl. 134A,方柱南面下層西扶桂内面俳停揮彫(3)

B.方柱南面下厚東扶桂内面蝕停滞彫(2)
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うへの屋形は外商にうピ〈。そのしたの高密形の鎚坐像

二位も，本主主の方へむかないで，外側にむいてゐる。そとの

貴人たちに侍するのであらう。ともに繭手を胸にあて hゐ

るが，むかヮて左の像はまるいものをさ』げてゐる。高警は

たがし三つの普からたってゐるのがわかる。左の像は，片

膝をたて胡脆し，右の像は，隔膝を0いて長続する。ともに

柔和えに顔。きで，1r..は頭をポIにかたむけるが，布1:1:頭をあげ

てゐる。二憾の身般のζたしが，きはめてゐだやかで，うてコ

くしい。うへに高者形のよ身が二位みえる。(像高1.50m)

B.樹木のしたに，外側にむかヮた滋髪形の樹榊坐像があ

る。越髪は，焔のやうにさきがとがり，額はごくせまい。目

はまるいが，鼻日はさほど誇張しないので，念総相にはなら

ないa膝布Zとまへにさげたのみの裸形であるが，肩からは，

X字形の天衣がたれてゐる。身鰻は，頭にくらべて盟械でな

い。右手は胸にあて，1r..肘は膝にのせてゐる。足は，1r.. ~とた

て，右をよとたへてゐる。樹業はj悶築の群をシムボリックに

ならべ，索中ト訟がら要をえた表現である。(像商1.65m) 

Pl. 135A.方柱南面下唐西鉄柱内面供養天

B.方柱南面下居束扶桂内面供養天

扶桂内面には，それぞれー鎧づ h末商，画面するj協侍天人

が立ヮてゐる。ドHlltlの脇侍菩薩に似た:JL像である。笈冠は，

中長と三角形のなかに，摩J己資珠か箆瓶をかさII，開脇に三葉

バノレメットがある。間の像で、はいヮさう華麗で，うへに蓮華

がある。闘は，のちにはめられた玉限のbとがいたましい。

ゆたかな顔と，比例のとれた身餓0きは，注2まされる。 X字

形の天衣のしたに，みじかい袖の上衣がみえ，また阪には下

袋の折bかへしたひだがみえる。陶t討を左右に張bだした

姿勢は，雲岡初期以来の体統である。酉の天人は，左手をる

げて掌にたにかのせてを II，来の天人は，左手をたれて水瓶

を阪にるて Lゐる。右手は，いづれも胸にるてl.，まるいも

のをもヮてゐる。周闘の像の，彫刻のi状態がよくわかる。初

期様式ほど霊感はゆたかでない。(像高1.80m)

Pl. 136A，B. 方柱南面下居内部扶位扶端鳥形

頭を本主主の方にふりむけた鳥形で・ある。尾翼は孔径のや

うに大きく，繭索はのばしてゐる。冠毛も，はっき bあらは

され，大きな目はずるどい。京都のJ鳥の瞬に，珠をくはへて

ゐるのが，主主意をひく。全骨置が，きはめて入念に膨られてを

り，特に初毛は，綿密な線刻である。とれは，あきらかに渓

貌の体統をてコたへた作風である(Rub.VIIIA， B)。

鳥形のうへの締定坐f弗は扶額の。ピきである。そのよと
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に飛天がみえる。(鳥形高O.70m)

Pl. 137 A，B. 方柱商函下居内部鉄柱供養天

扶端鳥形の，したにある供養天の立像で，東西劉E思してゐ

る。顔を本主主の方にむけ，いづれも，左手は阪にあてる。右

手は指をまげて胸にあてるが，東は手の甲をみせ，西は主主を

みせてゐる。わづかたととろにも微妙な相主主をあたへてゐ

るのが注意される。身骨盟にはX字形の天衣，肘までの袖，た

がい下裳があらはされ，頭と身憾の比例は，よ〈と Lのって

ゐる。頭髪のうへには，繋形の冠をのせてゐるが，とれは第

八洞，第九，第十洞の{専統にしたがったものであらう。(像

高 1.80m)

Pl. 138.方柱商面東隅基壇獅子

基壇の上縁には唐辛脅がある@三五Eの宇バノレメットに小

葉をそへた式で，三葉の一つをのばして，・つぎの三葉に。r

けてゐる。そのしたは，泥壁の補修があるが，束隅に大き友

獅子の彫刻がのとヮてゐる。必，口の一部がみられるが，目

は摩滅してゐる。(埴高1.20m)

Pl. 139.方枝東面上暦

若島手形の本主主立像と関脇侍は，ほかの商と，まった〈同形

式でるる (Rub.VK)。まんたかのたれ紐が，主主がく右にゆ

れてゐるととも，j;;-Ii::じである。南国本傘の補修で，かなり

原形を損じてゐるのに封し，とれは多少の補彩はあるが，よ

く北線形式をつたへてゐる。肉替の頭部には，波紋の苦言を

ほるが，くはしくみると，中央には闘をゑがき，左右にはV

字形の線刻を，上むきと下むきとに，交互に主主らべてゐる。

型民身光背の意匠は南面の場合とすとしちがふ。外線の火

焔替は基部にまづ弧放をたらべてゐる。。ぎは坐偽帯であ

る。岡光は火焔替にてコ Yいて飛天帯，中心に蓮華文がある。

天蓋飾の下商がよくわかる。折りひだが内外ともにしめ

され，そのあひだには，蓮華文と雲主主をたがくひいた小形の

蓮華文とを交互に沿<(Rub. VM)o)夜塔の軒がよくわかる。

た‘るきのしたには，JM'木がならんで、ゐる。

格天井の梁にある飛天は，高警形で，裳のはしを足さきに

からませ，中心にむかヲてとんでゐる。はづき Dと，形式化

された飛天である。図版右端に梁のうへの蓮華文がある。

各格聞には逆髪形市申人の坐像をほる。木容の方に頭をむけ

てゐる。片膝をたて，片手をるげたイ:.--}<風の姿勢である。

商商下暦の，樹下に坐す逆髪形樹紳 (Pl.134)と相諮ヂるも

のがある。(本主主高4.60m)



pl. 140A.方柱東面上盾右脇侍

B.方柱東面上盾左脇侍

蜜冠(Rub. Vllc)と,貨珠形頭光をつけた形は,ほかの面

の脇侍とおなじである｡どちらも,そとがはの手をまげて

胸にあて,供物をさ1げてゐるが,うちがはの手は右脇侍は

さげてをわ,Jl=J脇侍はまへにのばしてゐる｡たゞし,右脇侍

め,うちがはの手,すなはち左手は,いま泥の補修である｡

東南壁と東北壁との状態が,との臥坂でわかる｡前者は,

上層から天井にかけ,整然とのとってゐるが,後者は風化が

ひどく,ことに北壁はすゥかわ税じてゐる｡ (倣高A2.05m,

B 2.15m)

Pl. 141.方柱東面下潜

むかって左に,方柱東面の下府甑,右に北面の下層寵がみ

える｡いづれも,楯状形と尖挟形の複合庇であるとと,他の

画とおなじである｡楯扶範の丙鉄柱には,型のどとく,下段

に快挙天が立ってゐる.上段をみると,東面では屋形のした

に人物があり(Pl. 151, 152, 155),北面では西脇に屋形がぼん

やりみえ,東脇に騎象の人物がみえる｡いづれも,俳俺に抄出

供がある｡進也は,唐草文帝をうしなひ,泥壁で血栓はれて

ゐるo (Tl'厨高7.70m)

pl. 142.方柱東面下盾愈内

本埠は交脚の菩薩,すなはち戯助像である(Pl.143-145).

尖鉄筋の執端に,昏巨形のどっしりした浮彫があるのは,南面

とちがってゐる｡そのしたの鉄柱には,逆襲形の天人が相封

する｡免の内壁をみると,左脇には,蜜珠形頭光をつけた左

脇侍が,前記の逆襲形供肇天と屑を接して立つ｡顔面,およ

び7年身が,大破してゐるのはおしい｡その輿に,合掌する

小形の,経漠立像があるが,顔面は鋭じてゐる｡そのう-は,

数段にわかれ,尚留形供輩天が脆坐してゐるo　これらは,南

面愈とおなじ意匠である｡ (軟梁高3.ろom)

Pl. 143.方柱東面下層本尊交脚菩薩

頭部の補修はすくないが,身鰻にまとふ衣文は,補修のた

めひどく改作され,もとの番はみられない.胸に,襟の線が

まっすぐにたれてゐるのは,もとからかとおもふ｡袖蜂,肘

のところで,すこし反庫してゐたらうが,改作ではh:がくな

わすぎ,しかも天衣がみえない｡両手を胸ま-におき,左の

掌はう-にむけ,右の掌はしたにむけてゐる｡あたかも,と

の丙掌で,なにかをさ｣へてゐるかっこうである｡下裳の衣

丸とくに裾の改作はでたらめである｡雨足さきがやっと破

図版解訟135-147

抗をまぬがれてゐるo右脇には,'獅子像の胸と足とがのと

ってゐるが, tL:.の獅子はきえてなくなってゐる｡

蓉身光(Rub.Ⅰ召)紘,外から火娼背,飛天守,唐草背とな

り,三角形の屑光は小さい.しかも,喧割の線は,おのおの

連珠文をもってうめる｡火焔は,基部に泣弧をつくるとと,

東面上層鶴(Pl.139)とおなじである｡頭光は,火煩につゞ

いて飛天帯がある｡

沸額の坐俳列が性ゞわかり,下線の飛天啓は,透彫のやう

にするどい｡ (扶染高3.80m)

Pl. 144.方柱東面下層本尊交卿菩産上身

Pl. 145.方柱東面下盾本尊交脚菩薩上身

貿冠の.TE面に,蓮華文をつくり,なかに紺定形坐俳を彫る

が(Rub.VIIA),顔面は損じてゐる｡うしろk:は頭光があ

る｡開わきには高官形の飛天があるo高留は,例のどとくな

がく,裳のはしが足さきにからまってゐるのがよくわかる

(PL 145)｡蕗裏面には胡粉の補彩があるが,だいたい原形をた

もってゐて, a:がい弧状の眉,硯線をしたにむけた目,払い

でた晶などまととにうつくしいo膚は開場がそって,いはゆ

る盲拙微笑をしめす｡前髪をていねいに彫り,うしろには,

柴をたらしてゐるo資冠のうしろには,ひろい板状の布が,

なしめにあらはされ,そのう-紐かざわが上にはねあがり,

とちゅうで一回晒して図をゑがき,その発端が,するどい創

さきにh:つてゐるのがみえる(P1.145)｡胸や屑には補修の

泥壁があほゥてゐる｡たゞ開府の,まるい凸起した飾りは,

もとのかたちを暗示するが,もとのま｣でない.扶線の,飛

天の彫りかたは,こ｣からよくわかる｡中央の二鰭は,一方

が手をのばすのに射し,他方が両手を胸にあて,たくみに相

ねぎh:ふ柿間であるoそれにつゞいては,炎天があり,むか

って右は杭笛,左は琵琶をかなでlゐる｡

Pl. 146A.方柱東面下居着光背脇供養者群

B.方柱東面下層左光背脇供養者群

光背脇には,丙脇侍菩薩のう-吃,数段の供聾者が彫って

ある｡陶版では下二段がおのおの三鰯づし,上段が二碓づ

つみえてゐる｡レ､づれも高官形,おちながで,岡手を胸にあ

て｣ゐる｡片膝をたて｣払ざまづくが,上身にくらべて,足

がみじかい｡とのう-にも,なは,おなじ脆像一機をおさめ

た一段(P1.142)がみられる｡としには光背の火焔がはっき

りみえ,線に連政文のあるのがわかる｡

Pl. 147A,B.方柱東面下層扶額中央
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A.ラ-にまるいたるき,そのしたに合掌する化生の列,

ついで棋額となるo　中央の償却は高磐形飛天を彫る｡身昭

をなしめにたほし,両手を左右にそらせてゐる｡初期の形

式とちが払,身糟がやし破直してゐるが,退動感はみのがせ

ない｡天衣も,足にからんだ裳のさきも,ともにそってゐる｡

左右の畷潮には逆襲形飛天がみとめられる｡ (扶額高0.80

111)

B.洪額のした,帳簿の弧形k:は,例のごとく飛天がシム

メfJ)ックにあらはされる｡願布のみの年裸の童子形飛天

で,足をはね,手をふりあげ,疾願のありさまが,よく表現さ

れてゐる｡初期形式に射し,これはよほど敏捷な身髄つき,

動作とい-ようo項路が,入念にしあげられ,それをもっね

童子,すなはち化生は双零にむすぴ,肘まである袖の上衣を

つけ,産塵から上身をあらはしてゐる｡

pl. 148.方柱東面下層扶額中央北部

pl.147につゞく撰額である｡水平庫謝内の逆変形飛天峠,

ゆたかな身絹をたほし,膝をまげ,全身で遊動をあらはして

ゐるQ菱形部には高撃飛天を彫る｡身髄をたて,膝をまげ,

頭をそとがはにまげて,跳ねあがった姿である0両手を斜に

たれて,手首を誇張的にそらせてゐるのが,きはめて印象的

である｡

椎帳の飛天はおどるやうなポゥズである｡左手に水瓶,右

手には,供物をさしあげてゐる｡つよくまげた頭は,まんな

かで変をわけ,眉目を,恵がく払き,微妙な鬼と暦とをあら

はす.胸のふくらみ,腰の曲線もみごとである｡理路をも

った化生の頭髪は,双角であるが,まんなかにも小さいの鷲

やうのものがあり,めづらしい緒柴である｡

pl. 14=9A,B.方柱東面下層扶額商卒

Pl.148の反射側の沸荷で,まったくそれと封癒してゐる｡

供額の右隅には,四確の高磐形供賓者の立像がある｡服艶,

容貌は例のごとくであるが,胸においた手が,それぞれちが

ってゐる.むかって左端は両手をはなし,そのつぎは左手で

香淀をさ1げ,右手をそのう-におき,つぎは両手で供物を

もつ｡

Pl. 150.方柱東面下層扶寵北上隅

瑛額左隅の供葦者立像四鴨は,右隅のものと,まったく封

廠する｡しかし,これは,いづれも両手をあはせてゐるo高

額の,とくにながいことがよくわかる｡ (像高1.00m)

p1. 151.方柱東面下静南扶柱俳停揮彫(16)

屋形には,杖に鵡尾がみえる｡休座に坐した二貴人は,と

もに蜜冠をつけ,Ⅹ字形の天衣をまと払,身鰻を前にかたむ

けて,すこし左の方をみてゐる｡まへの像は,すこし大きく

つくられ,賓冠は三山冠の式で,そのわきに三英のパルメッ

トがあるo足むうかせて坐し,右手別物にあて,左手は肘を

膝にのせ,る｡たど手さきを損じてぬるのはおしい｡うしろ

の像は女子である.雨足をそろへ,袋でつしんでゐるoやし

小柄であり,無冠もより簡笹である｡この二椙は,貴人をし

めしたものであらうo　男女二確であるところをみると,太

子の父軌シュツドダナ畠uddhodana (醇飯)重夫垂とみと

められるoま-に小さい立像があり貴人にむかってゐる｡

膝までのながい上衣には,線とわがしてあるo上衣のうへ

には,Ⅹ字形の天衣をあらはし,上衣のしたには,ヅボンを

はいてゐることがわかるo貴人の侍者,ある払味,商人かも

しれないo　うへには,高繋形の合掌像と,頭の曇るい像をあ

らはす｡ (像高0.75m)

Pl. 152.万枚東面下暦北淡柱俳停揮彫(13)

南扶杜(Pl.151)と封麿する横国であるQ　たゞ屋形のした

吃,陣幕がゆるやかに弧鎌をゑがいてゐる｡二碑の食入は,

おなじ大きさに彫ってあり,うしろの女子の右手が,前の貴

人の肩に鰭接してあらはされてゐるo貴人は資冠の正面に

蓮華をつけ,顔をほとんど横にむけ,前に扱坐する人物にな

にかかたってゐる.前にだした右手は指をまげてゐるが,普

はめていきいきと表現されてゐる｡腿においた左手はどっ

しりとして,たくましいoX字形の天衣は南扶桂とおなじで

あるが,肘に達するひろい三つのひだからなり,それが腹部

で左右からかさねられてゐるo　うしろの女子は腰をづっと

あとにひき,下裳で雨足をくるんでゐる｡要するに,この二

礎は横国といひ,比例といひ,まことに調和のとれた,しか

も動的なうつくしさを表現してゐる｡まへには二欄の高雪

形の像があり,一服は目をふせ,合掌しっも,ひざまづいて

ゐる｡これも潜入とおなじ大きさであり,身牌の比例がよ

くと｣のってゐる.肘に達する袖の上衣をつけ,裳をつけ

てゐる｡うへの高撃形と同大である｡もとより二人はシュ

ッドダナ(醇飯)重夫垂,普-に払ざまづいてゐるのは太子

であらうか｡

隅の桂には生体′ト寵がたでにならぶ｡坐俳は碓定形で衣

制は二屯からなる0 -つは,ZE.肩をまづあほ払,あとで右肩

をあほふ式0 -つは,胸の襟が左右均所にそろふ式であるo

(像高0.80 m)
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Pl. 153.方柱東面下膚南扶柱供養天

Pl. 154.方柱東面下瀞北淡杜供養天

鉄柱には二鰭づ｣の供肇天が粕射してゐる｡南北いづれ

も同形式で,うちがはの像は頭部に粟のある冠をつけ,まよ

こにむけた頚はまととに端盟であるQ　そとがはの手はたか

くあげ,したがって,うちがはの肩がさがってゐる,南では,

うちがはの手を腰にあてるo北では胸にあて,まるいもの

をもってゐるが,頚飾が日だって高浮彫になってゐる｡下牛

身は破損するが,上身には, X字形の天衣をまへにたれてゐ

るo下裳が腰で折りか-ってゐるのがわかるo

そとがはの供肇天は聾濫h:冠をつけてゐる｡正面に三角

形,両側に三共パルメット,ラ-に三つの蓮華文がある｡顔

はふっくらとし,身髄もよくと｣のってゐる｡ともに岡手を

胸にあてるが,南の像は草を量るくし,供物をあらはさない

が,北の俊郎旨さきから供物をみせてゐる｡上衣は,肘のと

ころでや｣そるが,あまり誇張はしてゐない｡Ⅹ字形の天衣

は,例のどとくであるo足さきは風化してゐるが,南の像で

は盗塵の選媚がほゞわかる｡

基壇上線の唐等文背は,南面のとまったくおなじである｡

(像高1.9Om)

Pl･ 155A.方柱東面下瀞南淡柱内面俳侍浮彫(15)

B.方柱東面下層北淡桂内面俳停浮彫(14)

A.屋形のしたには,外がはに,蜜冠をつけた立像をあら

はす｡右手は胸にあて,左手はたれて,なにかをもってゐる｡

中央には,小形の身光と基底をもった庶珠がある｡そのした

には,壷上にまるいものが三重につまれ,ラ-には同校の小

形のものをあらはし,益下に二重につんだものがあるが,な

にか財資をあらはしてゐるやうにみえる｡すなはち,右端

の像に奉放してゐるのであらうo　むかって右67:は前に小さ

く人物の立像を彫る｡これは合掌して車放してゐるのであ

らう.左足をまげて立つのは, A:ぜかわからないoそのう

しろの像は,右肩に荷物をかつぎ,頭を中央の方K:ねじって

ゐる｡ (像高0.75m)

B･城に鴫尾をかざった屋形,軒には稚苗をあらはし,ま

んh:かには,門口をあらはすためk:方形に彫って,うへk:棉

をつくる｡なしめに階段をつくり,その欄杵が家の雨がは

たのぴてゐる｡階段上には蜜冠をつけた立像がある｡太子

であらうか｡正面むきにあらはされ,供物をもった左手馴由

にあて,右手は指さきを上にむけ,手をよこにだすのが暗示

的であるo　この園は前国と照廠するととはあきらかである

固版解散148-161

が,物語のつゞきぐあひははっきりしない｡ (協商0.55m)

Pl･ 156A.方柱東面下潜南淡桂内面供養天

B.方位東面下盾北挟杜内面供養天

A.南北相封する供聾者が-髄づしみえる｡レ､づれも下

年身は風化してゐるが,上年身はわりによくのとってゐるo

右手を胸k:あて,左手はたれて天衣のはしをもってゐる｡頚

は正面にむけてゐるが,頭上の蜜冠は損じてゐる｡

B.北側の供聾者は輩認な賓冠をいたゞく｡正面に三角

形飾,弼側k:三井パルメット,そのう-に三つの蓮華をおく,

頚はやl内側にむけ,右肘をまげて,掌上に香嘘をさもげて

ゐる｡左手は腰にあてるが,簡略h:彫りである｡

Pl･ 157A,払　方桂瀬南下潜内部扶杜扶端蹴形

沸端はのぴて宵馴柁つくるoながい角,大きな目や口を,

ていねいに彫り,胴には鱗があり,背には角状の凸超があ

るoレ､ふまでもなく,漠塊の倦銃による彫刻である｡

Pl. 158A,B.方柱東面下層内部扶柱供養天

排端龍形のしたには,一･髄づし,逆襲形供聾天の立像があ

るoレ､づれも,右手を胸にあくが,左手は腹のうへにおくo

顔は入念にしあげてゐるo南側(A)紘-層ていねいな彫で

ある｡逆襲は,二段の渦文をならべ,これに文様的な繰刻を

くは-てゐる｡ jB毛も,ほそい線をh:らべてをわ,また耳か

ら顎にかけて,こまかい,ちゞれ毛の顎髭をつけてゐる｡な

がい耳はするどくとがり,まるい晶は大きく,あつい膚のわ

きはくぼみをつくってゐる.身機の彫りかたの,形式的なの

にくらべて,異様にみえるほど細碑である.また,まるいも

のをもつ右手の指も,こまかい表現である｡

北側の供聾天(B)ち,頚のあらはしかたが細軟で,目がす

るどく,額にはこまかtJl椴が数依捻ってあり,眉がつりあが

ってゐる｡後世の倉怒相の近像を,おもはせるものがある｡

下身は,いづれも風化して,a:にもない｡

Pl. 159A,B.方柱東面下層南扶杜供養天上身

Pl.158の解祝をみよ｡

Pl. 160A,臥　方柱東面下層北扶杜供養天上身

Pl.154の仰視をみよ｡

Pl. 161A,方柱東面下層内部南扶桂供養天上身

B.方柱東面下潜内部北扶桂内面供養天

上身
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A. Pl,158Aの解詮をみよo

B. Pl.15紬の解詮をみよ｡

Pl. 162.方柱･北面上厚

例のごとく,左右に九暦塔,ラ-に天蓋があるo保存状態

はきはめてよく,暦塔の破損もわづかである｡立俳三尊は

ほかとまったく同形式で,補彩はあるが,よく原形をたもっ

てゐる｡環と身光背は,そとから(1)火熔帯, (2)飛天野, (3)宿

光となり,頭光は(1)火焔背, (2)坐排帯, (8)喜華文となるo

この意匠は南面上層と患なじで,東面上層とはちがってゐ

ち.つまり,南北両面がおなじで,東西両面に封廠する｡天

宝飾は例のごとく二段となり,上段は十個の方形に置ざら

れ,角欺文がシムメト7)ックにならんeゐる｡そのうへの天

井には,天蓋に接して,三つの蓮華がみえる｡格問と典のう

へに,弘とつづ｣あるわけだが,酉年の三つはきえてゐる.

これは東西両とちがった意匠である｡暦塔のした,下層の屋

根には,例のごとく大きな象が丸彫にしてある｡肺彩もな

く,よく原形をたもってゐる｡ (像高41.45m)

P1. 163.方柱北面上暦右脇侍

Pl.164･の左脇侍と相封する｡右手で天衣のはしをとり,

左の手刷軸にあて,まるい蓮華らしいものをさし-てゐるo

その手の表情が俊糞である｡顔はまるいが,顎がとがり,暦

に古拙的微笑をたし-てゐる｡身鰭はきゃしゃで, Ⅹ字形の

天衣が前にたれる｡裳のさきは二重になり,波状の弘だが

文枝的なうつくしさをしめしてゐる｡究冠(Rub.ⅤⅠIF)は完

存し,蜜珠形頭光のさきが損じてゐる.層塔の上層が破折す

るのがわかるo脇侍のむかって右に,端贋な菩薩立像の側面

形がみえるが,これは東面寵の脇侍である｡そのむかふに東

壁上層の豪華友達像群がみえてゐる｡ (政商2.20m)

P1. 164.方柱北面上静左脇侍

右脇侍とまったく同形式(Rub. ⅤiIF)であるoたゞ右手が

損じてゐる｡暦塔は郡六暦以上が,うちがはで破損をかうむ

わ,屋形と隅杜がうしなはれてゐる｡脇侍のむかつて左に,

西函南の右脇侍の側面形がみえるoそのむかふの西壁上暦

諸政は,東壁とまったく同一の構成である｡ (像高2.15m)

Pl. 16.3.方柱北面下暦

石窟西北隅から下層北面鶴をみたものIC･あるo二俳並坐

のうち,右の僻がみえ, ZEの俳はかくれでゐる｡寵の奥行の

ふかいことが,これでよくわかるo基壇は,すっかり破折し

てゐるが,西部には上線の唐革文帝がのこってゐるo固版左

端にくろくみえるのは,北壁下層大鶴の風化した杜である｡

(下層高7.65 m)

pl. 166.方柱北面下厚東牢

pl. 167.方柱北面下潜函牛

楯扶寵はほかの三両とまったくおなじであるoすなはち,

秩額は七つに解剖し,高撃形と逆襲形との,二種の飛天を交

互にあらはす｡そのしたは惟環,堺蜂,飛天となる｡秩額の

丙罪には,四帽の高繋供襲天の立像が,型どほわに彫ってあ

る｡そi:の鉄柱には,上段に俳倦浮彫,下段に二帽の供黄天

があるoなかの秩鳩は鳥形となり,そのしたに逆髪形供賛

天がある0本啓二俳はなしめに封坐する｡

pl.166には,東壁下層中央部の千俳′ト範と,その右脇の五

暦塔(Rub. VIA)がみえ,そのしたの俳悼辞彫がみえる｡ Pl.

167には四壁の中瓶,降魔の併寵がみえるo床に接する膜壁

が風化し,補修の柁孔が鮎々とみられるo (下層高5･55m)

pl. 168.方柱北面下暦本啓二俳並坐

楯洪寵のなかに,.さらに尖挟鷹があり,その秩額の坐併

列,扶柴の飛天野,秩端の鳥形がみえてゐる｡生体は:同形式

の拳手形であるが,丙俳とも右手をなくしてゐるo (像高

3.00m)

pl. 169A.方柱北面下暦本魯二俳並坐東方像

B.方柱北面下層･本尊二俳並坐西方像

A.頭髪部は補修してあるが,肉撃はもとのま｣で,紋別

の髪がみとめられる｡まる嶺で顎がわづかにとがってゐる｡

lJ,端がかけてゐるのはおしい'が,柔和な眉目をしめし,厨は

すこし両端がそるo衣の襟が,胸でⅤ字形をゑがき,たれ紐

が二俵さがってゐる｡右手は補修である｡拳身光(Rub. ⅠIA)

は左の俳とほゞおなじで, (1)火偏帯, (2)飛天守, (3)肩光と

なるが,肩光のよこに,膚革帯がついてゐるのはちがふ｡ま

た,各背の練には,こまかい連珠文があらはされてゐる｡預

光は(1)火鳩背, (2)飛天守であるが,充の俳とかなりちがっ

てゐるo膝からしたは,後補のあとがはなはだしく,基塵は

まったく後代の修補がある｡もとは遷座であったにちが払

ないo (像商3.00m)

B.頭髪はよくのこわ,あさい繰刻で文枝′化した宅柴を

あらはす｡右の俳と,まったくおなじ造像であるが,膝にた
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れた左手はそれと具わ,手の甲をみせ,そのすきから衣端を

わづかにのぞかせてゐる｡うつくしtn手である｡

蓉身光(Rub.IIB)の火格は基部に連弧をあらはす式,頭

光の火焔は:,一単位ごとに長六角形の腰尼空疎をおき,その

まはりに火焔が放散するどとくあらはしてゐるo傘身光の

上方には,これをめぐって,高留形供薄着背があらはされて

をり,さらに,そのう-把は飛天がある｡宛内のあらゆる客

間を,あますことなく遮像でみたさうとする,たくましい袈

作意慾を察することができよう. (像高3.00m)

pl. 170.方柱北面下啓二助中央比丘立像

ま正面をむいた比丘が合掌して立ってゐる｡東西壁上層

の比丘と,おなじ形式である｡頭部は損じ,脚部も損じてゐ

るo上衣は左肩からたれて左腕をおほ払,まっすぐに足さき

にいたるo左腕に衣端がかしってゐる｡右肩にかしった部分

は右肘まで連する｡比丘のうへに童子坐像がある｡西側の

馨身光火鱒の彫刻がよくわかるo (像高1.35m)

pl. 171.方柱北面下犀扶額中央東部

むかって左の逆襲形飛天は,ふつう裸身であるが,これは

みじかい上衣をきてゐるo Lかし袖がどこまであるかはあ

きらかCdない｡そのしたの胎幕の飛天は頭髪がかはってゐ

る｡すなはち,ひくい留がのってゐるo　ほそく,するどい執

とがった顎をしめし,両手を水平にしてゐる｡一方の手さき

を上にむけ,他方の事さきを下にまげてゐるのは,印象的で

ある｡ (秩額高0.851n)

pl. 172.方柱北面下盾扶額中央西部

むかって左の55_形は,秩額七つの畷刻の中央にあたるoこ

の高賀形飛天は南面,東面,西面いづれも同一のポゥズであ

り,左肩左腕をさげ,頚むうへにむけてゐる｡頑の繊細な表

現は,注目される｡左右の蓮華からは,牌のごときものがな

びいてゐる｡むかって右の逆襲形飛天はPl.171とおなじく,

みじかい上衣をつけてゐる｡惟幕の飛天もPl.171の飛天と

似てゐるが,両手をあげ,手の甲むうへにむけ供物を壁にあ

さへつけた形である｡すらりとした身縄は軽妙である｡上

身は裸で,腰にはみじかい布をまとふのみである.重子形

飛天の壁形であらう｡どの飛天も,天衣のさばきかたが,普

にいきいきとしてゐる｡ (洪額高0.85m)

p1. 173A,臥　方柱北面下層扶額菱形部

菱形部はいづれも高留形飛天で,まったく型とほわに彫っ

図版解散162-176

てある.東部の方が供存がよく,うつくしい｡

pl. 174A.方柱北面下僚扶額東端

臥　方柱北面下野扶額西端

沸領の両端は逆襲形飛天であるoおなじポウズで封置さ

れてゐる｡東端は腰布をまとふほか,裸身であり,大きな目,

異様にとがった顎をあらはし,愈怒欄ともいへる,すごい形

相である｡西端はみじかい上衣をまとってゐる｡惟稀の飛

天軌東端は逆髪形で,天衣が左肩からな1めに腰をつ｣む

が,西端は前髪をわけ,上身は裸である｡

pl. 175A,B.方柱北面下層扶叡上隅

例のどとく高留形供詣者立像を四謂あらはしてゐる.東

隅(A)はなか二骨琵が合掌,むかって右は両手で供物をもつが

左端は右手をさげ左手を胸h=あて｣ゐるo　ながい嶺がいち

じるしい.西隅(B)は身縄の比例がよく,手のポウズがみな

相違してゐる.むかって右から第二の像は,左手に四張のパ

′レメットをもってゐるo (像高1.05m)

pl. 176A.方柱北面下潜末技柱俳侍揮彫(12)

13.方柱北面下瀞西扶柱俳停滞彫(9)

A.象が預を東にむけて,しづかに歩をはこび,それに騎

乗する蟹冠をつけた若々しい像がある｡シツダァルタ太子

であらう｡まるく,た払らな曙裾のう-に,右足をまげZrE_足

をたれてゐる｡象は絞鰭をつけ,鈴か育英のどときものを

さげてゐるo太子のうしろには,傘萱をさしかける侍者が

たち,ま-妃は奏繁の二人がゐる｡一人は杭笛,一人は琵琶

をかなで1ゐる｡象のうしろにも,侍者が一人たってゐる｡

(像高0.73 m)

R　屋形のした,むかって右の高嘗形老人は,アシタAsita

仙である｡右足を,左足のう-にのせ,篠凡にかけてゐる｡

両手で,拳身光につしまれた嬰児をだをか｣-,それを熱成

してゐる｡嬰妃はシツダァルタ太子であり,アシク仙が観相

してゐるところであるo顎の頚はとがり,胸の肋骨のみな

らず,手足も骨ばった,苦行絹をよくあらはしてゐる｡それ

にむかって,ひざまづき食草してゐるのは,国王シエツドダ

ナS'lddhoーIanユと妃のマアヤアM互y豆夫人であらうo玉は三

山冠をつ軌妃は五面冠むけてゐるo『併所行讃』 (大正大成

濯,第四雀,p.8)生晶第-には,

王は仙人の泣けるをみ,子を念仏て心はおのもき,嵐はむ

すんで心胸にみち,潜博してみづから安んぜす.憶えず,
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座よりたちて,仙人の足を稽首すo

といふ｡ (バラモン像高0.915m)

pl. 177.方柱北面下厚東扶桂俳停浮彫(12)

pl.176Aの僻詮をみよ｡

pl. 178.方柱北面下静西扶柱俳停浮膨(9)

pl.176Bの解詮をみよo

pl. 179.方柱北面下府･末技桂供養天

pl. 180.方柱北面下盾西扶柱供養天

東西に封粧された二腎豊づとの供賛天である｡うちがはは

避髪形の天人で,瀕をよこにむけ,上欄を払ねわ,食草の手

をよこにだしてゐる｡そとがはは三LLI冠をつけた天人であ

るが,西の杜のは冠をうしなひ,額面を損じてゐるo　この二

機の配置は,南面寵のと反射である(Pl.132,133)｡ (像高

1.85m)

pl. 18lA.方柱北面下暦東扶柱内面俳停揮膨(ll)

B.方柱北面下僚西挨枝肉商銀停揮膨(10)

A.屋形は城に塊尾,軒に幡幕をつけてゐる｡大きく門

口をひらき,ラ-に楯を線刻する｡まへに階段があり,欄杵

をそ孜へてゐるB　中央に立つ人物は,シツダァルク太子とお

もはれるo　左手をまげて胸にあて,右手はまるいものをも

って前にだしてゐる｡急にをあらはすかは,わからない｡

東面北鉄柱(Pl.155B)と,構園がまったくおなじであるのは

注意されるo (屋高1.00m)

B.塊尾のある屋形のしたには,むかって右に,国王と王

妃らしい二像が,林産にかけてゐる｡二鰻とも,贋冠も顔面

ち,うしなはれてゐる｡国王は右足をたれ,左足をまげて坐

し,左手を腰にあて,右手はま-にだして,ひざまづいた人

物にかたりかけてゐるやうである｡王妃は足をそろ-,令

掌してゐるo　ひざまづいた人物は合算するが,シツダアルク

太子かも知れない｡大きな光背をつけてゐる｡たゞおしい

ことに,これも頚部をうしなってゐる.これとお盆じ棒粗は

東商寵の北淡桂(PL 152)にある｡ (像高0.80m)

Pl. 182A.方柱北面下厚東扶杜内面供養天

B.方柱北面下潜函扶杜内面供養天

三山冠をつけた天人が,東西に相劃してゐる.レ､づれも,

うちがはの手を胸にあて,そとがはの手を腰にあて｣ゐる｡

指の彫刻は,そまつであるD膝からしたは風化し,東がはで

は泥の補修がのこってゐる｡ (像高1.85m)

Pl. 183A,B.方柱北面下層内部扶桂扶端鳥形

扶端に鳥形が相射してゐること,南面乾くpl.136)と患な

じである｡しかし,それほどには,力が発覚してゐない｡畔

をう-にむけ,致をのぼし,ほそい尾累をあらはしてゐる｡

雨脚はよわく,とくに東の鳥のはみじかいo(Rub.VIIIc,D)

(鳥形高0.70m)

Pl. 184A.方柱北面下層内部東扶桂供養天

B.方柱北面下層内部西挨桂供養天

遊資形の天が相射してゐる｡これは東面寵とおなじであ

るQ避蒙はきはめて形式的に彫ってあり,目は大きいが,顔

容の表現も,そまつである｡東は合掌し,西は右手を胸にあ

て左手を腰につける｡金礎として,ぎこちない制作であるo

雨足は補修され,基底はうしなほれてゐる｡ (像商1.85m)

pl. 18.5A,a.方柱北面下層扶桂供養天

A. PL179の三山冠の天人であるB冠の正面には,三角

形の急かに火鳩のやうな繰刻がある｡うへの三つの蓮華は

立稽的にあらはされ,丙脇の三英のパルメットが,やはらか

い曲線をゑがいてゐる｡

臥　P1.180の逆襲形の天人であるQ　大きなElで,するど

く凝疏する愈怒相である｡額の破,顎の髭はしっかりした線

刻であらはしてゐる｡髭は迎髭ごあるが,大きな弧紙でし

めされてゐる｡

pl. 186A,B.方柱北面扶杜内面供養天上身

A. Pl.182Aの三山冠をつけた天人である｡顎がとがっ

た,ほそい顔で,眉が急な傾きをして眉間にせまわ,目はほ

そく水平にあらはされてゐる｡ Viはゆる首相T的鎖笑が膚に

あらはされ,後期形式の端緒が,あきらかにみとめられるo

B. Pl.]82Bの天人の上身,前問の天人k:封立し,ほゞお

なじ形式である｡眉は,つよい錬刻で誇張されてゐる｡

pl. 187.方柱西面上暦

例のごとく立体三食であるo東面,北面の三令とまったく

潜なじ形式である.蓉身光は,そとから(1)火煩帝, (2)坐併

背がならぴ,三角形の肩光がみえる｡預光は(1)火焔背, (2)

飛天帝, (8)産華文2=なるo　この配列は,釆面寵と一致し,東

西が相膝するわけである｡しかし火焔の形はちがってゐる｡
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そとの火鳩は,基部に中国ふうの山丘形を一つづ｣ならべ,

それから煩がたちのぼる｡頭光の火鳩は,なかにほそい珠

をつくり,これをめぐって眉が放散する｡馨身光ののぼって

ゐるさまがみえ,飛天の左右に封圧されてゐるのがわかる｡

天窓の上段は九つの梶からなり,むかって右に五,むかっ

て左K:四つの鳥獣がむきあってゐるo鶴形と,大きな尾発の

鳥形とが交互k:配されてゐる｡天蓋の下線には,例により,

析わたしんだ仏だがあらはされそのしたばには超華文の

ふさをつけたのと,つけないのとを,交互に配列してゐる｡

(像高4.60 m)

Pl. 18SA.方柱画面上層･右脇侍

臥　方柱西南上層左脇停

A.左右脇侍はともに,例のどとく,三山冠(Rub.VIID)

をつけた愛らしい姿である｡右脇侍は右手をたれ,天衣の

はしをとるが,胸にあてた左手は損じてゐる｡雨足をまよ

こにむけた萎勢は,初期の脇侍嘗薩によくみるが,との方柱

ではほかにない｡暦塔の上原は屋形が損じてゐる｡

B.左脇侍は,胸に合掌する事を,本尊の方にむけてゐ

る｡層塔の上層はやはり損じてゐる｡むかふに南面寵右脇

侍のうつくしい側面がみえるo甫壁と西壁との隅の様子が,

これでよくわかるo (各像高2.雪om)

p1. 189.方柱画面上静南塔

西面と南面との立俳がみえ,そのあ弘だに九膚塔がたっ

てゐる｡第六暦以上は南面の屋根が大破してゐるo基部の

象は,ながい曲をたれて隅瓦のうへにたち,前脚が爾側にみ

えてゐる｡線路がはっきりわかり,鬼の預に鈴らしいものが

さがってゐる｡ (塔高4.40m)

Pl. 19OA.方柱画面上静北堵象

B.方柱西面上静南塔象

象の側面であるo頭と前脚のみで,胴と後脚は,あらはさ

れてゐないo　しかし,皮相のやはらかい感じが,卒直にしめ

されてゐる｡注目されるのは, Pl.177, 209の俳倖浮彫にあ

きらかな象の牙が,こ｣にはあらはされず,たゞ,堂るい孔

があいてゐることである｡くほしくみると,とa)孔の前後

に,耳から鼻にかけた線刻のカアヴを数株あらはす｡これは

むろん絞絡ではない｡ (象高1,ODm)

Pl. 191.方柱画面下層

楯秩寵のなかに央挟寵を彫るとと例のどとくである0本

闘版解改177-194

尊は惜坐の解像で,足さきは修神してあるが,だいたい原形

をたもってゐる｡静身光(Rllb,ⅠⅠⅠ)は,そとから(1)火煩帝,

(2)供聾天帝,(3)坐倫帯となり,肩光の三角形がつゞく｡頭

光は(1)火焔背, (2)飛天帯となり,中心の固形は一色にぬり

つぶされてゐる｡央扶額の坐併列,その下線の飛天帯が,通

例どほわである｡内挟桂内面の左脇侍菩薩がみえ,そのあ

くの合掌形比丘は頚部をうしなってゐる｡その上方,蓉身光

のそとがはは,例のごとく数段に償きり,供琴天の脆盤像が

ならぶ｡ (秩染高3.80m)

pl. 192.方柱西南下静本尊俳倍坐像上身

堂るい頚には胡粉の神彩がある｡眉にきすがあるのはあ

しいが,柔和な相貌である｡衣はまづ左肩をあほひ,つぎに

右肩をあほ払,普-にたれた衣端が,左腕にかlってゐる｡

階段状の衣文がきちんとそろってゐる｡ '胸には内衣のたれ

紐がある｡

波状形頭柴の線刻があざやかである｡これは閤版12での

べたごとく,この石窺俳像の特色である｡

光背の各帝国には,それぞれ連珠文の界旗がある｡

pl. 193A.方柱画面下静光背右脇供養者群

B.方柱西南下屠左脇侍

A.笹身光そとがはには,数段の供春着胎盤像がならぶ.

田儀の上段は二欄, FP段は三館,下段は四確である｡高撃は

大きく,相貌はやさしいo肘までの上衣をきてゐること,過

例のごとくである｡

B.三山冠をつけた左脇侍は,右手をたれ,左手を胸にあ

て,まるtJlものをもってゐる｡やしおもながで,眉目はうつ

くしい｡資珠光の左右に,-髄づ＼地盤する供聾者がゐる.

これはうへの供聾者につゞく｡脇侍のうちがは妃頭を損じ

た比丘立像がみえる｡匝り振右端には,外鉄柱内面の三山冠

供聾者が右手をあげて,香嘘をさ＼げてゐる｡

pl. 194.方柱画面下層扶額中央部

秩額は,例により七つの梶にわかれるが,固版はその中央

部をしめしてゐる｡ 1中央の高留形飛天は,泉北,甫各面の

銘とおh:じ構陶であるが,これは頭を極変にまげて,ラ-吃

むけ,なしめたのばした右手は,そのさきをまげてゐる｡左

手は,手くびだけま-にさしだして,なk:かまるいものをも

ってゐる｡レ､ま,それらの誇張的な表現が目をひく｡左右の

飛天は,通例のごとく逆髪形である.したの磯路の飛天は,

ごくひくい宅をつけてゐる｡身潤をな1めにし.手をのぼ
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すのは,通例どほわである｡うちがはの手をあげ,そとがは

の手をさげて腰にあてる｡左右ともシムメ日)ックであるo

たゞむかって左は,あげた手に花をもち,幕をま-にむける

が,右は手の甲をみせてゐるのが,ちがってゐるB要するに,

ごくわづかでも,奨化をもとめるのが,この洞の飛天衣硯に

みる迫性である｡ (扶絹高0.70m)

P1. 195A,B.方柱両面下暦扶額中央部

中央部両脇である｡逝髪形飛天は,ともに,うちがはの手

をつき,身脂をなlめにたふしてゐるが,そとが総の手娃う

-にあげたのと,膜につけたのとでちがってゐる｡匪り奴Bの

方は,頚をよこにむけ,まがった鼻,大きな目,租や髭が究明

に彫ってあわ,すごい形相であるa

Pl. 196A,B.方柱西南下層扶叡菱形部

変形部の商琶形飛天は,例のごとく,跳躍してゐるo左右

がシムメト7)ックであるが,園版Bの方は右手を腹にあて｣

ゐるのがちがってゐる｡

Pl. 197A,B.方柱西南下静扶額垂幕

Pl.196のしたにつゞく垂幕である｡囲版の飛天はシムメ

ト1)イをやぶってゐるo陶版Aの飛天は,この位忍にはめづ

らしく避髪形で,顔をうちが総にむけ,うちがはの肘を萱

げ,香淀をさ1げてゐる｡また両膝をまげてとび,左足さき

姓右膝にあて1ゐる｡匝版Bの方は,跡をそむけ,うちがは

の手を高くあげてゐる｡右膝はまげ,左足をのばす｡

pl. 198.方柱西南下暦扶鶴北上隅

Pl. 199.方柱西南下暦扶頗甫上隅

洪額変形部につゞいて,両端の逝変形飛天を彫る｡シム

メ日)イの椿園を,たくみに避けてゐるのがわかる｡むかっ

て左は,そとがはの手を腰にあて,両足をまげるが,右の像

は,そとがはの手でまげた足首をにぎってゐる｡左右の上隅

には,例のごとく四鰻づ｣の高琶供輩天の立像をあら姓す｡

開側,それぞれ手の位lEをかへてゐるのは興味ふかい｡

Pl_ 200.方柱画面下暦北扶柾俳侍揮膨(8)

象に騎乗した蟹冠の人物が,傘身光につ1まれた′トさい

立像を開腕にだいてゐる｡この小像はシツダァルク太子に

ちがひなく,頭に肉宅をつけた裸身である｡太子をだい

た宏冠の像は,太子の母,マアヤアIV豆y豆夫人かおもはれるo

象の管に曇るい得があり,そのう-に片足をよこた-,片足

をたれて,すわりてゐる｡象は片足をあげて,歩行の形をし

めす｡絞給があらはされ,孜がい牙をもってゐる｡マアヤア

夫人のうしろに捻,侍者が傘蓋をもつが,それは頭上に基地

がないため,夫人のうしろに彫られてゐるoまへ把は琵琶

を秦する天人と,横笛をふく天人とがしめされてゐるoこ

れは太子生誕ののち,宮城にか-る情景をあらはしたもの

である. 『過去現轟因果経J] (大正大赦経,第三怨,p. 626)令

一には,シエツドダナ王自身が,太子を七賓の乗典にのせて

かへるとい弘, 『併所行讃』(大正大概産,第四各, p.8)懇一

には,マヤ夫人がいだいてかへるとしるされてゐる｡ (立像

高0.85m)

Pl. 201.方柱西南下盾南扶柾俳侍浮彫(5)

鐸奇生誕の園である｡むかって右から三人目に,マアヤア夫

人をあらはす.右手をあげて樹枝をとら-,その右脇に,撃

身光につ､まれた立像上身がのぞいてゐるのは,シツダァル

ク太子の嬰兇すがたをあらはすのであるQ夫人はたかtn五

両冠をつけ,左腕をまげ,それを右側にたつ侍者がさもへて

ゐる｡この種戒は,きはめて紫碑である｡右側には,もう一

機侍者の立像がしめされ,この二人は,かぎわはないが,良

かい冠をいたゞいてゐるo夫人をさ｣へてゐるのは,冠か

ら察するにマアヤア夫人の妹プラヂャァパティPrajapatiであ

らう｡夫人のむかって左k:は,払ざまづいた高習形の侍者が

をわ,両手に布をひろげて,生まれでる太子をうけようとし

てゐる｡うしろの樹木は,枚を払ろく左右にのぼし,仝髄の

横路をひきしめてゐるoつまりルムどこイLumbiが園アシ

ョカAgoka樹である｡ 『過去現鹿因果腔J] (大正大政経,忠

≡, p.625)懇一には,

諸般寂静,十月満ち足りて,二月の八日,日のはじめてい

づるころほひ,夫人かの国中をみるに,-大樹あり,名づ

けて無変といふ,花色香ばしく鮮やかk:して,妓井分布

し,きはめて茂盛をなせわ｡すなはち,右手をあげて,こ

れを牽き摘まんとするに,菩薩やうやくに右脇よりいづ｡

といふにあたる｡併侍浮彫は,これを出費鮎とすると,方柱

を右続してゐる｡すなはち,西面の鉄柱を南から北へすl

み,北面鶴の鉄柱をへて,東面にむかふ｡しかし南面鶴は石

窟の正面であるから,その鉄柱浮彫が,俳侍のはじまわとみ

るべきであらう｡ (像高0.90m)

pl. 202.方柱西南下層北扶杜供養天

pl. 203.方柱西南下静南扶柱供養天

二瑠づ｣の供奉天が,例のどとく南北に封置されてゐる｡



うちがはは巽冠をいたゞき,頚をよこにむけ,片手をたかく

あ帆片手を腰k:おくQ北淡杜(Pl.202)の像は,顎に出があ

るのが,目k:つく｡両方とも頚飾とも,革甲のゑわともみえ

る彫りが,頭のまはわにあるbふわあげた手には,上衣の袖

が肘のところまであるa)が,はっきりわかる｡ Ⅹ字形の天衣

は例のととくであるが,北の像では,天衣の一端が,ふりあ

げた方の腕にかしってゐる｡

そとがはの供葦天は,三山冠をいたゞき,いづれも右手を

胸におき,左手で天衣のはしをとってゐるo北の像(Pl.202)

はどっしりとした身昭つきで,手の表現がうつくしいo南の

像(Pl.803)は身喋がすんなりしてゐる｡下身はいづれも風

他で損じてゐる｡

基喝の上線に,庸革帯があったことが捻ゞわかる(Pl.208)｡

Pl. 204A.方柱西南下静北淡桂内面俳樽揮彫(7)

B.方柱画面下唇南扶柱内面倣停浮彫(6)

A.北林桂内側には,四脚の方塵に,裸身のシツダァルク

が立ってゐる｡おしいことに,蔵がつぶれてゐる｡大きな歩

身光をつけ,払くい顛塵のやうなものをふんでゐる｡左右

吃,合掌脆坐する高留形の天人形はナンダNanda龍三とサ

バナンダUpananda龍王であらう｡レ､ま頭上から,それぞ

れ四頭の蛇,資は龍が首をのばし,シツダァルタの方にむい

てゐる.蛇の眼,鼻,口がこまかく表現されてゐる｡.まさに

九蘭港頂の光景である｡そのう-の壁は一段おく-彫りと

み,小さい坐俳三尊をあらはし,そとがはには立燐がかすか

にみえる｡後人の刻であらうo (太子像0.45m)

B.伴食生誕の壁をまはった内側には,かんたんな梯形

の天空のもとに,舟形の翠身光をおうて太子シツダァルタが

立ってゐる0滴肩Q)衣をつけ,右手を胸にあげ,左手はたれ

て衣端をとる｡生れたばかりZ:tJlふの把,のちの大導師億

者のすがたをあらはすのは,獅子軌の太子を意味するので

あらう｡ 『過去現在因果経Jl (大正大政経,第三饗, p. 625)省

一には,

扶持するものなくして,みづから七歩をゆき,その右手を

あげて師子航すらく｢われ一切の天,人の急かにおいて最

尊最勝なり,無塵の生死いまにおいて轟きたり,この生に

一切の人,天を利益せん｣と｡

ついで,インドラIndra(輝線桓因)が蜜蓋をとり,ブラマア

Brahm豆(大焚天王)が自梯vyajanaをとって侍し,ナンダ親

王Nanda-n孟gar孟ja,サバナ1/ダ親王Upananda-nigarajaが

温水,涼水を碓するをいひ,

8Ⅰ

図版解散195-209

身は黄金色にして三十二相あり,大光明をはなちて,あま

ねく三千大千世界をてらすQ天龍八部また墓中において

天の依頼をなし,歌唱讃嘆し,もろもろの名香をたき,ち

ろもろの妙花を散じ,また天衣呑よび嘩路を雨ふらし,鰭

粉として乱墜するとと,あげてかぞふぺからす｡

天蓋,光明,三十二相は国版の立像にあらはされてゐる｡た

だおしいことに頚部をうしなってゐる｡天の位韓はまた,こ

のあきの琵琶天人,横笛天人によってしめされてゐる｡前者

は大きな天衣をひるが-すが,風光をつけてゐない｡後者

は国光をつけてゐる｡ (像高0.80m)

Pl･ 205A.方柱西南下層北淡桂内面供養天

B.方柱囲南下静南淡桂内面供養天

三山冠をつけた供挙天を,南北に封置してゐる｡ともに,

うちがはの手をまげて香煙をさ1げる｡博山鯉の形式であ

るoそとがはの手は左右でちがってゐる｡北の供奉天は手

をまげて胸にあて,まるいものをもつが,南では手をたれ

肘を堂げ,水瓶をさげてゐる｡レ､づれも下身は風化するが,

北の供養天は上身がよくのこわ,相貌は典雅である｡

Pl. 206A,B.方柱囲面下静内部扶栓抜端歌形

珠端の鶴形は東面寵に弘とLtJl.東西で封臆してゐるの

である｡細部を線刻によって入念にしあげ,とくに左の款形

では,背なかと脚の罪状のまきか-しが目を払く｡龍のう

-には扶額の坐僻があらはされ　そのそとがはには飛天が

みえる｡

Pl. 207A,B.方柱西南下層･内部扶桂供養天

Pl. 208A,B.方扶西面下瀞内部扶杜供養天上身

沸端牒形のしたには,逝髪形の供養天がたってゐる｡コ糟

とも右手を胸にあて,左手を腰におく｡下身は風化し,補修

してある｡頭部は,例により,ていねいに彫ってをわ,眉がせ

まわ,目がつりあがり,額の観,顎の髭が克明に線刺されて

ゐる｡頭襲はねもとで渦文をなしてゐる｡

Pl. 209A,方柱画面下層北淡桂供養天上身

B.方柱西南下静北淡桂内面供養天上身

A. Pl.202にしめした二鰐のうち,うちがはの供挙天であ

る｡巽冠はあたかも高留のやうたたかい｡顎の髭がよく

わかる｡

B. Pl.205Aの供養天である｡三山冠の正面の山形には
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火焔状の線がほどこしてある｡うつくしい顔であるが,鼻

がすこし損じてゐるo

Pl. 210A.方柱天井北部

B.方柱天井南部

方柱上層天井は四面ともお盆じ構成であるo　圃版Aは北

面寵, Bは南面鶴o前者は補彩がすくなく,もとの欺態をよ

くたもってゐる｡中央に,本尊立俳の拳身光の火偽がある｡

うちがはの火煩は頭光に威し,垂併背,蓮華文帝がつゞいて

ゐる｡撃身光の丙がはには,-憎づ1の飛天が,盤にもりあ

げた供物を,片手でたかだかとさしあげてゐる｡供物の頂

には,ふとい油のごときものが,立ちのぼってゐる｡飛天は

高繋形,肘まである袖の上衣,見くびにからんだ下裳をつけ

てゐる｡西隅に暦塔の一部がみえ,その頂の年パルメット

餅がみえ,そこから拳身光にむかって,斜に粟があらQj:され

てゐる｡梁には攻つなぎ唐草文があらはされてゐる｡囲版

B,むかって左隅のは,現のなかに六英パルメットをおき,柄

側各-斐をのばして,つぎの三英をつくってゐる(Rub.VH).

囲版A,むかって右隅はパルメットを横位置にしてゐる択ub.

VF).固版B,むかって右隅もおなじく横位置であるが,一

層複雑であるo Lかし囚版A,むかって左隅は現つなぎでな

く,四英のパルメッを左右においてゐる｡

天井のそとがはは,天空の鰭であり,折わたlみのひだが

ていねいに彫ってあるb下線k:は五都韓の麺華をh:らべるが,

一つおきに火焔ふうの綿がついてゐる(Rub. VM参照)｡天

井に横する一段には,彩色により固形をh:らべてゐるが,こ

れはあたらしい意匠であるo

pl. 21lA.方柱天井東部

B.方柱天井西部

pl.210とまったくおなじであるが,歩身光の火格はちがふ0.

園版A,東面寵では火鳩の基部に一種の波形連取があり,そ

のうへに,一つづ｣の火焔がたちのぼるo　圃版B,酉面範で

味,基部に一つづ｣山岳形があり,そこから火鵜があらはれ

てゐる｡ (南北長5.25m)

pl. 212A.方柱天井東部垂幕下面

B.方柱天井東南隅

A. Pl.211Aたみよ｡

B.南鶴とのつゞきぐあひがよくわかる｡むかって右は

南範であり,補彩が一段恐く,そのため原形を損じてゐるD

PIBIOB, Pl.211Aをみよ｡
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